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　そう古い話ではない。「菊きく水すい一いち組ぐみ」は総勢三十匹足らずの小規模な盗賊団ながら、大集会に公然と刃向かう狂猛な武ぶ闘とう派はとして有名だったし、その主将を務める若き牝めす猫ねこ「ビリビリ尻尾しつぽのキジトラ円まどか」と言えば、塔とう陣じん坑こうあたりでは今でも知らない者はいない。
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　円はもちろん猫で、牝で、毛皮の模様はキジトラで、稚気の色いろ濃こく残る瞳ひとみは薄うすい青で、見るからに跳ねっ返りで、菊水一組の主将で、ヤクザ猫の品評会でグランプリを取れるような筋金入りの無法者だった。

　円の通り名にある「ビリビリ尻尾」というのは伝染病の名前である。過去に何度も大流行して、そのたびに地ち球きゆう儀ぎが傾くほどの死者を出した。その症状は独特で、最初にまず尻尾にビリビリした痛みを感じ、次いで強力な幻覚に見舞われ、とどめに痙けい攣れんの大発作を起こしてころっと死ぬ。円にそんな通り名がついた理由はもちろん、円がまるで「流は行やり病のように迅速に大量に」敵を殺すからだ。

　菊きく水すい一いち組ぐみは塔とう陣じん坑こうの交易回廊に頻ひん繁ぱんに出没しては略奪を繰くり返し、付近の豪商たちからはまさに疫病の如ごとく恐れられていたが、その悪名が広く知れ渡るようになったのは、塔陣坑に大集会の討伐隊が駐ちゆう屯とんするようになってからである。その最初の年に、円まどかは討伐隊のロードランナーに四匹の子分を殺され、その報復に駐屯地を単身襲しゆう撃げきして八体のソウルセイバーを血祭りに挙げるという事件を起こしている。この一件は「南の塔の倍返し」と呼ばれ、その顚てん末まつは大道芸人たちの芝居の演目のひとつにまでなって、大変な人気を博した。

　もちろん、盗賊団とは所しよ詮せんは「まつろわぬ者たち」であり、忌むべき無法者の集団に過ぎない。菊水一組は義賊などというお上品な輩やからではなかったし、「殺しはやらない」とか「狙ねらうのは金持ちだけ」とか、そんな結構なお題目を掲げているわけでもなかった。円は獲え物ものを差別するようなことはなく、邪じや魔まをする奴やつには誰だれであろうと容赦はしなかった。

　しかし、荒くれたちのボスが若い牝めす猫ねこであるというのはそれだけで語り種ぐさとなり得た。

　敗北を知らぬ強力な集団でもあったし、その反骨ぶりは痛快ですらあった。

　大集会からすれば面白くないことだったろうが、ビリビリ尻尾しつぽとその一味は、当時の堅気の猫たちからも一目置かれる存在だったのだ。




　ここでひとつ秘密を明かそう。大集会の密偵が菊水一組のアジトをいつまでも特定できなかったことと、名を馳はせた後も菊水一組が総勢三十匹足らずの小規模な集団であり続けたことの裏には、実は隠された理由というやつがある。

　菊水一組は黴かびの森の奥深くに七箇所のアジトを持ち、ことあるごとに、今いる場所から別の場所に移動するということを繰り返していたのだ。

　あまり大きな所帯になってしまうとこういう身軽な真ま似ねはできない。アジトを移る際の偽装工作はまさに徹てつ底てい的で、ありとあらゆる生活の痕こん跡せきを抜け毛一本に至るまで隠滅し、成長の早い黴の胞子をばら撒まき、そのために飼っていたネズミやゴキブリを放すということまでした。また、次にどのアジトに移るかを決め、そのアジトを事前に偵察して安全を確認しておくことは、決して他ひ人と任せにはできない円の重要な仕事だった。

　だから、その黒い子猫を最初に見つけたのは、円だった。




　その日、円は寝床の中で目を覚まし、あくびをし、背伸びをして、そろそろ次のアジトに移ろうと心に決めた。円のこうした唐突な決心を子分たちは「姉あねさんの病気」と呼ぶ。円は相棒ロボツトの「満まん月げつ」と共に引越し先のアジトの偵察に出かけた。行く先はこの森の最深部に点在する「カーニバル遺い跡せき群ぐん」という積層楼閣のひとつで、円の頭の中では「わりと居心地のいいアジト」に分類されていた。

　そして、予定の時間になっても円と満月は戻らなかった。

　子分たちは誰だれも心配はしなかった。円まどかの帰りが遅くなるたびにいちいち気をもんでいたら身がもたない。しかし、副将の要かなめは別だった。元来は切れる奴やつなのだが、円のことになると頭のネジが抜けてしまうようなところがあった。このときも要は「何かあったのかもしれない、どこかのネズミに出くわしたのかもしれない」と大おお騒さわぎして、「姉あねさんがやられちまうほどデカいネズミなら俺おれらが行ったってどうにもなりゃしないすよ」とぬかす子分に鉄てつ拳けんを見舞い、うんざり顔のタマよけを引き連れて、円が向かったはずの積層楼閣へと急行した。黴かびの木に埋もれた遺い跡せき群ぐんにたどり着き、廃材におおい隠されたハッチをくぐり、曲がりくねって続くトンネルを駆かけ抜けたあたりで、要は奥の部屋から漏れ聞こえてくる円の声を聞いた。一行は足音を忍ばせ、黒い塗料を塗って光の反射を殺した得え物ものを抜き放ち、要の尻尾しつぽの合図で一斉に部屋に踏み込んだ。舎弟たちが発光細菌のランプを壁かべに投げつけ、淡い光を放つゼリー状の培地がそこらじゅうに飛び散り、その光の中に、一行は意外な光景を見た。

　満まん月げつがヤクザなうんこ座りをしていた。

　円はそのすぐそばで、ぴったりと床に身を伏せていた。

　部屋の突き当たりには黴にまみれたロボットの死し骸がいの折り重なる一角があり、ある者は立往生し、ある者は背中を壁にもたれて手足を投げ出し、ある者は四肢を失って仲間の下した敷じきになっていた。円は、要たちが踏み込んできたことにも気づかない様子で、ロボットの死骸の隙すき間まをのぞき込み、小さな声で、何やら一心に話しかけていた。

　円の見つめる先、ロボットの死骸の隙間の奥の闇やみには、ふたつの金きん色いろの目玉がついていた。

　金色の目玉は、絶対に降参するものかという怒りに燃え、取りつく島のない不信の光を湛たたえて、瞬まばたきもせずに円をにらみ返していた。

　生後半年くらいと思おぼしき、牡おすの、真っ黒な子猫だった。

　後に円が語ったところによると、不ふ審しんな物音に気づいてこの部屋に入ったとき、その黒い子猫はでかいネズミの群れに追いかけ回されて、天てん井じようから垂れ下がったケーブルにしがみついていたという。




　親分が白だと言えば黒い猫も白い。そうした盗賊稼か業ぎようにおいて、円の気まぐれは子分たちにとっては天災の一種だった。

　円には昔からそういうところがあった。普段は冷静沈着なくせに、突如として意味不明の突飛な行動に出るのだ。交易回廊でトレーダーの商隊を待ち伏せしているときに突然、「任せたからね」と言い置いてスパイラルダイブを見物に行ってしまったこともある。憂ゆう国こく塾じゆくの博ばく徒とが盆を開いたときには、どいつもこいつもケツの毛までむしってやると勇んで乗り込んでいったはずが、なぜか街外れの部品屋から大量の懐かい中ちゆう時ど計けいを買い占めて帰ってきた。

　というわけで、円がその小汚い捨て猫の面倒を見るようになったことも、いつもの「姉さんの病気」には違いなかった。しかし、並大抵のことには動じない子分たちも、その黒い子猫を前にしてはさすがに嫌悪の色を隠せなかった。姉あねさんはついにどうかしてしまったのではないか。何を好き好んで、あんな薄うす気き味み悪わるいクソガキの面倒など見るのか。

　確かに、薄気味悪い子猫だった。

　傷だらけで瘦やせっぽちでノミ持ちで、身体からだからいつもひどい臭においを漂わせ、常に物陰に隠れて目をぎらぎらさせており、そこから引きずり出そうとすると怒って暴れ、周りにある物を何でもかんでもめちゃくちゃに壊こわしてしまい、同じ場所に誰だれかがいると決して眠らず、眠ったら眠ったで寝小便をする癖くせがあり、誰がどう話しかけてもまったく喋しやべらない。

　こんなガキはさっさと追い出してしまえ──誰もが心の底ではそう思っていたに違いない。しかし、円まどかに面と向かってそう言うだけの勇気の持ち主はいなかったし、「実は姉さんには深い考えがあるのではないか」などと言い出す奴やつもいて、子分たちの足並みは一向に揃そろわなかった。円は子分たちに特に説明をするでもなく、円の部屋からは黒い子猫が暴れて物を壊す音が絶えず聞こえてくるようになり、子分たちは雁がん首くびを揃えて互いの意見を戦わせるのだった。

　議題。あの薄気味悪いクソガキは、一体何者なのか。

　ある子分は「ただの頭のいかれた捨て猫に決まってらあ」と切って捨てた。この意見には多くの消極的な支持者がいたが、最後まで小さなトゲのような疑問符がついてまわりもした。捨て猫にしては少し妙なところがあるのだ。なぜ名札も鈴りん銭せんも身につけていなかったのか？　街や回廊の近くならいざ知らず、黴かびの森の真まっ只ただ中なかにあるこのアジトにいたのはなぜか？

「姉さんの隠し子じゃねえのか」という俗な意見を吐く者もいた。が、「オヤジは誰だ、お前か」「一体いつ生んだのだ」「姉さんはそんなお人ではない」などの反論が噴ふん出しゆつし、たちまちフクロにされてしまった。子分たちの中には、円に対するほのかな恋心を抱いている者が少なくなかったのだ。

　信心深い子分たちの中には、こんなことを言う奴がいた。

　──あいつはトルクの夜が固まって生まれた物ものの怪けだよ。姉さんはあいつにとり憑つかれちまったんだ。きっと良くねえことが起こる。早いとこ坊主を呼んでお祓はらいをしなきゃいけねえ。

　もちろん、この臆おく病びような意見は一笑に付された。

　しかし、後に起こった出来事を考え合わせれば、これはなかなかに含がん蓄ちくのある物言いだったと言えるのかもしれない。少なくとも、この意見はすべてを視野に収めていた。黒い子猫にまつわる謎なぞも、その不気味さも、円の異常行動の理由までも。

「幽かすか」というのは、決して縁えん起ぎのいい名前ではない。

　黒い子猫がいつしかその名で呼ばれるようになったのは、子分たちの誰もが黒い子猫の姿に不吉な影を見ていたからなのかもしれない。黒い子猫が害なす者であると理屈抜きで決めつけるその意見に、心のどこかで不気味な説得力を感じていたからなのかもしれない。




　幽は怒れる子猫だった。身体じゅう汚れ放題で、物陰に隠れ続け、誰かの姿を目にするたびに全身の毛を逆立てて威い嚇かくし、何かあるとすぐに怒って暴れた。

　殊に、その石の如ごとき寡か黙もくさは異常だった。

　幽かすかくらいの歳としの子猫は電波ヒゲの制御のしかたがまだ未熟で、頭の中の思考が電波になって漏れてしまうのが普通である。しかし、幽はまるで、すべての気配を断って暗くら闇やみに潜ひそむ刺客のように、その電波ヒゲから一片のノイズ波さえ漏らそうとしないのだ。これは子猫の常識にかからぬことであり、子分たちは幽のことを啞おしであると──頭の中に障害があって生まれつき電波の送信ができないのだと──思っていた。この種の障害はトルクに生きる猫にとって致命的である。電波の送信ができないということは、「喋しやべれない」ということばかりではなく、「ロボットのコントロールができない」ということをも意味するから。だからこそ親に捨てられたのだろう──子分たちは皆、そんなふうに考えていた。

　そんなある日、騒そう動どうは起こった。

　慌ただしい物音に円まどかが目を覚ますと、工房長が部屋を訪ねてきた。工房長は散らかり放題の部屋をじろりと見渡し、ガラクタを積み上げてすっかり要よう塞さいと化した幽の「隠れ家」を一いち瞥べつして、円を部屋の外に連れ出した。

　──面目ねえ。すまんが姉あねさん、ちょっと行って収めちゃくれねえか。

　──どうしたの？　何の騒さわぎ？

　工房長はため息をついて、こう言った。

　──禍まが魂たまが出た。

「禍魂」というのは、ロボットの死し骸がいにとり憑ついて悪事をなす妖よう怪かいの名前だ。

　組のロボットの整備を行う工房では、常に数体分のロボットの死骸を水銀漬けにして保管している。パーツドナーとして利用するためだ。死骸といっても破損の程度は色々で、見た目は五体満足でも中身は完全無欠のガラクタという奴やつもいるし、頭だけになって転がってはいるが脳の一部は新品同然という奴もいる。そして、たった今、それら死骸のうちの一体が、しかも腰から下がぶっちぎれた上半身だけの奴が、突然はみ出た内臓を振り乱して暴れ回り、両腕で床を這はいずって舎弟たちを追いかけ回したというのだ。

　──誰だれかのイタズラじゃないの？

　──それが、そうは思えねえんだ。おれもその場にいたが、妙なコマンドを飛ばしてる奴がいたら気がついたと思う。

　しかもな、と工房長は言う。工房ではしばらく前から、物が紛失したり、そこにあった物がいつの間にか別の場所へ移動していたりといったことがしばしばあったという。工房長はそのたびに管理のしかたが悪いと舎弟たちを叱しかったが、舎弟たちは自分たちには身に憶おぼえがないと言い張っていた。そこに今回の騒ぎである。どいつもこいつもすっかりビビっちまって手がつけられねえ──工房長はそう言って鼻はな面づらをしかめた。

　円は満まん月げつを連れて現場へと向かった。工房はひと足先に騒ぎを聞きつけた他ほかの子分たちで埋まっていた。円まどかは全員を一喝し、ロボットの死し骸がいといえども一部の回路や電臓バツテリーが生きている場合にはこういうことも起こるのだ、という場当たり的な説明をしてそれぞれを持ち場に戻らせた。動いたというロボットの死骸を改めていると、子分のひとりが恐る恐る声をかけてきた。

　──あの、姉あねさん。自分、要かなめの兄いから食い物倉庫を任されてるんですけど、その、笑わないでくださいよ、最近、あの部屋、気味が悪いんです。兄ぃに叱しかられるから今まで黙だまってたけど、腸はらわたを抜いて燻いぶしてたネズミが一個ずつなくなったり、ゴキブリの干物が袋ごと消えちまったり、最初は誰だれかがつまみ食いしてるのかと思ってたけど、他ほかの持ち場でも似たような話聞くし、自分、なんだか恐こわくって──

　円は、すぐに部屋に戻った。

　部屋に戻るなり、円は満まん月げつに問答無用のコマンドを飛ばした。

　満月は幽かすかの隠れ家につかつかと歩み寄り、ガラクタの積み上げられた山を一いち撃げきのもとに蹴け散ちらした。幽は心底仰天し、パニックに陥って、まるでバネ仕掛けのおもちゃのように物陰から飛び出してきた。満月が空中でその尻尾しつぽを捕らえ、首ねっこをつまんで円の目の前にぶら下げる。幽は身体からだに火が点ついたような勢いで暴れに暴れるが、満月の力強い手から逃れることはできない。

　そして、バリケードが消し飛んで丸見えになった物陰の奥には、動かぬ証拠がゴロゴロしていた。ゴキブリの干物の袋。工房から持ち出された工具の数々。グリップに彫刻の施されたナイフはしばらく前に副将のひとりがないないと大おお騒さわぎしていたものだし、中に羽虫を閉じ込めた大きなビー玉は子分たちが博打ばくちをするときに使う道具だ。

　円はそれらの品物をひと渡り見つめ、幽を見上げてにたりと笑い、言い切った。

『ってことは、あんたやっぱり喋しやべれるんだ。そうだと思ってたよ』

　幽は途端に暴れるのをやめた。今度は怒りに燃える目で円をにらみつけ、喉のどを鳴らして激しく威い嚇かくする。しかし円はまったく取り合わずに、

『あたしは大集会の役人と違ってさ、お尋ね者をふん縛しばるときに大事なのはイデオロギーと拷問じゃなくて物証と理屈だと思うわけ。ブツは出たからこれでよしと。あとは、あんたがどうやってこれを盗んできたかよね。わたしの考えはこう。違ってたらそう言って。まず、あんたはあたしが眠ってるときや留守のときを狙ねらって、厳げん重じゆうに迷彩処理した電波を使って目に見えない罠わなを張る。罠の中をロボットが通りかかったら、あんたはマスターのコマンドに化けてその制御を乗っ取る。ただし、誰にも気づかれないようにごく一部だけ。そのロボットの視覚にただ乗りしてアジトの中を見物して、気に入った物があったら、全身を制御下に置いてこっそり持ってこさせる。さっきの工房のお化け騒ぎも犯人はあんた。やり方は一緒。感心しちゃうわ、大した腕前よ。あの工房長が気づかなかったんだから』

　実は、円のこの推測は六十点というところだった。ずっと後になって幽が明かしたところによれば、強力に迷彩した電波には到達距離に限界があって、とりわけこのアジトの中のように狭くて曲がりくねった通路が連続する場所では、電波の罠わなの広さはごく限られたものになってしまうのだという。ただ乗りしているロボットが罠の外に出てしまえばそれまでだし、ましてや工房にまで手を伸ばしてロボットにイタズラをするのはいくらなんでも無理だというのだ。そこで幽かすかは、円まどかの言った方法に加え、最初に罠にかかったロボットを起点に、その近くにいる他ほかのロボットにコマンドを次々と中継させて実質的な罠の広さを拡大する、ということをやっていたらしい。

　が、このときの幽はもちろん、そんなことを白状したりはしなかった。満まん月げつに首ねっこをつかまれ、身体からだがびろーんと伸び切った情けない格好で、火を噴ふきそうな目つきで円をにらみつけるばかりだった。

『ごめんなさいは？』

　幽は無言だ。

『──あのね、念のために言っとくけど、ここは菊水一組のアジトなの。おっかないおじさんたちがうようよいるの。ガキにナメたマネされて黙だまってるような連中じゃないの。どうすんのよ、あんたなんかただでさえ煙たがられてんのに。ちゃんとごめんなさいが言えたら、あたしがなんとかしてあげる。盗とってきたものもあたしが返しにいってあげるし、許してくれるようにみんなに頼んであげるわ』

　幽はやはり無言で円をにらんでいる。

『みっつ数えるからね』

　その瞳ひとみの中に、怒りとは別の色の表情が混じる。

『ひとーつふたーつみーっつ』

　円はまるっきり容赦のない早さで三つを数え終わり、満月は「みっつ」と同時に幽を肩越しにぽいっと投げ捨てた。幽は見事な身のこなしで身体を反転させて着地し、光の速度で物陰の闇に逃げ込んで、なおも円をじっと見つめている。

『あーあ。知ーらないっと』

　円はそう言い捨てて幽に背を向け、自分の寝床にしている棚の上に飛び乗った。大きなあくびをひとつ、身体を丸め、尻尾しつぽをぱたぱた動かして目を閉じる。

　そのとき、物陰の闇やみが喋しやべった。

『いいもん』

　身体を丸めたまま、円は「ふぁ」と眠たげな生返事をした。顔をわき腹にうずめ、耳をぴくりともさせず、ヒゲ一本動かさずに、頭をフル回転させて幽の言葉のクセを分析していた。

　物陰の闇が再び喋った。

『ゆるしてくれなくたっていいもん』

『あっそ』

　──高い周波数で始まって低い周波数で終わる語法プロトコル。最初と最後にでっかい修飾文節。中身は四種類の神聖関数と呪のろい返しの無限数列。貴族言葉？　だけど紫し禁きん城じようの神聖機械語とは圧あつ縮しゆく方法が違う。どこかの豪族方言？　なんで？

『死んじゃえ。ネズミに食べられちゃえ』

　それきり、物陰の闇やみは沈ちん黙もくした。




　ともかくも、幽かすかは喋しやべった。

　結局はその一件がきっかけになって、円まどかと幽との間には休戦協定が結ばれた。

　もどかしいほどに遅々とした歩みではあったが、幽は円が相手なら普通に喋るようになったし、円以外の誰だれかが部屋にいなければ物陰から出てくるようになった。円は身体からだを舐なめてやり、毛づくろいのやり方を教え、有無を言わせず同じ寝床で抱いて寝た。その甲か斐いあってか、幽の身体は以前よりは清せい潔けつになったし、寝小便もさほどしなくなったし、怒って暴れ回るようなことも少なくなっていった。

　幽が聞かれたことに答えを返すようになったので、円は遠回りな質問を慎重に繰くり返し、幽の身元を割り出す手がかりとなりそうなあれこれを聞き出そうとした。しかし、幽は生まれた街も親の顔も憶おぼえてはいなかった。親に捨てられた記き憶おくも死に別れた記憶もなく、円と出会うまでは誰の世話にもなったことがないという。弱き者を決して生きては帰さないこの黴かびの森で、幽は「はじめからずっとひとりで」暮らしてきたというのだ。

『待って、それじゃ、電波を迷彩するやり方とか、ロボットのコントロールに割り込む方法とか、そういうのは誰に教わったの？』

　幽は、言っている意味がよくわからない、という顔をした。

『ほら、あんた工房のロボットにイタズラしたじゃない。あれを教えたのは誰？』

　これは有力な手がかりになるはずだ。円はこの森のヤクザなら大抵知っているし、その中でも電波飛ばしに詳しい奴やつとなれば限られてくる。そのうちの誰かが幽に手ほどきをしたはずであり、そいつは幽の身元についても何か知っているかもしれない。

　が、

『ずっと前からできた』

　それが幽の答えだった。

　ひとりぼっちで生きてきた幽にとって、黴の森に転がっているロボットの残ざん骸がいはお気に入りのおもちゃであり、唯一無二の遊び相手だったのだ。最初のうちこそおっかなびっくりだったが、あれこれと試しているうちに複雑な制御もできるようになったし、森の中に捨てられているロボットの中にはまだ残骸となる一歩手前で踏みとどまっているような奴もいて、幽は一時、数体の「子分」を引き連れていたこともあったらしい。しかし、その「子分」たちも所しよ詮せんは主あるじに見捨てられ、人型楼閣の陣取り合戦からも落ちこぼれたポンコツ揃ぞろいには違いなく、皆すぐに機能を停止してしまうのが常だったという。

『ありがとうありがとうって言って、みんな死んじゃった』

　末恐ろしいガキだ、と円まどかは思った。

　そして、幽かすかはまさにその通りのガキであることが次第に明らかになっていった。

　幽は難しい文字が読めたし、複雑な計算もできた。

　黴かびの森で日陰者として生きていく以上、「オツムは立派に力こぶのうち」であり、盗賊団や愚連隊のボス格にはインテリが多く、その手下たちの識字率も街でぬくぬくと暮らしている連中などよりは遥はるかに高い。これは菊水一組も同様だったが、幽の能力はその子分たちを凌しのいでいた。「こいつぁ姉あねさんに見てもらわなくちゃわかんねえや」と円のもとに持ち込まれる文書をかなりの程度まで読みこなし、実際に生活していく上ではまず絶対に出くわさないような桁けた数の数字を苦もなく計算してのけた。

　もちろん、円は本人にも聞いてみた。そんなこと誰だれに教わったの？

『ずっと前からできた』

　それが幽の答えだった。

　こんな小さな子猫が、あの黴の森を生き抜いてきたというだけでも驚きよう異いだというのに。

　もはや、ただ「頭がいい」というだけでは説明がつかないことのように思えた。物陰に引っ込んでビー玉で遊んでいるちっぽけな黒い子猫を見つめ、円は様々な空想をした。

　この子は、誰かの生まれ変わりなのかもしれない。

　この子は、ある種の先祖帰りなのかもしれない。

　変わってしまったのは自分たちの方なのかもしれない。遥かな昔に天てん使しと共に生きていた時代の猫とは、あるいは、幽のようであったのかもしれない。




　不信の壁かべが取り払われてしまった後は、幽は自ら進んでその向こう側から出てきた。

　物陰に隠れていたころの幽は、同じ部屋に自分以外の誰かがいると決して眠ろうとしなかったが、どうやら幽はもともとあまり眠らない質たちであったらしい。これは円にとってはちょっとした頭痛の種になった。遊んでくれとせがむ幽に毎日必ず叩たたき起こされるのである。幽はまず、眠っている円の尻尾しつぽにしがみついてガジガジとかじる。これで円は目を覚ますのだが、まだ眠いので寝たふりを続ける。すると幽は円の身体からだの上によじ登ってきて、前足で円の頭をもみもみする。それでも円が起きなければ今度は寝床の上の棚に跳び乗って、そこにある物をどかすか落として円を爆ばく撃げきするのだ。

　そして、いざ遊ぶとなると円には歳とし以上に子供っぽいところがあって、取っ組み合いの相撲すもうやゴキブリの競争で幽を負かしては大喜びしていた。が、頭がものを言う遊びとなると話はまったく別で、ボルトの将棋やビー玉の陣取りで幽にこてんぱんにやられるとフテ寝をするほど悔しがった。

　円は四六時中ずっと幽の相手をしていられるわけではなかったけれど、幽は遊びでなくても、円まどかと一緒に何かしていられればそれで満足しているようだった。円がどこへ行くにも尻尾しつぽにじゃれつきながら一緒にくっついて歩き、円のすることにいつも邪じや魔まな手を出しては叱しかられていた。しかし、「ついてくるな」とは一度も言わなかったところをみると、実を言えば円の方だってまんざらではなかったのかもしれない。

　円は折に触れ、幽かすかに色々なことを教え込んだ。幽が生まれながらに異能を持った別世界の住人であるとはいえ──であるからこそ──教えておかねばならないことは山のようにあった。街と森について、大集会と無法者の集団について、教義と掟おきてについて、円はすべてを語って聞かせた。幽は目を輝かがやかせて円の話に聞き入り、円が与えるすべての知識を貪どん婪らんに吸収した。円の話題は尽きることなく、幽が矢継ぎ早に放つ子供らしい質問に導みちびかれて、異端の教えとして大集会に排斥された様々な学説にまで触れることもしばしばだった。

　中でも、幽が何度も何度も聞きたがった話がある。

　辰たつ宮みや鵺ぬえ星ぼしの守かみ影かげ踏ふみ丸まる、という猫についての物語だ。

　この実に偉そうな名前は大昔の戒かい名みようで、神に近い存在となった猫の名前である。つまり、この物語はトルクの神話の時代を舞台とする、白髪三千丈式の、まことに胡う散さん臭くさい話である。最も寛大な部類のストーリーメイカーですら、この物語に神話として以上の価値を認めようとはしない。まったくの作り話なのかもしれず、話の母体となる何らかの事件があったのではないか、という点についての議論もされない。

　しかし、もちろん幽はそんなことはお構いなしだった。

　幽の認める価値とはずばり「面白いか面白くないか」、その一点だけだったから。

　こんな話だ。




　影踏丸は、トルクの反対側で交わされるひそひそ話を聞き取れるほどの、実に鋭するどい電波ヒゲを持つ猫だった。ある日、影踏丸はどこからともなく聞こえてくる「音楽」に気づいた。仲間に尋ねても皆、そんなものは聞こえないと言う。影踏丸はただ一匹でトルクをさ迷い、ついにその不思議な音楽の源を突き止めた。

　それは、地ち球きゆう儀ぎから聞こえてくる音楽だったのだ。

　影踏丸は地球儀へ降りる決心をして、そのための仕掛けをこしらえた。丈夫な籠かごと、長い長い鋼こう鉄てつの綱と、大きな巻き上げ機である。影踏丸は、鋼鉄の綱の先に籠をぶら下げ、自分はその籠の中に入って、仲間に巻き上げ機を回してもらって地球儀まで降りようと考えたのだ。

　影踏丸の一回目の挑戦は失敗に終わった。鋼鉄の綱が短すぎて、地球儀まで届かなかったのだ。仲間たちは綱を巻き戻し、影踏丸を乗せた籠はトルクに戻ってきた。籠から出た影踏丸は、身体からだじゅうの毛皮が焼け焦げて真っ黒になっていた。驚おどろいた仲間たちがどうしたのかと尋ねると、影踏丸は、鋼鉄の綱いっぱいまで降りたところに巨大な炎の龍りゆうがいて、危うく焼き殺されそうになった、と語った。

　影かげ踏ふみ丸まるの二回目の挑戦も失敗に終わった。一回目の倍の長さの綱でも、地ち球きゆう儀ぎまでは届かなかった。仲間たちは綱を巻き戻し、戻ってきた影踏丸は、今度は身体からだの影の濃こさが半分に薄うすれていた。驚おどろいた仲間たちがどうしたのかと尋ねると、影踏丸は、地球儀まであともうひと息だった、ひと目ではとても見渡せないほど近くに迫った地球儀の光景は、魂が吞のみ込まれてしまいそうなほど美しかった、と語った。

　そして影踏丸は、さらに倍の長さの綱を用意して三回目の挑戦に臨のぞんだ。仲間たちは巻き上げ機を回し、影踏丸を乗せた籠かごは地球儀へと降りていった。そして──




『──影踏丸はそれっきり、二度と戻らなかったの』

　最初にこの話をしたとき、円まどかはそこで気をもたせるための意地悪な間を置いて、ちらりと幽かすかの様子をうかがった。幽は尻尾しつぽの先まで毛を逆立て、金きん色いろの目を真ん丸に見開いていた。

『かげふみ丸はどうなったの？　死んじゃったの？』

『さあね。あたしにも、よくわかんない』

　円は寝床の中でひとつあくびをして、物語の結末を語った。

『あのね、影踏丸はいつも、綱を揺すって仲間たちに合図を送っていたの。綱を一回だけ揺すったら「今回は失敗だからもう巻き上げてくれ」っていう合図。綱を何度も揺すったら「無事に地球儀にたどり着いたぞ」っていう合図。だから、綱をぜんぶ降ろし終わった仲間たちは、息を殺して影踏丸からの合図を待ったのね。ところが、いつまでたっても何の合図も送られてこない。待ちくたびれた仲間たちが綱を巻き上げてみると、鍵かぎが掛かっていたはずの籠のフタが開いていて、中身は空っぽ。影踏丸の姿は、どこにもなかったんだって』

　円は身体を丸めた。

『さ、お話は終わり。寝た寝た』

　部屋の隅の暗くら闇やみで、幽がぐるぐると物思いにふけっている気配がいつまでも続いていた。




　ある日、円は満まん月げつを連れて工房に出向いた。出迎えた工房長はまず円をじっと見すえ、次いで満月を見上げ、再び円に視線を戻して「どういう風の吹き回しだ？」という顔をした。

　満月の大きな手は、怯おびえた顔をした黒い子猫の首ねっこをつまんでいた。

『しばらくでいいから、こいつの面倒見てくれない？』

　工房長は黒い子猫を見つめ、にたりと笑い、

『ちょいと見ねえうちにずいぶん太ったじゃねえか』

　工房長の否も応も聞かず、満月はその場に幽を放り投げ、円は『お願いね』と言い置いてさっさと行ってしまった。

『小僧、』

　なす術もなく縮ちぢこまる幽にずいと顔を近づけ、工房長はこう言った。

『先せんにおめえがやらかしたイタズラな、あれをもういっぺんやって見せろ』

　幽かすかは言われた通りにした。工房長は目を閉じて、幽が飛ばす迷彩波をトレースしていた。舎弟たちは息を詰めてその様子を見守った。まるで魔ま法ほうを見ているようだった。舎弟たちがどんなに電波ヒゲに意識を集中しても、幽の発する電波のカケラも感じ取ることはできない。なのに、ロボットは幽の意のままに動き回るのだ。姿勢を正して工房の中を行進し、骸がい骨こつのようにかくかく踊り、片足立ちになってくるくる回り、スパナ三本でお手玉をし、

『──よし、もういい』

　工房長が目を開けた。

『流ながれ』

　工房長は、この工房の一番弟子を呼びつけた。幽を尻尾しつぽで指し、

『これからしばらく、この小僧がおめえの周りをうろちょろする』




　工房で気に入られたことが足がかりとなって、幽の世界は急速に広がっていった。

　そして、それは良くも悪くも、菊きく水すい一いち組ぐみという集団に変化をもたらした。

　幽の特異な能力は工房の舎弟たちの口からすぐに組全員の知るところとなり、幽の手を借りたいという者たちが工房に顔を出すようになった。とりわけ、アジトの周囲を偵察する地回りたちにとって、幽はすぐに欠くことのできない存在となった。

　──兄ぃ、幽がむこうに抜け道があると言ってます。

　──兄ぃ、幽がよそ者の電波を聞いたと言ってます。

　──兄ぃ、幽がもうすぐ霧きりが来ると言ってます。

　幽はひとりでアジトのあちこちをうろつくようになり、誰だれかが何かしていると好奇心むき出しでその作業をのぞき込み、邪魔な手を出しては叱しかられ、しかしすぐにその作業を手伝うようになり、ついにはその作業に必要とされるようになった。歳としの若い子分たちは幽をずいぶんかわいがって、祭りに連れて行ったり、おもちゃを買ってきてやったりしていた。

　幽はもう、物陰に隠れている臆おく病びような子猫ではなかった。

　工房の一いち翼よくを担い、地回りの偵察に同行し、円にものを教わり、古こ文もん書じよを枕まくらに眠る──それが幽の生活となった。菊水一組の中で、幽は徐々に頭角を現すようになっていったのだ。

　そして、それを望まない者たちがいた。

　幽の存在を是としない者たちには、二通りの種類があった。ひとつは、幽を物ものの怪けの類たぐいと信じている者たちである。彼らは総じて信心深く、最初からずっと幽を危険視していた。幽の特異な能力も、彼らにとっては「あいつが物の怪である動かぬ証拠」でしかなかった。

　もうひとつは、幽の急速な「立身出世」を面白くないと思っている者たちだ。「菊水一組はガキの遊び場ではない」といった言い方を彼らはしたが、これはつまり「ガキに自分たちの上に立たれるのはたまらん」ということである。このままいけばそういう事態もあり得る、と彼らは考えていた。皮肉な話ではあるが、幽かすかの能力を最も高く評価していたのは、実は彼らだったのかもしれない。

　幽が認められていくのと同じ早さで、菊きく水すい一いち組ぐみには目には見えない亀き裂れつが生じていった。菊水一組はまるで、脳ミソのように左右に分かれて別々の思惑を抱え、しかし外から見ればひとつの器官として機能し続けているように見えた。

　そして、ついに副将のひとりが腰を上げた。

　要かなめである。

　円まどかのことになると見境がなくなる、そのことを他ほかの副将たちからいつもからかわれている、あの要である。

　要はある日、幽が地回りたちと偵察に出ている隙すきに円の部屋を訪れて、あのガキをここに置いておくのは組のためにならないと円に直言した。

　円はため息をついて、

『──いずれ誰だれかが何か言ってくるとは思ってたけどね。やっぱりあんたか』

　要の顔に暗い驚おどろきが浮かんだ。円を上目づかいに見つめ、

『どういう意味すか、それ』

『前から思ってたの。あんたはヤクザには向いてないなって』

　すでにこのひと言が、要にトドメを刺したも同然だったのだ。

　しかし、円はその上から、決定的なダメを押した。

『幸せになれないどころの話じゃない。あの子を生かしておいてくれる街なんか今のトルクにはひとつもないわ。幽は生まれながらの「まつろわぬ者」だから。その幽が煙たく思えるあんたこそ、街に生きるべき猫なのよ。今からでも遅くないから、鈴を返して堅気になりなさい』

　要は、無言で円の部屋を出た。




　以降、事実のみを記す。

　その日、幽を連れて偵察に出た地回りたちは、アジトにほど近い回廊で正体不明のよそ者の集団と遭遇した。この集団は発見されると同時に逃走を開始し、地回りの頭は追つい撃げきを決断するとともに、腕利きの舎弟のひとりに幽を連れてアジトに戻れと命じた。

　そして、その舎弟と幽は、アジトに戻る途中で待ち伏せに遭った。

　敵は、三匹の猫とその相棒のロボットだった。三匹は真っ先に舎弟を狙ねらった。完全な奇き襲しゆうであり、状況は絶望的であったが、舎弟は良く奮ふん戦せんした。三匹のうちの一匹を倒し、自らも重傷を負って意識を失った。残る二匹が幽めがけて殺到した。

　幽は、意識を失った舎弟のロボットの制御を奪取し、襲おそい来る二匹を殺してのけた。

　幽は重傷を負った舎弟を連れてアジトに生せい還かんしたが、円はすぐさま一計を案じた。重傷を負った舎弟の身体からだを毛布で覆おおい隠し、「手傷を負って幽に生け捕られた刺客のひとり」と偽ってアジトの一室に運び入れ、どうやら命は取りとめそうだという噂うわさを流した。

　要かなめとその舎弟ふたりが、アジトから姿を消した。




　幽かすかを守りきれずに重傷を負った舎弟と、舎弟に幽の護ご衛えいを命じた地回りの頭は、円まどかが何も言わないうちから自発的に尻尾しつぽを詰めた。

　子分たちの中には「要討つべし」との声が少なくなかったが、円は要と舎弟ふたりを破門するに留とどめ、勝手な行動を厳げん重じゆうに禁じた。

　おかしなもので、この一件が菊きく水すい一いち組ぐみを再び一つにまとめることになった。

　要の描いた絵に手落ちはなかったのだ。刺客たちは現に、護衛の舎弟を片づけることには成功していたのだから。あとは「ガキを消すだけ」だった。仕損じるはずのない計画であり、決して生きては戻れぬはずだったその罠わなから、しかし、幽は生きて戻ってきた。

　二匹の刺客を返り討ちにして。

　ガキのくせにと侮っていた者たちは、幽が一体何者であるかを思い知った。幽はついに、無法者なら誰だれもが納得せざるを得ない形で、その「実力」を示すことになったのだ。

　そして、その力の何たるかを誰よりも理解しておらず、そのことを誰よりも痛切に思い知り、納得せざるを得なかったのは、他ほかならぬ幽自身だったに違いない。

　幽は再び、円の部屋の物陰に隠れるようになった。呼べば出てくるし、話しかければちゃんとした答えを返した。しかし、あまり喋しやべらず、あまり眠らず、眠ったら眠ったで些さ細さいな物音に驚おどろいて目を覚ますようになった。身体からだを丸めて古こ文もん書じよを読んでいるか、自分の尻尾の先をかじりながら闇やみをじっと見つめているか、いつもそのどちらかだった。

『大丈夫だって。あの子が自分でどういうつもりでいるかは知らないけど、結局はない物ねだりしてるだけなんだから。否いやが応でも折り合いつけるしかないんだし。放っときゃそのうち元気になるわよ』

　円はそんな、わかったようなわからないようなことを言った。円の部屋の前には、照れ隠しの理由を何だかんだとこじつけて様子を見にくる子分たちが後を断たなかった。扉の前におもちゃを置いていく奴やつ、食べ物を置いていく奴、そして、

　部屋の扉に魔ま封ふうじの札を貼はりつけていく奴。

　この期ごに及んでもまだ、幽を物ものの怪けであると信じる者たちがいたのだ。

　彼らは最初から最後まで無力だった。常に少数派であり、周囲を扇動するだけの影えい響きよう力りよくもなく、扉に紙切れを貼りつける以上の具体的な行動に出ることはついになかった。

　しかし、彼らの確信は、この一件を得て、盲信の域にまで高まったことだろう。

　ちっぽけな黒い子猫が、手て練だれの刺客ふたりを殺した。

　あり得ないことである。これこそが動かぬ証拠である。あり得ないことが実際に起こったということは、つまり、そもそも前提が間違っていたということだ。子猫の姿は周囲の目を欺くためのまやかしなのだ。幽かすかは最初から、子供でもなければ猫でもなかったのだ。その正体は、恐らく──

　言うまい。

　結局、最初から最後まで正しかったのは、彼らだったのかもしれないのだから。




　ビリビリ尻尾しつぽのキジトラ円まどかと菊きく水すい一いち組ぐみの無法者たちが、黴かびの森に吞のまれ、トルクの歴史から忽こつ然ぜんと姿を消したのは、この直後のことである。




　　　　[image: くぎり]




　最近、菊水一組が姿を見せなくなった。




　塔とう陣じん坑こうの街では、そんな話が聞かれるようになった。

　様々な憶おく測そくが飛び交ったが、真相は黴の森の深い闇やみに吞まれたまま、ついに明らかになることはなかった。『ビリビリ尻尾は何か大仕事を企たくらんでおり、その準備のために今は鳴りを潜ひそめているだけなのではないか』とする説もあったが、菊水一組の縄なわ張ばりに他ほかの盗賊団が出没し始めるに及んでこの線も消えた。あのビリビリ尻尾がそんな真ま似ねを許すはずがない。

　──菊水一組は、大集会が差し向けた暗殺部隊に皆殺しにされたのだろう。

　結局、そんな噂うわさが壮絶な共食いに最後まで勝ち残った。もっともらしい話ではある。円はまたぞろ多くのソウルセイバーを道連れにしたのかもしれず、大集会はその不名誉な事実が明るみに出ることを嫌って、菊水一組の壊かい滅めつを公表しなかったのかもしれない。

　ともかく、悪名高き盗賊団が姿を消したのだ。

　喜ぶべきことであるはずだった。

　しかし、塔陣坑の街にも、交易回廊を行き交うトレーダーたちの間にも、商隊の護ご衛えいにつくスパイラルダイバーくずれの用心棒たちの表情にも、どこか拍子抜けしたような空気が、悪友の訃ふ報ほうに接したときのような居心地の悪さが漂うのだった。

　面白くもおかしくもないオチだった。

　最後はこうなるような気はしていた。

　さすがのビリビリ尻尾も、やっぱり大集会には敵かなわなかったのだ。

　キジトラの若き女無法者の姿も、もう二度と見ることはないのだ。

　やがて、新たな種類の噂が再生産され始め、真相への関心は回収されて、事件は風化への道をたどり始めることになった。曰いわく、交易回廊の外れでビリビリ尻尾の首無しの幽ゆう霊れいを見た者がいる。曰く、黴の森のほとりでビリビリ尻尾が仲間を呼び集める鳴き声を聞いた者がいるらしい。曰く、ビリビリ尻尾の相棒ロボツトの満まん月げつが復ふく讐しゆうに狂い、血を求めて黴の森の奥地をさ迷い続けている。曰いわく、信用できる奴やつから聞いた絶対に確かな話だよ、ほんとさ、ウソじゃない、いや、名前は知らないんだ、そいつ、おれの知り合いの知り合いだから──




　こんな噂うわさがある。

　菊きく水すい一いち組ぐみの生き残りが塔とう陣じん坑こうの街に姿を見せた、という噂だ。




　ビリビリ尻尾しつぽの幽ゆう霊れい話もだいぶ下火になってきたころのこと。とある場末の食い物屋のテントで、数名のチンピラがビー玉転がしの博打ばくちを打っていた。そこに、一匹の見慣れぬ猫がふらりと現れた。自分も博打に交ぜて欲しいと言う。ひどく瘦やせた身体からだつきの牡おすで、連れのロボットの姿は見当たらず、毛皮はそれこそ元の色も判然としないほどの汚れっぷりで、「目ん玉をどこかに忘れてきたような真っ黒に落ち窪くぼんだ目」をしており、胸元には立派な天てん使しの彫り物が透けて見えたという。

　もともとビー玉転がしが得意でないのか、それとも最初から勝つ気がなかったのか、よそ者はチンピラたちにいいようにカモにされた。よそ者はうなるほどの金を持っていたが、いくらもしないうちにすっかりチンピラたちに巻き上げられてしまった。チンピラたちは欲を出し、こいつの有り金はこれだけではあるまいと踏んでよそ者を手荒く脅した。──お前どこの誰だれだ、ヤサはどこだ、お前みたいにチンケな野郎がどこでこんな大金を手に入れた。

　よそ者はそれに答えて、菊水一組の副将の名前を名乗った。

　チンピラたちは大笑いした。──言ってくれるじゃねえか。それじゃ、ビリビリ尻尾がどこに消えちまったのか教えろよ。

　よそ者はそれにも答えた。菊水一組は噂の通り、大集会の暗殺部隊に皆殺しにされたと。さらに、七箇所あったアジトの在あり処かを大集会に密告したのはこの自分であり、いまやそっくりチンピラたちのものとなったその大金は、密告の報酬として受け取ったものであるというのだ。

　不安に駆かられたチンピラたちは、よそ者の噓うそを暴いてやろうと矢継ぎ早に質問をした。よそ者はそれらにことごとく答え、チンピラたちはすっかり恐ろしくなって、巻き上げた金を返そうとした。しかしよそ者は首を振り、

　──その金はおれには重すぎた。いらんのならどこかに捨ててくれ。

　生き残りは本当にあんただけなのか？

　──知るか。おれは皆殺しの現場を見たわけじゃないし、だからこうして生きている。

　つまり、ビリビリ尻尾も逃げ延びているかもしれないということか？

　──それはない。他ほかはどうだか知らんが、円まどかは死んでる。

　なぜわかる？

　──わかるさ。

　そこでよそ者は突然、痛みをこらえているかのように身体からだをぎゅっと縮ちぢめた。チンピラたちは驚おどろいて、どうしたのかと尋ねる。

　よそ者は顔を上げ、こう言った。

『──いやなに。最近、ちょっと、尻尾しつぽが痛くてな』




　山とあった噂うわさの中のひとつである。

　この噂は、よそ者のその後については何も語らない。しかし、その点について、塔とう陣じん坑こうの猫たちの意見は悲観論で一致している。

　奴やつはもうこの世にはいない。「ビリビリ尻尾」からは誰だれも逃げ切れっこない。

　塔陣坑の猫たちは皆、自信たっぷりにそう断言する。
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　丈夫な籠かごと、長い長い鋼こう鉄てつの綱と、大きな巻き上げ機。




　炎の龍りゆうなど少しも恐こわくはない。こちとら最初から真っ黒けだ。行ったきりになるつもりだってこれっぽっちもない。巻き上げ機は籠の方に取り付けて、自分で命綱を巻き上げて戻ってこられるようにすればいい。

　材料はドラム缶かん。

　大きさの違うドラム缶を三つ重ねて三重構造にし、隙すき間まに断熱材を詰め込み、窓とハッチを取り付ける。姿勢制御用にガスボンベを積み込み、ホースの先を分配して、ヨーイングに二箇所、ピッチングに二箇所で合計四箇所のノズルをつける。空気浄化方式は活性炭吸着。パイプの中に活性炭を詰め込んで空気を通過させるやり方だ。電源はロボット用の電臓バツテリー二つで充分に足りる。配線するのはまずヒーターと、四つのノズルのゲート、それに命綱のウインチの動臓モーター、空気浄化パイプにも吸気と排気のファンを回す動臓がふたつ、それから──




　塔陣坑の街の外れに店を構える「まぐれ屋」は、機械仕掛けの作業全般を請うけ負う何でも屋である。場末のオンボロ工房だけに、作業用ロボットは自律稼か働どうもできない脳なしばかりで、場末のオンボロ工房のくせに、ジャンクヤードには多種多様な機械の残ざん骸がいが山をなしていた。

　つまり、ロボットは使い放題の部品は盗み放題、というわけだ。

　理想的だった。

　幽かすかは、工房に忍び込み、作業用ロボットにただ乗りして「宇宙籠」を作った。

　初めのうちは終業直後に忍び込んで作業を進め、始業前に作りかけの籠を隠してズラかるということをしていた。しかしだんだん面倒になってきて、最後には工房の屋根裏のほんのわずかなスペースにこっそりぼろ布と食べ物を持ち込んで無断で住み込んでいた。工房の猫たちが仕事をしている間はそこで眠り、連中が帰ったのを確認すると下に降りて作業を進めた。時間をかけて、慎重にも慎重を重ねた。納得のいく部品が見つかるまでジャンクヤードをうろついた。作業用ロボットの肩に乗り、フェイスシールドを並べて溶接の炎を見守った。大きな工程を済ませた後には必ず、水を張った大きな風ふ呂ろ桶おけに機体を沈めて気密性とバランスを確かめた。

　三十日以上かけて、すべての作業を終えた。

　名前をつけようと思ってずっと色々考えていたのに、結局、いい名前を思いつかなかった。完成した宇う宙ちゆう籠かごを荷車に乗せてシートをかぶせ、幽かすかはふと、工房の中を振り返った。

　壁かべ際ぎわの大きな手術台の上に、五体のトンネル掘りロボットがクレーンで吊つられていた。

　まぐれ屋はしばらく前から、この五体の修理を請うけ負っていた。しかし、ここのドールマスターたちときたら粒ぞろいの役立たずで、連中のドジな仕事ぶりを幽は屋根裏からずっと眺めていた。

　すべての電源を落とされたトンネル掘りロボットが、幽をじっと見つめている。

　幽はその場にぺたりと座り、うつむき、ため息をついた。

　ため息と同時に複数のコマンドを一挙に飛ばした。作業用ロボットたちが一斉に動き出し、再びランプを灯ともし、クレーンのフックを下ろし、溶接トーチのハンドピースを握った。

　翌日、工房にやってきたドールマスターたちはそろって腰を抜かした。こいつらはもう直らないと匙さじを投げかけていたトンネル掘りロボットが、五体とも完かん璧ぺきに修理された状態で、工房の表にずらりと立ち並んでいたのだ。五体は五体とも、テスト用電臓バツテリーのケーブルの長さいっぱいのところで立ち止まって、まるで誰だれかを見送るようにジャンクヤードの果てをじっと見つめていた。この意外な出来事にドールマスターたちは呆あつ気けにとられてしまい、工房の作業用ロボット二体と荷車一台が姿を消してることに、すぐには気づかなかった。




　二体の作業用ロボットが引く荷車は、宇宙籠と幽とその他諸もろ々もろを乗せて、黴かびの森へと踏み込んだ。秘密の抜け道ばかりを選んで進み、かつては菊水一組の縄なわ張ばりだった辺りにさしかかったとき、車輪が石でも嚙かんだのか、荷車がごとんと揺れて止まった。居眠りをしていた幽は目を覚まし、荷台にかぶせていたシートの下から顔をのぞかせた。

　森は、明るかった。

　発光細菌のコロニーが微かすかな風に酸素をもらうたびにゆらゆらと輝かがやき、光を放つ羽虫が無数に飛び交っていた。見上げれば、闇やみを背景とする遥はるかな高みの中に、いくつもの巨大な羽虫の群れが、満天の星雲のようにゆっくりと渦を巻いていた。

　またひとりぼっちになった、と思った。

　円まどかと出会うまでは、自分がひとりぼっちであることすら知らなかったのに。




　ずいぶんかかって中ちゆう心しん柱ちゆうにたどり着いた。荷車を捨て、宇宙籠を無重力に浮かべ、ロープを駆く使しして狭い通路の中を慎重に進んだ。

　中ちゆう心しん柱ちゆうの突端にある気門エアロツクにたどり着いた。

　気門は、新あら仁ひとの時代の結界で封じられたままになっていた。新仁というのは六代ほど前の大長老ハーンで、何者かが寝床に潜ひそませた熱ダニに刺されて狂死したと言われている。熱に浮かされた新仁は、死を恐れ、宇宙を恐れ、地ち球きゆう儀ぎを恐れて、地球儀の方向を向いている気門すべてを結界で封じるよう命じたのだ。幽かすかの目の前にあるこれも、そうした「開かずの気門」のひとつだった。帯状の札を編み込んだ縄なわが何重にも張られ、内ない壁へきには赤い染料で複雑な神聖文字がいくつも書き込まれ、その隙すき間まを経文がびっしりと埋めている。

　幽は何の躊躇ためらいもなく、ロボットたちに縄を引きちぎらせた。

「罰」などというものが本当にあるなら当たってみたいと思う。

　いよいよだった。

　宇う宙ちゆう籠かごは、気門の内壁を前にしてロープで宙に固定されている。そのハッチが取り外され、幽はロボットたちの手でコクピットの中に押し込まれた。実に狭い。目の前には丸い窓と、電流計と、ガスボンベの残量を示す大きなメーターと、ウインチの状態を示すマーカーがある。座席は、幽が抱きついて型を取った石せつ膏こうの塊にぶ厚い布を貼はったものだ。前足と後足の下には、トルク特有の形のキックペダルが幾本も突き出ている。

　幽は、座席に抱きついた。

　ロボットの手が幽の身体からだをベルトで固定し、オールパワーアップのレバーを倒した。端子がばちんと火花を散らし、電流計がびくんと震ふるえ、ヒーターが動き出し、ファンが回り始める。幽がそれらをひとつひとつ確認していく。

『パワーアップ確認。ヒーターよろし。ファンよろし。ノズル噴ふん射しやテスト』

　幽が四本の姿勢制御ペダルをそっと踏むたびに、四箇所のノズルが順にガスを噴ふき出した。

『ノズルよろし。ガス残量確認。ウインチテスト』

　ロボットが宇宙籠の後部に取り付けられたウインチから命綱のフックを引き出した。幽はそのロボットの視覚を共有しながらウインチ制御のペダルを踏む。正転、ブレーキ、ロック、逆転、いずれも問題ない。

　ひとつ、呼吸をした。

『ハッチ閉へい鎖さ』

　ロボットの手が、ハッチを閉ざした。

　ファンの音がやけに大きく感じられた。

　気門の内壁が開く。ロープが切られ、宇宙籠はロボットたちの力強い腕に抱えられて、慎重に気門の中に運び込まれる。命綱のフックが巨大なバーに固定された。ロボットたちもそれぞれの命綱を身につける。内壁が閉鎖され、天てん使しの時代には自動点灯した電気照明も今は死に果てており、気門の中は真の闇やみに閉ざされた。空気の味のする闇が急速に減圧されていく。

　外がい壁へきが開いた。

　光がなだれ込み、闇やみが駆く逐ちくされた。

　気門エアロツクの形に切り取られた地ち球きゆう儀ぎが、現実味のまるでない距離感で立ちはだかっていた。

　──いこう。

　幽かすかがウインチのロックを解除し、ロボットたちは、宇う宙ちゆう籠かごをそっと押しやった。

　宇宙籠は十秒もかけて気門を抜け、地球儀に放たれた。ウインチが回転し、常に少しだけ弛たるませた状態でワイヤーを放出しながら、ドラム缶かんはゆっくりと地球儀に降りていく。




　青。
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　円まどかを殺した連中の言うことなど、絶対に信じない。




　円はあそこにはいない。落ちていく魂が燃える光は、ただのゴミが燃える光だ。円の魂が燃えて光っているわけではない。円は死んでしまって、もうどこにもいないのだ。

　それでも、ぼくはあそこへ行こうと思う。

　この窓を埋め尽くしているもの。

　高度６０００の彼方かなたにあって、尻尾しつぽを伸ばせば届きそうなほど間近に見えるもの。そのくせ、この窓を開けて身を投げ出しても、秒速５６００の軌道速度に阻まれて、その魂も、その死体すらも、決して到達することのできない場所。

　ぼくがいま見ているもの。

　これこそが、辰たつ宮みや鵺ぬえ星ぼしの守かみ影かげ踏ふみ丸まるの見た、地球儀の青だ。
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　幽かすかの挑戦状だった。
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　なぜだ、と思った。

　もうあんたとはやらない。幽は、はっきりとそう言ったはずなのに。

　わけがわからなかった。

　三日ほどもぐずぐずした挙げ句に、焰ほむらは幽のねぐらに出かけた。ところが幽は留守だった。ドックの入り口の気密隔かく壁へきは固く閉ざされており、中をのぞけるような場所もなく、物音ひとつ聞こえてはこない。日につ光こうに隔壁をどかすか殴らせても何の反応もなかった。まさか居留守ではあるまい、と焰は踏んだ。あいつは、こそこそとねぐらに閉じこもるような奴やつではないと思う。いれば堂々と出てくるはずだと思う。そんな信用だけはしていた。その日はそのまま引き上げた。

　その翌日も幽かすかは留守だった。焰ほむらはあれこれと迷った末に、書き置きを残していくことにした。気密隔かく壁へきの表面に斬ざん甲こう刀とうで傷をつけて、「どういうつもりだ」と書き残した。

　さらにその翌日も幽は留守だった。腹立たしいことに、気密隔壁に書き残しておいた文字の間違いが赤の塗料で添削されていた。「どういうつもりなのか」はひと言も書かれてはいなかった。

　こちらから捜しに行ってやろうと決めた。

　どういうつもりなのか。

　今度は何を企たくらんでいるのか。

　それを問い質ただしてやろうと思った。

　その返答次第では、その場でおっ始めてやるつもりだった。

　とはいえ、あの紙かみ一ひと重えが今どこで何をしているのかなど見当もつかない。仕方なく、一番新しいと思われる足跡をたどって歩き始めたが、それも結局は行き詰まった。自分の目にはそれなりに自信もあったし、日につ光こう月がつ光こうのセンサーはこの上なく優秀ではあったけれど、そもそも焰にはこの種の追跡の経験がまったくなかった。森をさ迷い、数え切れないほどの階段を上り、バックトラックに何度も騙だまされ、行きつ戻りつしているうちにとうとうわけがわからなくなって、ふと気がつけば遠心重力のだいぶ弱い場所まで来ていた。

　ということは、幽とクリスマスの向かった先は中ちゆう心しん柱ちゆうのどこかだ。

　当てずっぽうでそう考えた。

　ゲートキーパーという連中がいる。トルクで最も古い職業のひとつで、簡単に言えば「ドア開け屋」である。自分の縄なわ張ばりの中にある大型の気密隔壁やエレベータの操作に熟達しており、その開け閉めをやって通行料を取る。現在では関所の管理人のような性格も合わせ持っており、トルク外がい殻かくと中心柱を結ぶフローティングゲートの操作をしているのも彼らだ。

　そんなゲートキーパーのひとりであるよぼよぼの三毛猫が、幽とクリスマスを見ていた。

　つい今し方、若い黒猫とマントで身体からだを隠した小柄なロボットを中心柱に渡したと言うのだ。

『あんたもしかして、焰ってんじゃないかい？』

　さらに腹立たしいことに、焰の行動は幽に読まれていたらしい。焰という白猫が自分を捜しに来るかもしれない──幽は三毛猫にそう言い置いて、道案内の手間賃まで渡していた。三毛猫は焰を連れて、無重力でゴミだらけで黴かびだらけの回廊を、まったく歳としに似合わぬ器用さで跳ね進んだ。幽とは古いのか、焰はそう尋ねた。わしは銭さえもらえばネズミでも渡すよ、と三毛猫は笑った。

『この通路をまっすぐ行った先だ。──ところであんた、あの黒すけともめてんのかい？』

　焰が三毛猫を振り返る。

『いやなに、やっこさん、こっちがいくら話しかけてもだんまりで、何だか様子がおかしかったんで気になってな。さてはあんたとケンカでもしたのかと思ってね』

『銭さえもらえばネズミでも渡すんだろ。その上ネズミの心配までするのか？』

　三毛猫はニヤついて、

『黒すけがお得意だからさ。やっこさんの口からダチの名前が出るなんざ初めて聞いたよ』

『おれは別に、』

『わしはあの黒すけが何者なのかは知らん。けど、あんたは知ってんだろ？　じゃダチさ』

『そうじゃない、だから──』

『まあ、ここはひとつ穏おん便びんに頼まあ』

　三毛猫は身体からだに下げていたヒモつきのずた袋を外し、尻尾しつぽで焰ほむらに投げてよこした。焰は慌てて袋にしがみついて受け止めたが、身体がぐるぐる回ってしまう。月がつ光こうが慌てて焰の尻尾を捕まえる。

『おい！　何だよこれ』

『手打ちに土産みやげのひとつも持っていかねえ法があるかよ』

　三毛猫は袋を投げた反作用を殺さずに、通路の闇やみの奥に遠ざかっていく。

『勘違いすんな！　おれは──』

　三毛猫の姿は、すぐに見えなくなってしまった。

　焰は袋の口を開け、中に身体を突っ込んで中身を改めた。

　燻いぶしネズミがどっさり入っていた。

　焰はため息をついた。

　こうして袋の中に身体を突っ込んでいると、何だか妙に落ち着いた。




　展望台は、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのてっぺんにある大きな球形の部屋だ。

　漂流物の群れが、時速１センチくらいの速度で渦を巻いている。獰どう猛もうに生い茂る黴かびの林が縦じゆう横おうに菌糸の枝を伸ばし、空気中の微細な塵ちりを核にして成長する黴玉が無数に漂い、そこかしこに発光細菌のコロニーがあったりして、展望台の夜に頼りない緑色の光を灯ともしていたりする。

　幽かすかとクリスマスは、蜂はちの巣す状のフレームに切り分けられた窓から外を見ている。

　窓の外は、地ち球きゆう儀ぎの夜だ。

　クリスマスは窓のすぐそばに身体を浮かべ、口もとに白い息を漂わせ、双そう眼がん鏡きようごしの視線をじっと地球儀に向けていた。赤いツナギの上に防ぼう刃じんコートを羽は織おっている。クモの巣型のアンテナが突き出た四角いバッグを背負っており、フタの隙すき間まから伸びた螺ら旋せん状のコードが右の耳の大きなイヤホンにつながっている。防刃コートのちょうどお腹なかのあたりには大きなポケットがあって、幽はそのポケットから首を突き出している。クリップボードと不細工な懐かい中ちゆう時ど計けいを目の前に浮かべ、それらをかわりばんこに見つめていた。

　そして、展望台の入り口には日につ光こうと月光と、ずた袋を身体に下げた焰がいた。

『おい』

　焰ほむらが声をかけた。

『ちょっと待って』

　そう答えたきり、幽かすかは何も言わない。

　幽とクリスマスとの間には膨ぼう大だいな量のコマンドが超高速で飛び交っている。それらはまったく迷彩されておらず、幽がクリスマスの視覚を共有して地ち球きゆう儀ぎを見つめていることが焰にはわかる。が、何をそんなに一いつ生しよう懸けん命めいになって見ているのかはわからなかったし、クリスマスの視覚にただ乗りするのはなぜか躊躇ためらわれた。

『よう』

『寒くない？　どこかそのへんに鉄てつ枕まくらの毛布の入ったバッグがあるから』

　確かに寒かった。ここで夜明かしでもすれば猫などイチコロの寒さだ。しかし、「どこかそのへん」とは一体どこなのか。漂流物だらけの展望台を見渡してもバッグなど十も浮いている。焰は日につ光こうの肩から離れ、身体からだにかけたずた袋の重みに苦労しながら菌糸の枝を蹴けって展望台を横切り、クリスマスの背中のバッグにしがみついた。

　話がある、何の話かはわかってんだろうな。

　そう言おうとした瞬しゆん間かん、クリスマスが双そう眼がん鏡きようをのぞきながら身を乗り出し、妙に力の入った節回しで無む闇やみに熱く叫んだ。

「さあ、ドンペリー原はら田だ選手の入場です！　実に険しい表情をしております！　滝にも打たれました、座禅も組みました、今日というこの日のために血を吐くような練習に耐えてまいりました！　これぞ漢の花道、これぞ漢の生きる道！　ドンペリー原田、ファンを押しのけてリングにむかいます!!」

　幽がつぶやく。

『来るよ。クリスの視覚に入って』

　何が。

　何が何やらわからないままに、焰は言われた通りにしていた。クリスマスの視覚は増感こそされていなかったが、距離感は実に鮮せん明めいに感じられた。ロボットとの共有視覚という意識が頭にあるせいか、クリスマスが瞬まばたきをする一瞬の闇がやけに気持ち悪かった。

　地球儀の夜を背景に、一定のタイミングで光の点滅を繰くり返す、小さな小さな点が見えた。

　遠い。

　動いている。

『何だあれ』

『ぼくが飛ばした人工儀体。クリスの聴覚に入ればあれの出す信号が聞こえる』

『ぼくが飛ばした何？』

　何の話かまるでわからない。が、焰はクリスマスの聴覚に入ってみた。ノイズ混じりの安っぽい信号音が繰り返し聞こえた。光の点滅に同調している。

『──だから、つまり、あれは何なんだよ？』

　突然、光の点滅が闇やみに吞のまれた。信号音がノイズにかき消される。

『燃える』

　幽かすかがつぶやき、懐かい中ちゆう時ど計けいに素早く視線を走らせる。

　光の点滅が消えた先に、ひときわ大きく輝かがやく光点が出現した。その光点は長い光の尾を引いて流れ、みるみるうちに、

『お、おい、あれ──!!』

　消えた。

　あっけなく消えてしまった。クリスマスが再びエキサイトした。

「スリーカウントぉ──っ!!　ドンペリー原はら田だリング中央で大の字──っ!!　立ち上がれませんっ!!　ぴくりとも動きませんっ!!　勝負の世界の無情さよ、四角いジャングルの厳きびしさよっ!!ドンペリー原田リベンジ成らず──っ!!」

『やかましいっ!!　おい幽、さっきのあれって──』

　焰ほむらはしがみついていたバッグに爪つめを立ててよじ登り、クリスマスの左の肩から身を乗り出した。ポケットの中で幽が身をよじって振り返り、

『違うってば。あれは、魂が神気に汚れを焼かれる光なんかじゃない。人工儀ぎ体たいが空気の層に突入して摩ま擦さつで燃え尽きたんだ。影かげ踏ふみ丸まるの話に出てくる炎の龍りゆうってたぶんあれのことだよ』

　焰はまだ呆あつ気けにとられた顔をしている。

『つまり、観測用の機械。スカイウォーカーは昔からずっと、ああいう機械を地ち球きゆう儀ぎの周りのいろんな軌道に入れて実験や観測をやってきたんだ。ぼくが確認しただけで百個近い儀体が今でも飛んでる。すごいのになると遠地点が１４０００キロの楕だ円えん軌道に入ってるのまである。モノは小さいけどね』

『ちょっと待て』

『なに？』

『前にお前、ものすごい減速をしなきゃ地球儀にはたどり着けないって言わなかったか？　それはものすごく大変なことだけど、不可能じゃあないとも言ったよな？』

『言った』

『じゃあれはなんだ。お前の飛ばした機械が地球儀に落っこちたんじゃないのかよ』

『だから、モノが小さいんだってば。さっきのやつなんか、フラッシュライトと発信機とバッテリーくらいしか積んでないもの。容積が大きい方が温度変化に対して有利だからそれなりにかさはあるけど、重さなんてせいぜいぼくの体重の倍くらいしかない。目的の軌道を計算したら、あとは火薬をどっさり使って射うち出すんだ』

　そう言ってから、幽は恥ずかしそうに付け加えた。

『白状するけど、たまに失敗することもある。射ち出す力が弱すぎて地球儀まで届かなかったり、力が強すぎて積んでた機械が衝しよう撃げきで壊こわれちゃったり。どこかそのへんに放り出してぐるぐる回しとけばいいんなら、でっかいゴム鉄砲を使うんだけど』

『黙だまれ。もういい。お前のそういう話はもう聞きたくねえ』

　焰ほむらは断固として話にフタをした。幽かすかは『自分から聞いてきたくせに』とむくれる。

『いいか、わかってんだろうな、おれが──』

　なぜここに来たのか。

　とはいえ、白黒をつけねば生きてまた戻らじ、という当初の勢いはいつの間にか薄うすれていた。

　──くそ。

『──おれは、お前に話があって来た』

　焰はクリスマスの肩の上で大きなため息をついて、身体からだにかけていたずた袋を尻尾しつぽのひと振りで幽の目の前に投げ出した。

『これぜんぶ食い終わるまで付き合ってもらうからな』




　幽は浮きテントを持ってきていた。やけに用意がいいな、と焰が言うと、今回は最初からここで夜明かしをするつもりだった、と幽は言う。先ほど地球儀に突入して燃え尽きた儀体に続いて、あと三機、突入軌道に入れてあるらしい。軌道投入が成功していれば、これから二時間ごとに「魂の光」が見えるよ──幽はそう言って笑った。

　クリスマスは無重力の中を機敏に動き回って浮きテントを張った。十二本のフレームを正方形に組み上げ、漂流止めのロープを三箇所に固定し、断熱シートをかぶせ、中に発光細菌ランプを取り付ければ出来上がりである。中は狭い。幽と焰と鉄てつ枕まくらと毛布と燻いぶしネズミのずた袋が入ればもうそれだけで充分に狭いのに、クリスマスが無理矢理入ってきたのでますます狭くなった。日につ光こうと月がつ光こうはもちろん入れなかったが、さして気を悪くするふうもなく、テントの下でジャンケンの勝負をしている。二人の間では今ジャンケンがブームなのだ。ぐーちょきぱーが毎秒数十回という速度で激突する熱きバトルであった。

『なあ』

『なに？』

『空気の層に突入して摩ま擦さつで燃えるって、どういうことだよ』

『物と物をこすり合わせると熱くなる。あれ』

『でも、空気だろ』

『スパイラルダイブが始まって、ゴムのカタパルトからすごいスピードで射うち出されるときには、空気が壁かべみたいに身体にぶつかってくるでしょ。あれがもっともっともっともっとすごいスピードになれば、空気もその分だけ強力な障害物になる。摩擦だって無視できなくなる。実際に地球儀に突入するときくらいのスピードになるとね、落下する物体の前方の空気が衝撃で圧あつ縮しゆくされて高熱が発生したりもするみたい』

『みたい、ってなんだ』

『実験をして確かめたわけじゃないから。天てん使しの古こ文もん書じよの写本の写本の写本のそのまた写本みたいなやつを何とか解読して、そこからの推測』

『──で、あれで何がわかるんだ』

『どれ？』

『だから、あのぴかぴかを地ち球きゆう儀ぎに落っことして何を調べるんだよ』

『さっきのぴかぴかは、落とした物がどのくらいの高度で燃え始めるのか調べるため』

『で、わかったのか？』

『あんまり』

『なんだそりゃ』

『儀体が燃え始める高度にはかなりのバラつきがあるんだ。地球儀の大気の状態はそれほど安定してるわけじゃないってことだと思う。太たい陽よう儀ぎの表面でちょっと爆ばく発はつが起こっただけでも状態が変わっちゃうらしいから』

『それもあれか、古文書の写本の写本の』

『うん』

　幽かすかは鉄てつ枕まくらを包んだ毛布の中で目を細める。

　狭いテントの中には毛布がひしめき、ランプは淡い光を放ち、ずた袋の中に入っていた燻いぶしネズミがぶちまけられてそこらじゅうを漂っている。クリスマスがテントを揺らしながらもぞもぞと動く。焰ほむらの真っ白な毛皮が珍しいのか、目を丸くしながら執しつ拗ように手を伸ばして焰を胸に抱こうとする。焰は毛布越しにその手を蹴けりのけながら、目の前を漂っていた燻しネズミに食いつき、別の一匹に尻尾しつぽを巻きつけて幽に投げつけた。

　幽はそのネズミを見事に口で受け止め、上目づかいに焰を見る。

『食えよ』

　幽は毛布から身を起こし、ネズミの頭をひと口嚙かみ砕いて、

『──？　これちょっと黴かびくさくない？』

『うるせえな。出されたもんは黙だまって食え』

『これ、焰が獲とったネズミ？』

『なわけあるか。あの渡し場のくそジジイが──ったく、だから。違うんだよ。おれはそんな話をしに来たんじゃないんだ』

　焰は毛布から脱皮してクリスマスの手から逃れ、やけくそ気味に頭を振ってネズミの肉を食いちぎった。トルクの猫は、食べながらでも電波で喋しやべれる。

『おれとはもうやらないって言ってたお前が、どういう風の吹き回しであんなどでかい挑戦状をよこしやがったのか。今度はどんなウラがあるのか。おれはな、お前が洗いざらい白状するまで尻尾の毛をむしってヒゲを引っこ抜いて──』

　──それが、このザマは一体なんだ。

　焰ほむらは、ひたすらネズミの消費に専念するフリをした。

　しばしの沈ちん黙もくがたれ込めた。

『ウラなんかない』

　幽かすかが固い声でつぶやく。

『そっちこそどういうつもりだよ。もういっぺんやれって最初に言ってきたのはあんたの方だろ。言う通りにしてやったんだから文句言うな』

『よく言うぜ。自分で気がついてないなら教えてやる、お前はな、何をするにも計算ずくでなきゃ動かない奴やつだ。毒にも薬にもならないことは絶対にやらない。なぜなら、お前は毒か薬にしか興きよう味みがないからだ。そういうお前が、何の理由もなくおれともう一回やろうなんて思うはずがない。最初におれとやったのだって、おれの名前を隠れ蓑みのに利用するためだろうが。吐け。今度は何だ』

　幽もネズミにがっつき始め、ぼそりと、

『そこまで言うなら、ぼくが何言ったって無駄だろ』

『なぜ』

『ぼくは計算ずくでしか動かないんだろ。だったらぼくは計算ずくで喋しやべるし、それがわかってるあんたは、ぼくが何を言ったって信じないさ』

『信じるか信じないかはおれが決める。言うだけ言ってみろ』

『あんたはもう必要なくなった』

『あ？』

『計算が間違ってたんだ。地ち球きゆう儀ぎへ行くための準備にはまだしばらくかかると思ってたけど、それほどでもなかった。もうすぐだ。あんたの縄なわ張ばりに守ってもらう必要はもうなくなった。ぼくがもうじき出発するってことがわかれば、あんたはぼくの邪じや魔まをするだろ。だから、挑戦状っていう絶対確実なエサで誘い出して、今のうちに殺しておく』

　焰は少し考え、

『信じられん』

『ほらみろ』

『おれを消すなら闇やみ討うちでも何でもすればいい。わざわざ挑戦状を送ってスパイラルダイブをやる必要なんかない。明らかに筋が通ってない』

『してるさ。闇討ち。いま』

『なに？』

『中ちゆう心しん柱ちゆうの螺旋階段スパイラルに誘い出したんじゃない。あの挑戦状で、あんたを、いま、ここに誘い出したんだ。あんたはまんまと引っかかって、ぼくの計算通りにのこのこやって来て、渡し場のじいさんがよこした燻いぶしネズミを食べてる。ぼくはとっくに毒消しを飲んだ』

　焰ほむらのネズミを嚙かみ砕く口が止まった。

『うそだよ』

『……………………………………………どこからが』

『ぜんぶ』

　幽かすかはネズミを食べながら、衝しよう撃げきさめやらぬ焰の虚うつろな表情を見上げ、

『あやつき髑髏しやれこうべの檻おりにぶら下げといた腐りネズミは十八匹だ。双子十八夜。今日は双子九夜だから、ダイブは九日後。あんたにも得え物ものの準備とか心の準備とか色々あるだろうし。客を集めたいんなら博打ばくち屋に話を通すなりなんなりすればいい。そうだ、あんた時計なんか持ってないだろ』

　幽がコマンドを飛ばすと、クリスマスは胸元から大きな懐かい中ちゆう時ど計けいのような物を引っぱり出して焰の首にかけた。

『な、なんだこれ』

『懐中時計』

　見ればそれは確かに懐中時計のようだったが、ひどく大きくて見た目が不細工で、天てん使しの手になる物ではないとひと目で知れた。自転針と磁石針が二本に輪っか針が三本もついており、文も字じ盤ばんの様式も天使のものではない。

『──これ、お前が作ったのか？』

『一から作ったんじゃないけど、改造はした。正確だよ。天使の作った人工儀ぎ体たいの中にはまだちゃんと機能してるやつがいくつか残ってて、その中のひとつが電波で時報を出してる。それを拾って時刻合わせをする仕掛け。あげるよそれ。多爾[image: こん]ドルゴンが遅刻したらかっこつかないだろ』

　半分は驚おどろき、半分は呆あきれて、焰はその時計と幽を交互に見つめた。たかが時計ひとつに、どうしてこいつはやることがいちいち大げさなのか。トルクの猫はかなりくっきりとした体内時計を持っているし、大きな街なら鐘かねも鳴るし、当たり前に生活していく上においてそれ以上に精度の高い時刻を知る必要というのはあまりない。こうした懐中時計なども普通は装身具かお守りとしての意味合いが強く、せいぜいが「まだ動いている時計は上等」くらいの感覚で、正確な時刻を指しているかどうかはあまり重要ではないのだ。

『ぼくらはずっと、天使の時報を基準に時間を計ってきたんだ。それが一番正確だし』

　幽がぽつりと言った。薄うすく笑い、

『紫し禁きんの箱はこ城じろの鐘の音なんか聞きに行ったら、生きて帰れないからね』

　そう言って、幽はまたネズミを食べ始めた。子供っぽい、下へ手たくそな食べ方だった。

『もうちょっときれいに食えよ』

『うるさいな。とにかく、ぼくはあんたに挑戦するって決めたんだ。誰だれにもとやかく言われる筋合いはない。あんたは首を洗って待ってればそれでいいんだよ』

　そのとき、突然、焰は思った。

　ぜんぶうそだ、と幽かすかは言った。しかし、「地ち球きゆう儀ぎへ行くための準備が思ったよりも早く整ったのでもうじき出発する」というのは、ひょっとすると、本当なのではないか。

　だとすれば、こいつは、今度は正式に挑戦して、わざと、

『おい』

『なに』

『まさかお前、』

　幽は、がつがつとネズミを食べ続けている。

　考えすぎた、と焰は思う。そうとも、こいつは計算ずくでしか動かない奴やつだ。こいつは、自分にとって得になることと、敵にとって損になることしかしない。

『念のために言っておく』

『だからなに』

『おれは、お前がどういうつもりであろうが容赦はしない。肝に銘じておけ。おれを殺さなければお前は死ぬ。生きて地球儀に行きたいなら死にもの狂いでかかってこい』

　幽はネズミを食べるのをやめた。顔を上げ、焰をじっと見つめて、

　くゅ。

『なんだそりゃ。いいか、ひとが話しているときはもうちょっとまじめに』

　くゅ。

　幽は自分でも驚おどろいた顔をして、息を止めて腹に力を込める。

『ごめん。どうしたんだろ、しゃっくりが』

　くゅ。

　焰は途端に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、食べかけのネズミにかぶりついた。そのとき、テントの中に盛大に飛び散っていた細かい食べかすのひとつが焰の鼻をくすぐった。焰は「ぱしん」とくしゃみをして、何の前触れもなくいきなり『ふへへへ』と笑った。トルクの猫は、もちろん電波で笑う。

　幽がびっくりして焰を見つめた。

　焰も驚いている。

　焰としては、食べかすに鼻をくすぐられてくしゃみをしたことが面白かったのだ。しかし、その途端に大げさな笑いが込み上げ、それを堰せき止めることがまったくできなかった。

　幽と焰はお互いをじっと見つめ、「まあいいか、大したことじゃない」という結論を同時に下した。なにやら頭の中がふわふわするが、とにかく今すべきはネズミを食べることである。幽も焰も再びネズミにかじりつく。

　ところで、トルクには猫もいるしネズミもいる。ゴキブリをはじめとする数知れぬ虫が這はいずり、膨ぼう大だいな種類の黴かびが生息している。

　黴は培地から養分を吸収して自分の利用しやすい形に分解する。この過程で、実に様々な種類の老廃物や副産物が発生する。トルクの猫たちはこうした二次生成物を利用して、火事の心配のないランプを作り、止血作用のある粉を作り、気密を保持できる接着剤を作り出した。黴の効用は黴かびの種類によって異なるわけだが、蛋たん白ぱく質しつに生える赤黴の中に「空そら歩き」と呼ばれる珍しい種類の黴がある。

『なに笑ってんだよ気持ち悪いなあ』くゅ『もうちょっときれいに食べなよもったいない』

『やかましっつーんだよ。食え。食いが足りんぞ食いが。ひひ』

『あんたこそさっきから笑ってるばっかりで』くゅ『ちっとも食べてないじゃんか』

「空歩き」は蛋白質に生える。蛋白質というと例えば、古くなった燻いぶしネズミなどである。ネズミに根を下ろした「空歩き」は蛋白質をせっせと分解して、リゼルグ酸アミドという化学物質を作り出す。この物質が猫の体内に摂取されると、かなり強力な酩めい酊ていを引き起こす。

　早い話、食うとラリってしまう。

『おいっ！　座れっ。そこに座れっ。いいか、さっきの話だがな、おれは信じねえぞ』

『ねえ、尻尾しつぽに火がついてるよ。消さなくていいの？』くゅ『あはは、燃えてる燃えてる』

『尻尾じゃねえっ！　さっきのじん──なんだっけ、まあいいや、あのぴかぴか光るやつを地ち球きゆう儀ぎに落とす、摩ま擦さつで燃える、光るっ！　おみごとっ!!　あーそうかい、そうなのかもしれねえさ。けどなあ、お前は大事なことを忘れてるっ！』

『ねえ聞いてる？　尻尾が燃えてるんだって』くゅ『早く消さないと黒猫になっちゃうよ』

『おれ様の定説そのいちっ！　あのぴかぴかには魂がねえっ！』

『クリス、焰ほむらを押さえてて。ぼくがおしっこで消してやる』

　クリスマスは言われた通りにした。

『よし、消えた消えた』

『おう。すまねえな』

『いいさ。お安い御用だ』

『座れっ！　そこに座れっ！』

『──あれ、今度は耳が燃えてる』

『聞いてんのかこらあ！　いいか、ぴかぴかには魂がねえっ！　ただの物体だっ！』

『ねえ焰、耳が燃えてるよ。消さないとやばいよ。クリス、焰を押さえて』

　クリスマスは言われた通りにした。

『危ないところだったね』

『おう。手間かけるな』

『なに言ってんだ。友達だろ？』

『座れっ！　そこに座れっ！　いいか、あのぴかぴかを地球儀に落としてみたら摩擦熱で熱えました！　あーそうですか！　けどな、それだけじゃあ「地球に落ちる魂が燃えて光るって話は真っ赤な噓うそでごさんした」と証明したことにはならねえっ！』

『──焰ほむら、ヒゲ。ヒゲヒゲ』

『そんなのはな、別の物を使っても似たような現象を再現できるってだけだ。そらお前の言うことだ、地ち球きゆう儀ぎには空気の層があって、そこにぴかぴかをぶち込めば摩ま擦さつ熱ねつで燃えるんだろうさ。だけどそいつは魂のねえただの物体を落とした場合の話であってだな、地球儀はやっぱり死んだ奴やつの魂が行くところで、空気の層もあるけど神気の層もやっぱりあって、魂が落ちてきたときには汚れが神気に焼かれて光るんだっ！　こらあーっ!!　聞こえてるかあっ!?』

『あ、すごいっ！　大声出したら火が消えたっ。見た見た？　ヒゲの火が消えたよ？』

『物体は摩擦熱で燃え、魂は神気で燃えるっ！　これぞおれ様定説っ！　文句あるかっ！』

『質問がありますっ！』

　幽かすかが大声で叫び、クリスマスが喜色満面で手を上げる。

『はい幽くんっ！』

『そんなこと』くゅ『言ったらそもそも魂が』

『ちゃんと立って発言しなさいっ！』

『魂が神気で燃えて光るっていう話だって、何の証明もされていないと思います！』

『やかましいわこのクソガキが!!　座れっ！　そこに座れっ！』

　座れと言われてクリスマスがぴしりと姿勢を正す。幽はテントのすみの方でぐでんぐでんになって鉄てつ枕まくらに抱きついていたが、焰はお構いなしに、クリスマスに向かって説教を始めた。

『じゃあ聞くっ！　死んだ猫の魂はどこへ行ってどうなる！　言ってみろ！』

　クリスマスは眉まゆ根ねを寄せて真剣に考え、思うところを次のように述べた。

「Ｂ・Ａ・バラカス、通称コング。メカの天才だ。大統領だってぶん殴ってみせらあ。でも、飛行機だけはかんべんな」

『違うっ！　矛盾してる！　お前の言ってることはまったく矛盾してる！』

　テントのすみから幽の眠そうなつぶやきが、

『死んだ猫の魂なんて、消えて無くなっておしまいだ。大集会は噓うそつきだもん。みんな騙だまされてるだけだもん』

　それを聞いた焰は「嘆かわしい」とでも言いたげに首を振り、やはりクリスマスに向かって喋しやべり続ける。もはや目つきも呂ろ律れつもかなり怪しい。

『けっ。哀れなもんだ。そんなふうに死ぬんじゃスカイウォーカーも救われねえな。おれはお前とは違うぞ。おれはスパイラルダイバーだ。おれが今までに殺した十三匹の魂はみんな地球儀へ行った。おれだっていつかは負けて死ぬ。死ねばおれも地球儀へ行くんだ。神様はきっといる。この宇宙はそういうふうにできてる。死んだ奴の魂が消えて無くなってそれっきりなんてことにはならねえ』

　クリスマスは真剣な顔で「ふんふん」とうなずく。テントのすみから、

『言ってればいいさ。とにかく、大集会の言ってることなんかみんな噓っぱちだ』

『お前は傍はた迷めい惑わくな奴やつなんだよ。みんなが信じてることにケチつけてんだ。黴かびの森でひとり寂しく暮らしてるからそういう強がりも言ってられるんだろうな。身のまわりの誰だれかに死なれたことなんてねえんだろ』

『残念でした。あるもんねー』

『うそつけ』

『ほんとだもん。だけどそれとこれとは別だもん。魂の落ちるひはゴミのひだ』

　焰ほむらはため息をつき、悲しげにクリスマスを見つめ、

『お前さあ、どうしてスカイウォーカーになんかなったんだよ？』

『はぁーい！　それは、ぼくの胸の中には夢とロマンがあふれているからでーす！』

『まじめに聞いてんだよ。お前なら紫し禁きんの箱はこ城じろのてっぺんまで登りつめることだってできるだろうが。お前の言い分を大集会のジジイどもや世の中の奴らに認めさせればいいじゃねえか』

『大集会なんか大っ嫌いだよーだ』

『だからゲリラの真ま似ね事ごとか。世の中の歯車動かすのはかったるくって嫌だし、自分のやりてえことしかやる気はねえし、だけど意見だけは言いてえってか。自分の目的のためなら誰かに迷惑がかかってもお構いなしか』

『誰だって誰かに迷惑かけてるさ』

『お前みたいな奴が「一匹殺すも二匹殺すも一緒だ」なんて言うんだ。教えてやる。一匹殺すのと二匹殺すのとじゃ倍ちがう。おれは程度の差を言ってんだよ』

　ゆっくりと回転し続けていた焰の身体からだがついに裏返しになってしまう。クリスマスは手を伸ばして身体の向きを戻してやり、「聞いてやるからさあ続きを話せ」と言わんばかりの目つきで焰に向かい合う。焰はとろけた目つきで、つぶやくように愚ぐ痴ちをたれる。

『──お前さ、今の自分の状況に酔ってるだろ。自分は時代の先を行く選ばれし者だとか、そういう薄うすっ気味悪いこと考えてるだろ。ちっとも理解してくれねえ周りの奴らのことバカにしてるくせして、連中がみんなそろって本気でお前の言うことを理解してくれたらそれはそれで困るんだろ。なぜって、もしそうなったら、お前の夢は珍しいものじゃなくなっちまうし、お前自身だって「その他大勢」の一匹になっちまうからだ。わがままなんだよお前』

　テントのすみがつぶやく。

『そう言うあんたも相当屈折してるよね。知らなかったな』

『やっぱあのクソ坊主の言う通りかもな。スカイウォーカーなんてみんなぶち殺しちまった方が世の中のためだ。今のトルクにはお前らを飼っとく場所はどこにもないんだよ。経緯はどうあれ、お前らは世の中からつまはじきにされた連中の集まりで、だからみんなが見向きもしなかったものにあえてしがみついてるんだ。そういう奴らはヤバい。そういう奴らを放っとくと群れを作るからな。必ずだ。いつまでたっても少数派のお前らは、仲間同士で集まって「おれたちはやっぱり正しいよな」って確認し合う必要があるのさ。後はお決まりのパターンで、お前らの考え方はどんどん先せん鋭えい化していく。大義の前には誰だれの命だろうと芥あくたの如ごとし。気に食わねえ敵は暗殺して、気に食わねえ仲間は粛正して、最後には「ロケット万ばん歳ざい」なんて叫びながら紫し禁きんの箱はこ城じろに突とつ撃げきススメだ』

『それじゃまるで愚連隊だよ』

『愚連隊とスカイウォーカーと、どこが違うんだよ』

『ーんと、』くゅ『ぼくらの目標は具体的だけど、愚連隊の目標は抽象的』

『なにい？』

『──だから、ぼくらは地ち球きゆう儀ぎへ行ければそれでいいんだ。だけど』くゅ『たいていの愚連隊は、つまるところ「理想郷を作る」みたいなことが目標だから、あれじゃいつまでたっても何も達成されない』

『確かにな。そこだ。そこがお前らの薄うすっ気味悪いところだ。愚連隊にはそういう気味の悪いところはない。理想郷を作るってのは少なくともわかりやすい』

『なにそれ』

『これを言うとお前は笑う。絶対だ。だがあえて言うぞ。いいか──地球儀へなんか行って何になる？　地球儀には財宝がざくざくあんのか？　地球儀には美う味まいネズミがうじゃうじゃいるのか？　地球儀にはいかした牝スケでもいるってのかよ？』

　はたして幽かすかは笑った。恐らくは「空そら歩き」のせいでもあるのだろうが、こらえきれないくすくす笑いがテントのすみから聞こえてきた。

『いいか、地球儀に行ければそれでいいってお前は言うけどな、それはお前にとってしか価値のない目標だ。つまり、夢やロマンの類たぐいだ。お前の胸にあふれてるってやつさ。お前は、自分の夢には普遍的な価値があると思ってるだろう。だがな、それは違うぞ。夢なんてな、興きよう味みのない奴やつから見れば鼻クソほどの価値もありゃしねえ。トルクで一番の食い物屋を目指してるオヤジの夢が、お前にとっては目クソほどの価値もねえようにな。夢のためなんだからこのくらいはいいだろう、お前はそう考えて誰かに迷惑をかける。だが、迷惑かけられたその誰かにしてみりゃ、耳クソのためなんだからこのくらいはいいだろう、って言われたのと同じだ』

　これもまた「空歩き」の作用なのか、焰ほむらの愚ぐ痴ちはどこまでも続く。

『お前らあれだろ、夢にわかりやすい理由があっちゃいけないんだろ。もし仮に、金とか食い物とか牝とか、そういう具体的な理由のために地球儀を目指すって奴が現れたら、「夢のない奴だ」とか「そういうのは不純だ」とか言ってバカにするんだろ。ロマンがあるから、そこに地球儀があるから。お前らの認める理由はそれだけなんだろ。そういうお題目のために蛮勇を振るって度胸いっぱつ見事に死んで見せりゃあ、続く仲間には英雄扱いしてもらえるんだろ。まったく安い話だよな』

『──鼻クソのために命をかけてるのはお互い様だろ』

『なんだそりゃ』

　テントのすみで、幽かすかがむっくりと身を起こした。

『スパイラルダイバーが何を偉そうに。「誰だれよりも強い」なんて価値に命をはってたのはどこの誰だよ。今までのセリフ、そっくりそのまま返してやる』

　そう言って、焰ほむらをじっとにらむ。

　焰はクリスマスをにらむ。

　クリスマスは幽と焰を交互に見つめる。幽も焰も互いに目はすわり、尻尾しつぽがふにゃふにゃと動いている。

『ぼくは死にに行くんじゃない。生きて地ち球きゆう儀ぎにたどり着いてみせる』

『同じことだ。地球儀に行くってことは死ぬってことだ』

『そうじゃないことを証明してやる。生きて地球儀にたどり着いたら、合図を送る』

『へっ。地球儀から手紙でもくれるのか。それとも旗でも振るか。ああそうだ、糸電話ってのはどうかな』

　幽は、懸けん命めいに考え、考え考え考え、

『──うるさい、うるさいな!!　とにかく合図を送る!!　何か方法を考える!!』

『うぉ──し絶対だな!!　いいか、約束だからな!!』

『ああ!!　そっちこそ忘れんなよ!!　ぜったいほえ面づらかかせてやるからみてろ!!』

　くゅ。

　そこまでだった。幽の身体からだからくったりと力が抜けて、そのままテントの中を漂い始めた。

　焰はふと思う。

　──おれ、なんでこんな話してんだ。

　何の話をしに来たんだっけ？

　が、奇妙な感覚にとらわれていた。自分のものであるはずの記き憶おくが、まるで他人のもののように感じられる。真実味がまるでない。

　双子十八夜──だっけ。

　ということは、九日後だ。

　自分は九日後に、中ちゆう心しん柱ちゆうの螺旋階段スパイラルで、こいつと戦うらしい。

　おれが勝てば、こいつは死ぬ。

　こいつが勝てば、おれは死ぬ。

　思った。

　ということは、合図を送る方法などいくら考えても、どのみち無駄ではないのか。

　そのことがおかしくて『ふへへ』と笑った。それきり、焰の意識はテントの中をぶよぶよと漂う。
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　楽かぐらが、幽かすかの友達になってあげる。

　あのとき、楽はそう言った。それを聞いた幽は、楽が動いたら斬きろうと決めた。

　そして楽は動いた。ドラム缶かんから飛び降りた。

　振り向きざまに因いん縁ねんをつけ、クリスマスの全身を振り回してワイヤーブレードを放った。決意が萎なえたのは最後の一いつ瞬しゆんだった。運もよかった。クリスマスが右手でブレードを投げていたことに大した意味があったわけではない。たまたま右手だったのだ。これがもし左手であったなら、最後の一瞬になって幽が何をしようが絶対に間に合わなかったはずで、楽の身体からだはドラム缶の塗料に混じって10メートル四方に飛び散っていただろう。昔から、クリスマスの左腕の筋肉には神経伝達速度にわずかな遅延があったから。

　ともかく楽は命を拾った。楽の身体を避さけて飛んだブレードは、その背後のドラム缶を斬り裂き、楽は頭から塗料をかぶってほうほうの体で逃げ去った。

　以上が、あの一件についての、幽の側の認識である。

　ところが、同じこの一件をもう一方の当事者である楽の側から見れば、その顚てん末まつは次のようになる。

　ドラム缶かんから飛び降りたとき、どこかで誰だれかがおっかない声で怒ど鳴なった。びっくりしてその場から動けなくなり、クリスとかいう名前のロボットがいきなり転んだ。バカだから。どうしてなのかはよくわからないけどドラム缶が破裂して、頭から色水をかぶった。すごくびっくりしておもらしした。恐こわくなってとにかく走って逃げた。おもらししたのは震しん電でんにはバレちゃったけど、焰ほむらにはぜったい内緒。

　当然といえば当然のことだった。

　幽かすかのやったことが上等すぎて、楽かぐらには何が何だかわかりゃあしなかったのである。

　だから楽は、びたいち懲こりていなかった。
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　双子十夜。あと八日。




　幽は呆あきれた。

『──何しに来たんだよ』

『遊びにきてあげたの』

　その通り、と震電が目をぴかぴかさせた。

　楽は用心深く周囲を見回している。しかし、幽のねぐらであるドックの中には無数の機械類が山と詰め込まれ、電気照明は半分が灯ともされているだけで薄うす暗ぐらく、クリスマスが身を潜ひそめていそうな物陰などいくらでもある。

　楽は幽をじっとりと見つめ、

『クリスはどこ？』

『──まだ寝てる』

　ほぼ思考停止の状態にあった幽は、思わず正直に答えてしまった。本当は自分だってもう少し眠りたいのだ。何しろ昨日は焰と──

　まだ黴かびの残る頭に忌まわしい記き憶おくが蘇よみがえり、幽は深く深く落ち込んだ。

『じゃあ、あのコンテナの中？』

　楽が尻尾しつぽでクリスマスの「巣」を指し示す。ドアのわきのホルダーにはロッドメイスが掛かったままになっている。

　幽があいまいにうなずくと、楽は断固として言った。

『楽はあの子きらい。なぜって、すぐに楽のこと吠ほえたりするから。あの子を絶対コンテナから出さないって約束して。そうでなきゃ遊ばない』

　クリスマスに今すぐコマンドをぶち込んで叩たたき起こし、楽を散々な目にあわせて震電と一緒に叩たたき出せばいい。

　簡単なことであり、そうすべきだとも思った。しかし、幽かすかは別のことをした。寝ているクリスマスの自律系のバスを暗号ゲートで封ふう鎖さして麻酔処理を施したのだ。幽が解除コマンドを送信するまで目が覚めないように。

『──いいよ。バスを閉じた。クリスは、ぼくが命令しなきゃ起きてこない』

　楽かぐらはそれを聞いて、よろしい、とうなずいた。ずいぶんエラそうな態度である。幽は同じことをぐるぐると考え続けている。あれだけ脅したのに。最後の一いつ瞬しゆんまでは、脅しですらなかったのに。あと少しで死ぬところだったのに。

『何して遊ぶ？　しりとりするなら幽の番だよ。時計の「い」』

『あのさ、』

　はっきりさせておかなければならない、まず。そう思った。

『ぼくの挑戦状、見た？』

　楽はきょとんとしている。

『ぼくは、多爾[image: こん]ドルゴンに挑戦状を送った。あやつき髑髏しやれこうべを気き聯れん坑こうの街に置いてきた。腐りネズミは十八匹。八日後の双子十八夜に、中ちゆう心しん柱ちゆうの螺旋階段スパイラルでダイブをやる。焰ほむらと戦う』

　その顔を見れば、それが楽にとっては初耳であることはよくわかった。

　楽は驚おどろきに翻ほん弄ろうされてしまい、何の踊りなのかよくわからない踊りをぐるぐるばたばた踊り、幽に質問の嵐あらしを浴びせてきた。しかし、気持ちが先走るばかりでまったく要領を得ない。まともなデジタル言語ですらなく、幽には楽が何を言いたいのかよくわからない。

　が、よく話してみると、楽は幽の挑戦状どころか、焰が気聯坑を落としたことも知らなかった。どうやら塗料にまみれた身体からだをきれいにするのに忙しくて、ここしばらくは出歩いていなかったらしい。

『だから、』

　驚きのあまりぽかんとしている楽をじっと見つめ、幽は言う。

『ぼくは焰を殺すかもしれない。焰がぼくを殺すかもしれない。だから、ぼくなんかと一緒にいることが焰に知れたら、あいつはきっと気を悪くすると思う』

　言うだけは言った、と幽は思った。

　しかし、楽は少しの間考えて、ずばりと言った。

『だいじょぶだよ。焰はそんなの気にしないと思うよ。それに、約束は約束だもん。幽の友達になってあげるって楽は約束したもん。楽は知ってるよ、焰は強いから、今度こそ幽はぼかぼかにやられて死んじゃうの。だからせめて、それまでは一緒に遊んであげる』

　幽は呆あつ気けにとられた。

　こいつは、自分が言っていることの意味を本当にわかっているのだろうか。

『ねえねえ、これは何？』

　頭の中で楽かぐらの言葉が風船のように弾はじけ、幽かすかがふと我に返ると、楽はすぐそばにある大きな作業台に飛び乗って、その上にある奇妙な機械を前足でいじくっていた。

『ばかやめろ危ないそれに触るな！　へたなところに触ると』

　感電した。

　全身の毛がどばっと逆立ち、楽は跳ね上がって床に転がり落ち、足をもつれさせながら近くの物陰に文字通り転がり込んでしまった。錯さく乱らんしてどたばた暴れている。震しん電でんがすかさずヒモつきの小袋を手に駆かけ寄って、中身の魔ま法ほうの粉を物陰の前の床に点々とこぼした。しばらくしてその効果が現れ、楽は暴れるのをやめて、匂においにつられて物陰から出てきた。

『何それ？　何の粉？』

『魔法の粉』

　楽は床にしゃがみ込んで一心に粉の匂いを嗅かいでいる。幽も近寄って真ま似ねをしてみた。

　粉の正体が、幽には一秒でわかった。

『ね？　これは魔法の粉なの。なぜって、いい匂いがするから。楽が見つけたんだよ』

「魂が燃える光はゴミの燃える光である」と言い切った幽である。

　その幽が、「こんなのただの洗剤だ」と言えなかった。

　だいぶショックも薄うすらいできたのか、楽は作業台の上の恐ろしい機械を見つめ、

『──ねえ、あれは何なの？』

　幽は作業台に駆け寄って、電源ケーブルのソケットを引っこ抜いた。ついでにコマンドをいくつか飛ばして、照明まわりを除いたドック全体の電源を次々と落とした。ろくにシールドもされていない高圧ケーブルから漏れていたノイズが溶けて消え、ドックは久しぶりの静寂に包まれる。

『ねえってば。あれは何？　もしかして、あのびりびりで焰ほむらをやっつけるつもり？』

　幽は作業台の上に視線を戻す。

『違うよ。あれは武器じゃない』

　奇妙な機械だった。

　形も大きさもランドセルほどの骨格フレームに、三つの強力な動臓モーターと電臓バツテリーが押し込まれている。やはりランドセル様の肩掛けが二本ついており、クリスマスが背負えるようになっているらしい。骨格の上部からは螺ら旋せん状のケーブルが垂れ下がり、その先端にはクリスマスの延えん髄ずいに直接刺し込んで随意信号を拾うためのニードル電極があった。

　そして、三つの動臓からは太くて長いステンレスのパイプが突き出ていた。

　三本は互いに九十度の角度がつけられており、その先には大きくて重そうな金属製の円えん盤ばんが取り付けられていた。

『ミューテーションダンパーって言うんだ。ダイブで使う。クリスはこれを背負って螺旋階段スパイラルを飛ぶ』

　楽かぐらの様子を横目でちらりとうかがい、急に早口になって、

『翼つばさの先についてる円えん盤ばんを動臓モーターで回転させれば、クリスの身体からだはその反作用で逆方向に回転するだろ。Ｘ翼よくとＹ翼とＺ翼の三軸があるから、それぞれをうまく回転させれば、クリスの身体を空中でどんなふうにでも自由自在に回せる。足場なんかなくってもね』

　楽は、目をぱちくりさせて、

『そのお皿が回るの？』

『うん、だから、』

『でも、びりびりは？』

　とにかく、これは重力も足場もないところで自由に身体の向きを変えるための機械なのだ。幽かすかはそう言って、それ以上の説明をあきらめた。焰ほむらならわかってくれるだろうな、と思う。とはいえ、対戦相手である焰にこれを見せるわけにもいかないのだけれど。

　ひりびりこそが楽にとっては重要なことであり、ミューテーションダンパーはどうやら楽の中の「いやなもの」に分類されてしまったらしい。楽はすぐに興きよう味みを失って、震しん電でんと一緒にドックのあちこちをうろつき始めた。何か見つけるたびに、

『これは何？』

『アセチレントーチ。金属を溶かして、切ったりくっつけたりするもの』

『これは何？』

『工具だよ。そのへんにあるのは、ドライバーとかレンチとか、つまり、ネジを回すもの』

『これは何？』

『ハンダごて。電気の流れやすい金属を糊のりみたいに溶かして、電線と部品をくっつけるもの』

『これは何？』

　楽は、棚のすみに置かれていた背の高い陶器の瓶に抱きついて、ごろりと床を転がった。

　四十年間、クリスマスがダンボールに隠れて守り通してきた、朧おぼろの瓶だった。

『──ぼくが、スカイウォーカーだってことは、焰から聞いてるんだよね』

『？　うん』

『スカイウォーカーだってことがバレると殺されちゃうんだってことも知ってるよね』

『うん。楽は知ってるよ。幽はお役人に見つかったら打ち首になるの。焰が教えてくれた』

『スカイウォーカーは、地ち球きゆう儀ぎへ行くのが夢だってことも知ってる？』

　楽はうなずくが、

『でも、そんなのできっこないって焰は言ってた。そんなことしたら死んじゃうって。地球儀に行くってことは死ぬってことだって。楽もそう思う』

『できるさ。うんと難しいってだけだ。難しすぎてまだ誰だれも成功したことがないし、成功するためにどうすればいいのかは、猫一匹が一生かけて研究しても研究し尽くせない。だから、スカイウォーカーは自分が死ぬ前に、それまでの研究の成果をぜんぶ書き残して、その瓶に入れて、絶対に見つからないところに隠すんだ。次のスカイウォーカーに研究を引き継いでもらうために』

　楽かぐらは少し考えて、かつてのクリスマスと同じことを言った。

『でも、絶対に見つからないところって？』

　幽かすかは逆に尋ねた。

『楽だったらどこに隠す？　その瓶を誰だれにも絶対に見つけられないようにするには』

　面白い質問だ、と楽は思ったらしい。瓶に抱きついて嬉うれしそうに床をごろごろ転がりながら、

『んっとね、んっとね、絶対？　絶対に見つかっちゃだめ？』

『絶対に』

『誰にも？　ほんとに誰にも見つからないところ？』

『誰にも』

　さらに床を転がって、いきなり楽はぱっと跳ね起きた。その顔に意地悪な笑み。

『わかった！　これなら見つからないよ！　幽にだって絶対に見つけられないよ！　もう絶対に、ずうっと、ずうっと見つからないよ！　聞きたい？　楽の考えを聞きたい？』

　幽はうなずき、楽は大いばりで、かつてのクリスマスと同じことを叫んだ。

『気門エアロツクから宇宙に投げちゃうっ!!』

　しかし幽はすぐさま、

『誰が投げるの？』

　幽の問いに楽は面食らった。

『──え？　そんなの、いいよ誰でも。震しん電でんとか』

『震電の腕の力はどれくらい？』

　楽はますます面食らう。幽は得意げに笑って、

『まあ、震電じゃどうがんばっても駄目だろうな。どんなに力いっぱい投げたって、そう遠くまでは飛んでいっちゃったりしない。ぼくなら見つけられる』

『うそだあ！　だって、楽は知ってるよ、宇宙に投げたものはそのままどこかに飛んでっちゃうんだよ！　それでも見つけられる!?　地ち球きゆう儀ぎに向かって投げたら地球儀に落っこっちゃうんだよ！　それでも!?　それでも!?』

『まっすぐ地球儀に向かって投げたって、震電の力じゃ地球儀まで届かないよ。変な楕だ円えん軌道に入って地球儀の周りをぐるぐる回り続けるだけだ』

『どうしてどうして!?』

『トルクは地球儀の周りをめちゃくちゃなスピードで回ってる。だから地球儀に落っこちないでいられる。でもね、これって逆に言えば、そのめちゃくちゃなスピードをどうにかしない限りは、トルクを地球儀に落っことそうとしても絶対に無理だってことだろ？　その瓶だって事情は同じだよ。普段はそうは感じられないけど、その瓶だって震電が投げる前からトルクと一緒にめちゃくちゃなスピードで動いてるんだから。震しん電でんが投げたくらいじゃ、そのスピードをどうにかしたことにはならない。全力で走っている震電をネズミが真横からちょっと突っつくようなもんさ。もちろん震電の走るコースはちょびっとくらいは横にずれる。その瓶も、それまでとはちょびっとだけ違う楕だ円えん軌道に入る。でもそれだけ。地ち球きゆう儀ぎと反対の方向に投げた場合も一緒。また別の楕円軌道に入って、やっぱり地球儀の周りをいつまでもぐるぐる回り続ける。宇宙の果てに飛んでっちゃったりはしない』

　とはいえ──と幽かすかは考える。

　瓶が永久に失われてしまうことはないにせよ、軌道上に放り出して回しておく、というのはなかなかの隠し場所ではあると思う。その瓶を見つけるには、まず震電を捕まえて「いつ、どこから、どの方向に、どのくらいの力で投げたか」を聞き出し、現在の位置を算出し、その方角を綿密に観測しなければならない。発見できたとしても回収はさらに大おお事ごとだ。

　しかし、「絶対に見つからない隠し場所」ではない。

　そのくらいの物を見つけられないようではだめだ。絶対に見つけられない物を見つけ出すくらいの意気地がなければスカイウォーカーにはなれない。

『瓶を地球儀に投げ込もうと思ったら、地球儀めがけてまっすぐじゃなくて、トルクの進行方向と逆の方向に投げて瓶の軌道速度を落とさなきゃいけない。遠回りみたいに思えるかもしれないけど、それが結局は一番の近道なんだ、でも、それだって震電が投げたくらいじゃ無理だろうな。大砲みたいな仕掛けを使って発射すれば──』

　届くだろうか──と幽はさらに考える。

　大砲。例えば、燃焼実験儀体を地球儀に射うち込むのに使ったあの発射機。しかし、瓶は燃焼実験儀体よりもはるかに重い。実際に瓶を隠すときには、中に防腐剤として水銀がいっぱいに詰め込まれているから。おまけに、瓶は発射の衝しよう撃げきでまず間違いなく壊こわれてしまうだろう。だめだ、やっぱりエンジンを使って──

『ねえってば！』

　幽は我に返った。楽かぐらは見開いて幽を見つめており、

『──だえんきどう、って、なに？』

　おれもそれが聞きたい、と震電が目をぴかぴかさせる。

　ちっともわかってくれない二人を横目でにらみ、かくなる上は奥の手だ、と幽は思った。




　隠し扉はドックの奥にあり、山積みのガラクタで巧みにカモフラージュされており、おまけに凶悪な罠わなまで仕掛けられていた。敵に罠を作動させるための細いワイヤーと、大量の鉄てつ釘くぎを飛ばすための炸さく薬やくと、電気着火のプラグに配線された電臓バツテリーと、電波ヒゲからのコマンドで罠全体の入切オンオフを切り替えられる親回路だ。

　扉の先は、秘密の抜け道に続いている。

　空き缶かんの鳴なる子こが仕掛けられた抜け道を進み、幾重にも折り重なった狭い階段を下り、赤い鳥居の立ち並ぶ加速回廊を通り抜ければ、たくさんの分かれ道がある広いドーム状のトンネルに出る。そうした分かれ道には目もくれずに、まっすぐに、トルクの丸みにはっきりと沿って緩ゆるくカーブしているトンネルをさらにさらに進む。

　その行き着く先に、古い古い、石造りの大きな気門エアロツクがある。

　気門の内部には色々なものがある。電気照明と電臓バツテリーがあり、燃料をラインから引くオンボロなポンプがあり、大きくて錆さびだらけのゲート型クレーンが三基あり、床には宇宙に直結する大型の気密外隔かく壁へきがあり、

　そして、

　軌道速度を殺すための大きな力と、途方もない熱に耐えるための硬い盾があった。

　そのふたつを、楽かぐらと震しん電でんはなす術もなく見上げていた。

『──これ、なに』

　楽がつぶやいた。

『減速用のエンジンと突入ポッド』

　そう答える幽かすかの顔には誇らしげな表情が隠しようもなく浮かんでいた。とっておきのおもちゃを友達に自慢する子猫の顔だ。

　減速用エンジンと突入ポッドは、分離した状態でゲート型のクレーンに吊つられていた。とりわけエンジンは大きい。直径が４メートルと少し、全長は20メートルに少し足りない。巨大なノズルに闇やみを湛たたえ、あちこちの断熱パネルが取り外された状態でその身を横たえている。

『あれ、タンク？』

　幽の言葉などろくに聞こえていなかった楽は、減速用エンジンをただ呆ぼう然ぜんと見つめて、最初に頭に浮かんだ言葉を口にしていた。楽の生まれた街である屯とん城じよう坑こうには、このエンジンと見かけがよく似た水のタンクがたくさんあったのだ。

『うーん、まあね。あれの容積の大部分は燃料と酸化剤のタンクが占めてる。今はまだ中身は空っぽだけど。ほんとは全体的にもう少し小さくなるはずだったんだけど、タンクの断熱が難しくって結局この大きさになった』

『──幽はこれに乗るの？　これで地ち球きゆう儀ぎへ行くの？』

『ぼくが乗るのは、あっち』

　幽は突入ポッドを尻尾しつぽで指す。

　形は、横倒しにした円えん錐すい形けいと言うのが近い。正面の部分は丸い膨ふくらみをおび、その直径は２メートルと半分ほど。全長は３メートルと半分ほどだ。姿勢制御用のノズルがあちこちに取り付けられており、シリカ硝子ガラスの窓があり、搭乗ハッチが口を開けており、全体をびっしりと鎧よろう褐色の石のブロックは見るからに分厚かった。

『これ、これ、石でできてるの？』

『全体を耐火煉れん瓦がのシールドで覆おおってるんだ。地ち球きゆう儀ぎに突入するときにはものすごい熱に耐えなくちゃならないから。本番ではね、まず、』

　幽かすかは突入ポッドに歩み寄り、

『こいつとエンジンとをくっつけて、このエアロックの扉を開けて、タイミングを見計らって、クレーンから切り離して宇宙に投下する。ちょっとでも楽をしたいから、トルクの遠心力を利用して減速方向に振り飛ばしてもらうんだ。宇宙に出たら、エンジンを点火して大減速をかける。減速が終了したらエンジンを切り離して、突入ポッドだけになる。それからしばらく宇宙を飛んで、何事もなければそのまま地球儀に突入していく。どんどん落下し続けて、空気の抵抗で速度を殺してもらうのと引き換えに、ものすごい熱に耐えて、速度が充分に落ちたところで、もう要いらなくなった耐熱煉瓦シールドをぜんぶ捨てて身軽になる。あとは、ポッドの中心部のコクピットだけになって、パラシュートを傘さん開かいして、ゆっくりと地球儀に降りる』

　そして楽かぐらを振り返り、

『──やってみる？』

　楽はびっくりして幽を見つめた。幽は楽を尻尾しつぽで招き、ポッドの搭乗ハッチから床に垂れ下がっている分厚い布梯ばし子ごに飛びついた。爪つめを立ててよじ登り、コクピットに飛び込み、ハッチから首を突き出して、言った。

『登ってきなよ』

　楽の胸に、抑えがたい好奇心が弾はじけた。

　歓かん声せいを上げた。楽はくるくる踊り、三段跳びで布梯子に飛びつき、爪が抜けそうな勢いでよじ登ってコクピットに飛び込んだ。おれもおれもとばかりに震しん電でんが目をぴかぴかさせ、しかしコクピットのハッチまで手が届かず、頭をぎゅるぎゅると何回転もさせながら周囲を見回し、クリスマスが作業をするときに使っている木製の梯子を見つけてゴリラのように喜び勇んだ。

『ねえねえこれなにこれなに!?　あそこの丸いのは!?　こっちのとんがってるのは!?』

　コクピットの内部は暗く、狭く、冒険の気配に満ち満ちていた。

　幽が初めて宇宙を歩いたあのドラム缶かんのコクピットとよく似ていた。はるかに複雑で精巧なものになってはいるが、あのコクピットの面影を色いろ濃こく残し、根本は何も変わってはいない。

　中心に、石せつ膏こうで型を取った座席がある。

　無数のキックペダルが突き出ている。

　無数のメーターが、無数のマーカーがある。右斜め上、左斜め上、斜め下にそれぞれ三角形の窓がある。幽はコクピットの中でどたばたと暴れる楽の首ねっこをくわえ、座席の上にその小さな身体からだを引っぱり上げた。梯子を登ってきた震電がハッチのふちから身を乗り出し、物珍しげに中をのぞき込んでいる。

『これに抱きついて』

　楽はがっしと座席に抱きつく。幽の身体に合わせて作られているから楽には少し大きい。

『キックペダルに足は届くだろ？　両方の後ろ足のこのへんが姿勢制御系、つまり舵かじだ。これとこれがピッチングで、これとこれがヨーイング』

　楽かぐらは面白がってペダルをぐいぐい踏む。

『前足の、そう、そのへんのやつは、自動制御がうまくいかなかったときの非常用。これがエンジン点火トリガーで、こっちが切り離し。これはシールド切り離しで、そっちはパラシュート傘さん開かいレバー』

　それだけを説明し、幽かすかはシートの後ろの隙すき間まに身体からだを突っ込んだ。

　そして、楽に魔ま法ほうをかけた。

『──よし。よく聞いて。楽・スカイウォーカーの三十八番は、すべての装置のチェックを終えてコクピットに乗り込んだ。目指すは遥はるか遠き地ち球きゆう儀ぎ。高度６０００キロ、秒速５６００メートルのスカイウォークだ。覚悟は決めた？』

　興こう奮ふんのあまり、楽は尻尾しつぽの先まで毛が逆立った。

『座席にベルトで身体を固定して』

『した!!』

『空調装置のプラグをつないで』

『つないだ!!』

『震しん電でんに命令、オールパワーアップ』

『震電!!　ぱわーあっぷ!!』

　ハッチからのぞき込んでいた震電が頭をぐりんと一回転させ、右の拳こぶしをぐいと突き出して親指を立てた。

『ハッチを閉めて』

『震電、おみやげ買ってくるからねーっ!!』

『最終チェックが終わった。さあ、気門エアロツクの減圧が始まるぞ。真下の外がい壁へきがゆっくりと開いていく。ほら、下の窓を見て！　宇宙だ！』

　楽はそこらじゅうのペダルをどかどか踏みながら大声で叫んだ。

『うちゅうだ─────────────────っ!!』

『親時計を見て。秒読みがゼロになったらいよいよ出発だぞ。５、４、３、２、１、』

『しゅっぱ──────────────────つ!!』

『クレーン切り離し正常！　上の窓を見て！　トルクがどんどん遠ざかっていく！』

『どんどん──────────────────っ!!』

『はしゃいでるヒマなんかない。すぐに減速開始だ。親時計を見て、５、４、３、２、１、』

　幽はいきなり、力まかせに楽の身体を座席に押しつけた。

『エンジン点火成功!!　減速開始!!　ものすごい衝しよう撃げき!!』

　楽はミが出そうになりながらも「みゅ～っ！」と声に出して笑い、

『こんなのへっちゃらだも───────────ん!!』

『あと少しで噴ふん射しや終了だ!!　がんばれがんばれあと五秒!!　４、３、２、１、』

　幽かすかが身体からだをいきなり離したので、楽は座席からずり落ちそうになった。

『よし。これからしばしの宇宙飛行だ。太たい陽よう儀ぎが地ち球きゆう儀ぎの陰に隠れたら、六分儀で星を計って正しいコースを飛んでるか確かめる』

　星と言われて楽はとにかくきょろきょろと窓をのぞく。

『──さて、』

　幽は、楽の隣となりにぐいと身を乗り出した。

『エンジン切り離しも成功した。ついにポッドは、地球儀のすぐ近くまでやって来た。歴代のスカイウォーカーたちの中にも、こんなところまでたどり着いた奴やつは誰だれもいない。いよいよだぞ。ここから先は、まだ誰も足を踏み入れたことのない、伝説の突入回廊ドラゴンフレア・トレイルだ』

　楽は緊きん張ちようした。固く座席にしがみつき、メーターの群れに油断のない視線を走らせる。

『ポッドはどんどん落ちていく。窓の外がだんだん炎の色に染まって明るくなってくる。摩ま擦さつ熱ねつでポッドが燃え始めたんだ。ポッドが静かに揺れ始める。もう窓の外は炎の色一色だ！　高度がどんどん下がって空気が濃こくなって音が聞こえ始める！　揺れもひどくなってきたぞ！　よし！　どうやらうまくいきそうだ！　ポッドは摩擦熱に耐えてどんどん速度を落としてる！』

　楽はぎゅっと目を閉じて恐怖に耐える。

『シールド切り離し！　成功！　コクピットだけになった！　もうどの窓を見ても地球儀の青だ！　──ちょっと待て、へんだぞ』

　楽はぱっと目を見開き、

『どうしたのどうしたの!?』

『パラシュートが開かない！　あそこのマーカーを見て！　パラシュートがちゃんと開いてたらあのマーカーが倒れるはずなんだ！　まずい!!　このままじゃ地球儀にぶつかってぺっちゃんこだ!!』

　楽の行動は見事だった。素早く非常用のパラシュート傘さん開かいレバーを蹴けった。

『どかん！　パラシュートコンテナのハッチが吹っ飛ぶ！　コクピットががくんと揺れる!!　後ろの確認用の窓を見て!!　どう!?　パラシュートはちゃんと開いてる!?』

　楽は座席から身をもぎ離し、コクピット後部にある窓に飛びついた。耐火煉れん瓦がのシールドをすべて捨て去ったときに初めて光の射さし込むはずの、今はただ真っ黒な、小さな窓。

　しかし、楽には見えた。




『開いてるっ!!』




　幽かすかは全身の力を抜いた。搭乗ハッチから中をのぞき込んでいた震しん電でんが目をぴかぴかさせ、頭の上で両手をばしんばしんと打ち合わせた。

『──やったじゃん。大成功だよ』

　楽かぐらはしばらくの間、窓をじっとのぞき込んでいた。楽の魔ま法ほうはなかなか消えなかったのかもしれず、その窓の外に開いた美しいパラシュートが、楽にはいつまでも見えていたのかもしれない。

『──これが、幽のしようとしてること？』

　楽はついに、幽を振り返った。

『そう？　これが幽のやりたいこと？』

　幽は大きな息を吐いて、弱々しく笑い、

『──楽みたいに、うまくやれるかどうかはわからないけどね』

　楽は幽を見つめているうちに、だんだん不機嫌そうな顔になってきた。投げつけるように、

『あのね、』

　幽は上目づかいに楽を見上げる。

『友達になってあげるって楽は言ったけど、でも楽は焰ほむらの味方だからね。楽は知ってるよ、焰はトルクでいっとう強いんだもん。焰は、幽なんかにはもう絶対に負けないもん』

　楽は早口にまくしたてる。いつにも増して何も考えず、ただ、頭の中にあることすべてをそのまま吐き出していく。

『でもね、幽が焰にぼかぼかにやられて、負けそうになったらね、幽が「まいった」って言えば、焰はそれで許してくれるかもしれない。それだって焰の勝ちってことだもん』

　幽は薄うすく笑った。

　そんなことは万にひとつもあり得ない。殺すか殺されるか、そういう形の結論しか焰は受けつけようとはしないだろう。生きて地ち球きゆう儀ぎに行きたいなら死にもの狂いでかかってこい──そう釘くぎを刺されたばかりだ。

　金や食い物や牝めすのために地球儀を目指すなどと聞いて、自分は笑った。

　焰は、まいったのひと言で戦いをやめてしまうような奴やつを笑うのだ。

　しかし、

『──かもね』

　幽は、そう答えておいた。

　きゅるるる、と震電が短くサイレンを鳴らし、楽の注意を引きつけた。楽は震電の目のぴかぴかに、うん、とうなずいて、

『もうじきネズミの罠わなを集めて回る時間なの。だから楽は帰るね』

　そう言って、楽は震電のわきをすり抜けてコクピットのハッチから床に飛び降りた。震電も梯はし子ごを降り、楽を抱き上げて頭の上に乗せる。幽は慌ててハッチから身を乗り出して、

『いい？　ここで見たことは誰だれにも内緒だからね！　焰ほむらにも！』

　楽かぐらと震しん電でんは同時に振り返って同時にうなずいた。おかげで楽が落っこちそうになった。

『大丈夫？　帰り道ちゃんとわかる？』

『うん』

　楽は自信たっぷりに答える。

『あのさ、』

　聞かずにはいられなかった。

『──ひょっとして、明日もまた来るつもり？』

『うん』

　楽は、自信たっぷりにそう答える。
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　双子十四夜。あと四日。




　言っちゃあなんだがクソ坊主である。さっきから道行く若い牝めす猫ねこの尻しりばかり見ている。それが好みなのか、毛足の短い牝猫とすれ違うたびに、相棒ロボツトの肩の上から落っこちそうになるまで身を乗り出して『むひ、むひひひ』と笑う。ひたすら下品である。まさに老ろう醜しゆうを絵に描いたような様である。

　焰ほむらの葬式をやった、あの僧そう正じようである。

『よいっ。実によいのう。機き芯しん坑こうはいつ来ても美人が多いのうっ』

　唸うなるようにそう言って、坊主は尻尾しつぽの鈴で相棒の頭をぱかーんとはり飛ばした。主の醜態にほとほと嫌気がさしているのか、坊主の相棒は猫の仮面の下で唸り声ひとつ上げず、巨大なリュックサックを背負って黙もく々もくと往来を行くのだった。リュックサックの中身は、あちこちの屋台を回って買い込んだ食しよく糧りようの類たぐいである。怪物と恐れられて街も歩けない焰の使いで、坊主は猫ねこ面づらを連れて機芯坑にやって来たのだ。

　しかし、坊主の言うことなど信じてはならない。機き芯しん坑こうは美人ではなくて武器商人の多い街である。坂道ばかりの回廊が幾重にも層をなした縦たて横よこ高さ５００メートルほどの空間に、百軒近い武器屋がひしめいている。地べたにぼろ布一枚敷しいて小太刀をずらっと並べた物売りから、工房をいくつも構えた老舗しにせまで、商売の形態は実に様々である。

　軒を連ねる屋台の店先には思い思いの形の看板が掲げられており、商品には色とりどりの札が付けられている。それらはもちろん、その屋台が何を主に商う店であるか、その商品がどのような代しろ物もので値段はいくらか、ということを示している。が、困ったことに、トルクの猫たちは文字といったら自分の名前くらいしか知らない。値段の数字くらいならともかく、客も店主も読み書きなどろくにできないような連中ばかりだ。

　そこで、店主は頭をひねる。

　まず、看板は図案化した絵か記号のようなものにする。他ほかの店主にも話を通して、同業者は看板に同じ絵や記号を掲げてもらう。商品につける札もこれと同様に、それがどれほど買い得の品であるかは絵や記号で説明し、文字の使用は極力抑える。例えば、その刀がかつて四匹の盗賊を斬きり殺したワザ物であるのなら、札にはバツ印つきの猫のシルエットを四つ、という具合に。こと武器に関してはその七割近くが中古品であるから、意味ありげな傷をわざとつけたりネズミの血で汚したりして、歴戦の強者ぶりをアピールすることもよくある。しかし、そうしたいわくつきの武器の中でも、極めつけは──

　牝めす猫ねこの尻しり見物に余念のなかったクソ坊主の視線が、とある屋台の奥に立てかけられた斬ざん甲こう刀とうに止まった。

　古びた、中ほどから先が折れてなお長大な斬甲刀だった。刀身は魔ま封ふうじの綱で執しつ拗ように縛しばり上げられており、傍らには燻いぶしたネズミまで供えられている。柄つかに結びつけられた札には、バネのような螺ら旋せん状の記号と「二千五百三十三」という数字が書き込まれていた。

　螺旋。二千五百三十三。

　焰ほむら・スパイラルダイバーの二千五百三十三番。

　つまり、これこそは当代の多爾[image: こん]ドルゴンが先代の斑まだらを屠ほふったダンビラである、というわけだ。魔封じが施されている理由を尋ねれば、屋台の主はこれがいかに恐ろしい妖よう刀とうであるかを滔とう々とうと説明するに違いない。売ってくれと頼んでも、これは売り物ではないと突っぱねられるのがおちだろう──少なくとも初めのうちは。

　坊主は苦笑した。

　同じ斬甲刀が、今日はこれで四本目だった。しかも、最初の一本目などは見た目が最もみすぼらしく、注し連め縄なわも巻かれておらず、出掛けに坊主が目にしたときには焰がねぐらの黴かび落としに使っていた。

　屋台を離れ、坊主は先を急いだ。猫ねこ面づらの相棒は刀剣市場を横切り、梯はし子ごのような角度の階段を登り、乞食こじきのたむろする大昔の下水トンネルを通り抜けて、目的ありげな足取りで機芯坑の旧市街へと向かった。石いし壁かべの隙すき間まに打ち込まれた標識を確認し、ネズミを追い散らしながら通路を進んだ。みすぼらしいバスの停留所を目印に、その裏手に回って谷間を思わせるような狭い階段を下った。

　階段は、木製の扉に行き着いた。

　扉の下の方には、ハンマーで叩たたき割ったような大穴が開いていた。街にはこういう扉がたまにある。不精な猫が手っ取り早く出入りできるようにするためだ。扉のノブには消されたままの発光細菌ランプと小さな黒板が吊つられていた。

　白はく墨ぼくで書かれた文字は「ぶりき屋」と読めた。

　扉を開けた。

　いきなり工房だった。工作機械が山と詰め込まれた、大して広くもない石積みむき出しの部屋。部屋の真ん中には木箱を並べて分厚い鉄板を載せただけの作業台があって、その上に一匹の茶色の猫がいた。毛足が極端に短い。瘦やせている。結構な歳としであるようにも、栄養の足りない若造のようにも見えた。茶色の猫は坊主をじろりとにらみ、額ひたいの星型、三つの耳飾り、尻尾しつぽの鈴、猫の仮面をつけた相棒ロボツト、という順に視線を動かして、ひとつ大きくうなずいた。

『３７５の客ってのはあんたか』

　坊主は慈じ愛あいに満ちた笑顔を浮かべ、ずばりと言った。

『茶色の猫と言われると怒る親方というのはぬしか』

『オレンジだ』

　オレンジはきっぱりと訂正し、作業台から床に飛び降りた。

『まだ準備中なんだがな。表のランプが消えてなかったかい？』

『──出直さねばまずいか？』

『いや、いいよ。物を引き渡すだけだしな。こっちだ』

　オレンジは先に立って歩き出した。機械の隙間を足早にすり抜けながら、肩越しに猫ねこ面づらをちらりと見て、

『おっかねえ相棒だな。ってことは、あれはあんたが使うのかい？』

『いや。前に来たときもそう言ったのだが、わしはただの使いっぱしりだ。あのときいた若い衆、今日は休みか？』

『あいつも今ぱしりだよ』

　オレンジは突き当たりにある扉の下にもぐり込んだ。坊主は猫面に扉を開けさせて後に続く。木箱が山積みの小さな部屋。完成品の倉庫らしい。

『──それにしても、だ』

　そう言ってオレンジが立ち止まる。背後の猫面を振り返り、肩の上にいる坊主を見上げ、

『今どき、３７５モディファイトの鋼こう材ざいなんてよくあったな。しかもあんなでかいのが』

『とっておきだったんじゃろ。よくは知らん』

『あんた、誰だれの使いで来てんだ？』

　坊主は目をぐるりと回してとぼける。

『わしは材料を持ち込む。ぬしはそれを削る。工賃全額前渡しの質問はなし。あの若い衆はそう言っとったぞ』

『そりゃあそうだが、あれだけ贅ぜい沢たくな仕事させてもらった方としちゃ名前くらいは聞いときてえからな』

『ほう。そんなに贅沢であったか』

『仕様の注文書きもあんたが持ってきたんだろ？　見てないのか？』

『いやその、うむ。まあ確かに、見るなとは言われなんだが──』

　オレンジはため息をついて、

『──いいか、あれだけのでかさの鋼こう材ざいなら、普通は大おお太だ刀ちが五本は削れるし、あまりを使って小太刀の四、五本は作れる。割り付けを工夫して無駄を出さねえようにすればな。普通はそうするんだ。３７５だったらなおさらだ。ただそれは数を優先して質を無視すりゃあの話で、その鋼材の中の一番いいところだけ使おうと思ったら、』

　そこで言葉が途切れ、オレンジは首を振り、

『まあいいや。見せた方が早いかもしれんな。見てもわからんかもしれんが』

　そう言って、ごちゃごちゃと物が置かれている広いテーブルに飛び乗って、発光細菌ランプのリングに尻尾しつぽをかけて勢いよく引いた。じんわりと明かりが灯ともり、テーブルの真ん中に陣取っている細長い木箱を照らした。木箱の長さは１メートルと半分ほどで、油紙の覆おおいがかけてある。

　オレンジが油紙を器用に取り除のけ、「注文の品」が姿を現した。

　二本の、刃やいばだった。

　坊主が言った。

『──でかい太刀だな。それに、この形は何とも奇妙な、』

『違うな』

　鋭するどい目つきで自分の仕事を改めながら、オレンジは言った。

『注文書きにそう書いてあったわけじゃねえが──多分これ、槍やりの穂ほ先さきだ』

　坊主は目をむいた。

　波セレーシヨンつきの胴刃だけで１メートル近くある。厚さだって３センチではきかない。刀身全体は暗い虹にじ色が踊るまで焼かれており、頭は盾型に大きく広がっており、敵の得え物ものを捕らえるための鍵かぎ穴あなが切り込まれ、敵の血を流すための溝が先端部から刃に沿って走っていた。

　そんな穂先が二本だ。

　よく見れば、二本はそれぞれ鍵かぎ穴あなの形と溝の模様が異なっており、盾型の頭には別々の銘が刻まれている。蔦つた黴かびの模様で縁ふち取どられた小さな神聖文字──「桜おう花か」と「秋しゆう水すい」。

　それにしても──と坊主は思う。

　これほどの長大な穂ほ先さきを乗せるとなったら、どれだけの長さの剛ごう竿かんが必要になるのか。

『一応説明しとくから、あんたから伝えてくれ──あのな、』

　オレンジは槍やりの穂先から目をそらさぬまま、つぶやくように言った。

『注文通り、鋼こう材ざいの中の一番いい黒身の部分だけを使って削り出した。焼きも充分に入れた。だから靭じん性が低くて硬度が高い。要するに、硬くて切れ味は鋭するどいが衝しよう撃げきで砕けやすい。──と言ってもまあ、金床の上にでも置いてハンマーか何かでぶっ叩たたきでもしねえ限り真っぷたつにすんのは無理だろうがね。とにかく、こいつの身上は肉にく斬きりだ。このでかさだしな、そりゃあ鎧よろいでも何でも叩っ斬れるだろうがあんまりオススメはしねえ。

　それと竿さおだが、こんなバケモノを乗っけるとなると、反対側にもそれなりのウエイトを仕込まなきゃバランスが取れねえと思う。おれに言わせりゃ４キロだが、竿の素材や長さによっても変わってくるし、そのへんは色々試して調整してくれ。──質問は？』

　坊主はまだ呆あつ気けに取られていた。

『いや、だからわしは使いじゃからして、質問と言われても──』

　それでもどうにか、最初に浮かんだ疑問を口にした。

『──何を突くんじゃろうなあ、これで？』

『おれが聞きてえよ。よっぽどでかいネズミなんだろ』

　オレンジはそう言ってから、

『──いや、そうじゃねえ、そうじゃねえな。それほどでかくはねえはずだ。少なくとも外骨格に覆おおわれてもいねえし、鎧を着込むとしてもたかが知れてるんだろう。つまり、そのネズミは動きの素早さで勝負をかけてくるタイプで、密着状態で仕掛ける致命的な得意技か何かを持っていて、絶対に近寄らせたくねえ奴やつだ。だから、遠い間合いに突き放しておける武器がいい。その間合いでも一撃必殺を狙ねらえるでっかい刃がついてりゃあもっといい。相手は接近しようとして飛び込んでくるから、その出会いがしらを狙って渾こん身しんの突きをぶち込む。反対側から切っ先が飛び出すまでな。頭が盾型をしてるからそう簡単にゃ抜けねえし、胴刃には波がついてるから下へ手たにもがけば傷がうんとでかくなる。この一発で殺せなかったとしても動きは止まる。そこにもう片方がトドメをくれりゃあ終わりって寸法さ』

　坊主はあくまでもとぼける。

『もう片方？』

　オレンジは身をよじり、後足で耳の後ろを搔かいた。

『これだけのシロモノが二本。ってことは、あんたを使いによこしたのは、でかいロボット二体を相棒とする凄すご腕うでの誰だれかさん、ってことにならねえか？』

　オレンジは坊主にちらりと視線を走らせ、

『だろ？』

　梱こん包ぽうを手伝わされた。木箱にロープをかけてリュックサックに縛しばりつけ、猫ねこ面づらに背負わせて、坊主はぶりき屋を後にした。谷間のような階段を上り、バスの停留所を回り込んだところで、ささやき声に呼び止められた。

『霞かすみ様』

　猫面は足を止めなかった。停留所の中に入り、大荷物を肩から降ろしてベンチに座り、リュックサックのふたを開けて燻いぶしネズミの入った袋を取り出した。坊主は猫面の膝ひざの上に降り、その手が差し出すネズミにかぶりつきながら、苦いあきらめの混じる口調でつぶやいた。

『ぬし如ごときに見つかるとはな。わしもまだまだ修行が足りん』

『恐れ入ります』

　みすぼらしい停留所の屋根の上に、猫がいる。

『これから気き聯れん坑こうへお戻りですか』

『左さ様よう』

『市場では追いかけるのに苦労しました。駐ちゆう屯とん軍ぐんから毎日催促が来ます。参さん謀ぼうたちはずいぶんおかんむりだとか──霞様はどこへ行くにも何をするにも道草ばかりで困ると』

　屋根越しに降ってくるその言葉は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いていた。立場上は坊主の配下にあっても尊敬などしていない、そんな腹の内をろくに隠そうともしていなかった。

『性分でな。おかげで出家も遅れた』

『多爾[image: こん]ドルゴンが気聯坑に陣取ったので駐屯軍が表立って動けなくなった。だから代わって我々が動いたのです。お忘れですか』

『忘れてはおらん。あの腰抜けどもでは今の気聯坑には手が出まいよ。相手が焰ほむらではな。下へ手たに手勢を繰くり出して焰に追い散らされでもしてみろ、紫し禁きんの箱はこ城じろの雷がゴロゴロ参謀連中の生首もゴロゴロだ。──ときに、ぬしの言う「我々」の中にはわしも入っておるのか？』

　何をいまさら、と沈ちん黙もくが答えた。

　坊主はネズミの小骨を吐いて捨て、

『よいか、ぬしらは道草道草と言うが、おかしいと思わんのか。あの爪つめ隠かくしの焰が突然、ああも大それた示威行為に出たのだぞ。しかも駐屯軍が再び遠征しようとしていた矢先に』

『──つまり、こういうことですか。多爾[image: こん]は「黒いドールマスター」と関かかわりがあると』

『さてな。焰が雷らい祭さい坑こうから姿を消してから気聯坑を落とすまでの間、どこで何をしておったのかは誰だれも知らん。しかし、現に一度、焰の口からそれらしい話も出た。とにかく、いま事を急せいてもろくなことにはならん』

『それらしい話とは？』

『まだぬしには言えん』

『しかしそれでは、』

『報告などせんでよい』

『では、我々は別個に異教集団への探りを』

　坊主は笑った。

『何とする？　三さん下したを誘拐して拷問でもするか？　紅こう玉ぎよくの名にかけてもよいが富くじよりも分ぶが悪い博打ばくちだぞ。先の遠征で若頭を生け捕ったのは万にひとつの僥ぎよう倖こうに過ぎん』

『それは承知の上です。異教の徒も責め殺して死し骸がいにすれば、我々の報告の材料くら』

　猫ねこ面づらの右手が閃ひらめいた。坊主は照準すらしない。

　骨型に湾曲したブレードが右腕の橈とう骨こつから手中に振り出され、停留所の屋根を音もなく貫いて回廊の天てん井じようにまで突き立った。猫面がワイヤーを引き、銀の曲線が魔ま術じゆつのような弧を闇やみに描き、返しの一いち撃げきが再び天井をぶち抜いて戻ってきたときにはもう、

　屋根の上には、猫もネズミもいない。

　猫面は右腕を真横に伸ばし、骨内で回転する筋肉にワイヤーをすべて巻き取ってブレードを腕に収めた。傍らに置いた袋を漁あさり、ネズミをもう一匹取り出して「まだ食うか」と坊主に差し出す。坊主は最後まで、天井を見上げなかった。

　──もう隠居した身であるのに。

『外したか』

　さもおかしそうにつぶやき、坊主は燻いぶしネズミにかじりつきながら物思いにふける。猫面は「うまいか」と坊主の顔をのぞき込む。梁の砕けた天井がごとりと傾いた。天てん使しの姿の絶えた回廊を渡り、バスの来ない停留所に霧きりが来る。




　　　　[image: くぎり]




　双子十五夜。あと三日。




『どうした？　坊主の一匹でも要いり用か？』

　柴しば権ごん現げん。立ち並ぶ赤い鳥居の闇を見つめ、層そう州しゆう愚ぐ連れん隊たい・蒼あお森もり一家の総長である岩がん陣じん坑こうの雫しずくは、のっけからそう切り出した。

　鳥居の闇の奥から、まぎれもなく狼ろう狽ばいした気配が伝わってきた。

『──どうして知ってるの？』

　雫は笑い、

『あのな、そういうときは図星でもシラを切らなきゃいけねえ。おれはカマをかけてるだけかもしれねえだろ？』

　闇は押し黙だまってしまった。

『なに、しばらく前からあんた少しおかしかったからな。近々死ぬ予定でもあるのかと思っただけさ』

　闇やみが再び口を開く。

『──別に死ぬ予定なんてないよ。でも、お坊さんが要いるんだ。雫しずくに頼めば何とかしてくれると思った』

　雫は苛いら々いらと首を振った。声が大きくなる。

『なあ、お前ほんとにおかしいぞ。初めて取り引きしたとき、こっちの連れが一匹多かったってだけで待ちぼうけを食わせやがったあの用心深さはどこ行っちまったんだよ？　いいか、どこかのアホが多爾[image: こん]ドルゴンに挑戦するらしいってことはもう噂うわさになってる。聞いておれは呆あきれたね。なにしろ、ついこのあいだ代替わりしたばっかりだしな。どこのアホか知らんが気の早いアホもいるもんだって思ってたら、お前がいきなりおれを呼び出して「死ぬつもりはないが坊主が要る」ときたもんだ。１＋１ができる奴やつは自分以外にゃいないってか。なに考えてんだこのバカったれが。お前はな、血統書つきのお尋ね者なんだぞ』

『心配いらないよ。ぼくは面が割れてるわけじゃないし、黒猫なんてどこにだっているさ』

『お前死ぬぞ。多爾[image: こん]を何だと思ってる？』

『──そっか、もう噂になってるんだ。知らなかった』

『まあ、気き聯れん坑こうはあの有様だしな。多爾[image: こん]は怪物だってことになってるし、焰ほむらの身体からだはあんまり白いんでまともに見ると目が潰つぶれるとか、奴の相棒の巨人は唸うなり声ひとつで相手の魂を吹き飛ばしちまうとか、もう言いたい放題さ。それでも世の中物好きはいるもんでな、気聯坑におっかなびっくり肝試しに行って、あやつき髑髏しやれこうべに出くわして腰抜かすかなんかしたんだろう』

『ふうん』

『それとは別に、もうひとつある』

『なに』

『今日、おれの子分が十匹も殺やられた』

　闇は沈ちん黙もくした。

『足跡が残ってた。ロードランナーが来てる。この森にだ。一匹や二匹じゃねえ。大集会の動どう煉れん坑こう駐ちゆう屯とん軍ぐんが動いてる。おれも気をつけてはいたんだ。子分どもにもよく言い聞かせてた。うちにはしばらく前から憂ゆう国こく塾じゆくの客分が草鞋わらじを脱いでてな、もしものことがあっちゃまずいんで腕っ節の強い奴を十匹も用心棒に付けて送り出したんだ。丸ごと殺られた。客分の死体オロクはなかったから、今ごろキツいお調べの真っ最中だろう。ええいしぶとい奴め、吐け、黒いドールマスターはどこにいる──ってな』

『──ごめん、ほんとに、ぼくは、』

『違う。端はなっから覚悟していたことだ。蒼あお森もり一家を甘く見るな。こんどのことは総長であるおれの不徳だ。おれたちはみんな役人の前に引っ立てられたらどの道命はねえんだ。紫し禁きんの箱はこ城じろに弓を引くってなあそういうことだ。けどな、お前は違うだろ。お前はおれたちとは匂においが違う。おれたちとよく似た匂においだが、もっと──』

　雫しずくは、その先を言葉にできなかった。

　闇やみが、いきなり言った。

『ぼくは、スカイウォーカーなんだ』

　雫の表情は、まったく変わらなかった。内心では驚きよう愕がくしていたのかもしれないし、薄うす々うす気づいてはいたのかもしれない。しかし、そのいずれであるのかは、雫の表情を見る限りではつかめなかった。

『そっちに行く』

　そして、幽かすかは雫の前に姿を見せた。

　思いがけないほど近くの鳥居の陰から、闇色の猫が歩み出てきた。金きん色いろの瞳ひとみを輝かがやかせ、石畳を歩き、雫の前で一度ころりと身体からだを横に転がし、雫と直接目を合わせることのないように斜めを向いて、両の前足を揃そろえて身体を低く、尻尾しつぽをお尻しりの下に敷しいて小さく座った。

　これを見て、雫は驚おどろきの表情を浮かべた。

　幽の仕し種ぐさは、黴かびの森に生きるヤクザ者の作法なのだ。しかも今の流りゆう儀ぎとは違う、かなり古いやり方だった。雫と直接目を合わせないのは格上の者に対する敬意の表現、尻尾を尻の下に巻き込んでいるのは相手と戦う意志のないことの表明だ。尻尾が自由にならなければ素早く飛びかかることができないからである。

　幽はメートル波に声を変え、こう言った。

『お初にお目にかかります。どうぞ親分さんからお控え下さい』

　しばらくの間、態度を決めかねた。

　そして、雫は居ずまいを正した。尻尾を身体の前に回して右前足を乗せ、肩を下げ、

『そちらさんからお控えなすって』

『いえ、どうか親分さんから』

『ご丁寧にいたみいりやす。改めて、そちらさんからお控えなすって』

『畏おそれ入ります。逆意とは存じますがお先に控えさせていただきます。失礼ながら手前、当世の仁義の流儀にはとんと不案内の不心得者にて、やむなく旧弊の流儀にて御免こうむります。粗そ忽こつがありましたらお許し下さい』

　──こいつ、何者だ。

『お楽に、どうかお楽に』

　幽は素早く、鼻が床につくまでの深いお辞儀をした。電波ヒゲが闇に銀の弧を描いた。

『改めまして御免こうむります。手前、生しよう坑こうも齢よわいも知れぬ鈴りん銭せん名札つきにて森を流れ居りましたところ、菊きく水すい一いち組ぐみの一党と縁えん持ちまして、親分をビリビリ尻尾のキジトラ円まどか、兄貴衆よりいただきました本ほん名なを幽と申します。恩義お返しの間もなく菊の一党は討伐の憂うき目、ビリビリ尻尾の親分も身み罷まかりましてよりこの方、空そら歩きの愚念を持ちまして相方をクリスマス、稼か業ぎよう代々の末尾に連ねます総そう名なの儀ぎを、幽かすか・スカイウォーカーの三十七番と発します。ご挨あい拶さつ遅れましたこと、並びに数々のご無礼、故ゆえあってのこととはいえ汗顔至極、裏回廊の裏も裏、太陽儀おてんと様に顔向けできぬ半尾者のする事とお笑い下されば無上の幸い、これにてひとつ親分さんにはお見知りおかれまして、よろしくお頼み申し上げます』

　雫しずくは、巌いわおのように動かなかった。

　幽は長いこと、尾を尻しりに敷しき、顔を背けて身体からだを低くしていた。雫が尾から手を上げるまでは動けないのだ。しかし、雫はいつまでたっても言葉を返さず、ぴくりとも身体を動かす様子がない。幽は、ちらりと横目をつかった。

　雫は、ビリビリ尻尾しつぽという名前の恐ろしさに、座ったまま失神していた。




『──まいった。お前には驚おどろかされっぱなしだったが、今度という今度はまいった。長生きなんかするもんじゃねえな』

『どうして？』

『度肝を抜かれることが多すぎて寿命が縮ちぢんじまう。──ったく、よりにもよってビリビリ尻尾のはあぁっ』

　雫はその恐ろしい通り名を自ら口にした瞬しゆん間かんに再び気が遠くなった。座ったまま倒れかかるその大きな身体を幽がすかさず前足で支える。

『雫！　ねえ雫!?　大丈夫!?』

　雫は虚うつろな表情で何やらぶつぶつと念仏を唱えていたが、やがて正気を取り戻して、

『──お、おう。面目ねえ』

『みんな円まどかのことそんなに怖がってるなんて知らなかった。雫も結構気が小さいんだね』

『ば、ばか野郎！　このおれ様だからこの程度で済んでるんだ！　いいかお前、子分どもの前じゃ滅めつ多たなことは言うなよ。あいつらにそんな名前聞かせたら死ぬかもしれん』

　確かに雫の言う通り、蒼あお森もり一家の子分たちにその名を聞かせれば、「ビリビリ尻尾のキ」のあたりで致死量に達するだろう。街に住む堅気たちとは違う。黴かびの森に暮らす無法者たちにとって、円の名前は畏おそれと憧あこがれの入り混じった、極めて特殊な意味を持っているのだ。円の武勇は彼らの間で語り継がれるうちに純化の度合いを高め、円はいまや、彼ら無法者を守りもすれば祟たたりもする神様のような存在になっていた。そのせいか、円は今では生前の通り名である「ビリビリ尻尾のキジトラ円」ではなく、「円えん伎き丸まる」という名前で呼ばれることが多い。

『──なあ、お前はじゃあれか、円伎丸と一緒に仕事をやったりしたのか』

　幽は首を振って、

『ぼくは小さかったから、斬きり込み隊には加えてもらえなかった。工房の手伝いをしたり、地回りと一緒に縄なわ張ばりを見回ったりしてただけ。でも円にはよく遊んでもらったし、色々なことを習ったし、お話もたくさんしてもらったし、ケンカのしかたも教わった』

『…円えん伎き丸まるに、ケ、ケンカを……』

　恐ろしさに再び意識が遠のきかけて、雫しずくはぶるぶると首を振った。

『──お話って、それじゃあ、「倍返し」の話とか聞いたか？』

　幽かすかは再びうん、とうなずくが、

『でも、雫には話さない方がいいと思う。夢が壊こわれるかも』

　ぜひ聞きたいという気もしたが、それはそれで恐ろしい話であるような気もする。

　雫はつくづくと幽を見る。

　並んで座れば耳の間を見下ろせてしまうようなこのチビが、あの「黒いドールマスター」なのだ。しかもそれすら世を謀たばかる仮の姿に過ぎず、その正体はスカイウォーカーの末まつ裔えいで、トドメにあの円伎丸のかつての子分。

　こういう奴やつもいるんだな、と思うことしかできなかった。ふう、と雫は息をつき、

『しかしな、だったらなんで最初からそう言わねえ？』

『そう、って？』

『だから、柴しば権ごん現げんくんだりまで足を運んでごちゃごちゃ取り引きなんかやるこたなかったじゃねぇか。お前は実際にドールマスターとしても大層な腕利きだったし、円伎丸の子分だって言っても誰だれも騙かたりとは思うめえ。おれらを直に動かして、地ち球きゆう儀ぎへ行くための大砲でも何でもこしらえれば話は早かったはずだろ』

『そんなことしたら、大集会にあっという間に嗅かぎつけられちゃうよ』

　そのひと言で雫は、それまでずっと断ち切られていた話題を思い出した。

『そうだそれだ、大集会のクソどもがこの森に来てやがるんだ。お前、悪いことは言わねえからどっかに身を隠してほとぼりをさませ。妙な考えは捨てろ。なんなら、遠くの森から来たおれの弟分ってことにして、うちでかくまってやってもいい。そうだそうしろ、な？』

　幽は、考えはした。少しの間。

　そして、やはり首を振った。

『──あのね、きのう完成したんだ。地球儀へ行くための仕掛けが。ほんとは、もうずいぶん前からほとんど完成した状態にあったんだけど、細かい作業もみんな済ませた。そしたら急に思い出した。正式なスパイラルダイブで焰ほむらと戦うんなら、お坊さんに葬式をやってもらわなくっちゃいけないってことすっかり忘れてたんだ。最初はそんなの要いらないと思ったんだけど、ダイブは相手のあることだしね。そうもいかないなって』

『だから！　だったらなおさらじゃねえか！　大願成じよう就じゆが目前なんだろ!?　どうして、なんでよりにもよって多爾[image: こん]ドルゴンなんかに挑戦しなくちゃいけなかったんだよ!!』

　──やっぱり、楽かぐらの言う通りだったんだろうな。

　幽は、寂しそうに笑った。

『ぼくは、友達が欲しかったんだ』

　そして雫しずくは、言うべき言葉を失った。

　こいつには仲間がいない。自分は、そのことに気づいていたと思う。

　気づいていながら、その悲惨な考えを打ち消していた。

　しかし、もちろん、そうだったのだ。このチビの人生は黴かびの森に捨てられて始まり、育ての親である円えん伎き丸まるを大集会に殺され、街には一度たりとも住むことなく、地ち球きゆう儀ぎを目指して、黴の森でずっとひとりぼっちで生きてきたのだ。

『ずっともやもやしてた。地球儀へ行くための仕掛けの完成をなんとなく延ばし延ばしにしてたのも、このままでは地球儀に行きたくないって思ってたからなのかもしれない。こんなこと言うのなんだか恥ずかしいけど、やっぱりね、誰だれかに誉めてもらいたかったんだと思う。でもつい最近まで、自分ではそうは思ってなかった。だからもう歪ゆがんじゃってさ、多爾[image: こん]ドルゴンになったばっかりのあるダイバーに野試合をふっかけたんだ。ぼくの存在が大集会に気づかれ始めたころだったし、多爾[image: こん]の権威を隠れ蓑みのにしようなんて考えてた。野試合をふっかけて多爾[image: こん]を負かして、リターンマッチをエサにして、いいように利用してやるんだ──なんてね。自分ではそのつもりだったけど』

『──それが、焰ほむらなんだな』

　雫は、半ば自動的にそう言った。

『焰なら、わかってくれると思ったんだな』

『ぼくは、焰のことはずっと昔から知ってた。研究に行き詰まって、やけっぱちの気晴らしで螺旋階段スパイラルに出かけて、初めて焰のダイブを見たんだ。あのころはまだ焰も駆かけ出しでさ。だけど、焰はかっこよかった。あいつあのころから全然人気がなくて、焰のこと誉める奴やつなんて誰もいなかったけど、ぼくには焰がものすごく強いってことはすぐにわかった。焰は、かっこよかったし、きれいだったし、ひとりぼっちだったし、迷いがなかった』

　幽かすかは顔を上げて、夢見るような、あこがれるような、遥はるか彼方かなたを見つめているような、孤独な目つきをした。

　かつて焰のダイブを見ていた幽も、こんな目つきをしていたのかもしれない。

『どうすればあんなふうになれるんだろう、って思ったよ。あれだけの強さを身につけるには、それ以外のことはみんな捨てなくちゃいけなかったはずなのに。他ほかのことはみんな捨てて、ひとりぼっちで強くなって、それでも焰は全然迷ってなかった。ぼくみたいにもやもやしてなかった。だから野試合を挑んだ。こじつけた理屈の裏では、ぼくがすごいって思ったこの人なら、ぼくのこともすごいって言ってくれるかもしれないって思ってたんだ。──それに、正直言うと、迷いのない焰がうらやましくって、ひどい目にあわせてやりたいって』

　そして、このチビは、勝ったのだ。

　雫にはもう、自分のとなりにいるこの黒猫が自分と同じ猫だとは思えなかった。

『──焰は、わかってくれたか？』

　わかるまい、と雫しずくは思う。そこまでして強さのみにかけてきた焰ほむらが、自分の存在意義を根底から揺るがされたとき、幽かすかに対して憎しみ以外の感情を抱く余裕があったとは思えない。

『わかってくれたかどうかは、わからない』

　幽は、そう言った。

『でも、それはお互い様なのかもね。ぼくが焰を誰だれよりもすごいって思ってること、焰の方はわかってないと思うもの。けどね、その後すぐに、焰の知り合いの楽かぐらって子に図星を指された。ごちゃごちゃ理由をこじつけてるけど、あんた要するに友達が欲しいんでしょ、って』

　楽のことを思い出して、幽はおかしそうに笑った。

『おかしいんだ。そいつ、自分が代わりに友達になってやるから焰ともういっぺん勝負しろ、なんて言うんだ。グサっときたよ。痛いところ突かれて頭に来た。やけになって、そんなに言うなら勝負してやる、もう多爾[image: こん]ドルゴンになんか頼るもんかって思った』

『だから、挑戦状を送ったのか』

『うん』

　雫は思う。──しかし、それは、つまり、

『──まさかお前、わざと負けるつもりじゃ、』

『ほんと言うと、最初はそれもちょっと考えてたよ。勝負の流れをうまく誘ゆう導どうして、焰に気づかれないように、しかも殺されずに負ける方法はないかな、って。でも今は違う。ぼくは地ち球きゆう儀ぎへ行く。でもその前に、焰が望んだ通り、あいつと今度こそ全力で戦う』

　真剣な金きん色いろの瞳ひとみが、雫を見つめた。

『やり残した仕事、っていう気がするんだ』

　幽と焰が、別の出会い方をしていたら。

　雫は、そう思わずにはいられない。しかしそれは「幽が幽ではなく、焰が焰でなかったら」と言っているに等しいのだろう。この二匹の天才がこのトルクに猫として生まれ落ちた以上は、いずれこういう形で出会う以外に道はなかったのかもしれない。

　雫は、言った。

『──うちの戦坊主を貸してやる。腐りネズミはいくつだ』

　幽は間髪を入れずに、

『十八』

『わかった。当日、螺旋階段スパイラルに行かせる。それでいいな？』

『──ありがとう』

『しかしな、用心はしろよ。大集会の手先がお前の命を狙ねらってこの森の中をうろついてるのは確かなんだ。いつもの表敬訪問とは違う。奴やつら本気だ。お前がただのドールマスターじゃないことに気づき始めているのかもしれん』

　雫は立ち上がり、ぶるぶると身み震ぶるいをして、

『じゃあな』

　それだけ言って、幽かすかを残して柴しば権ごん現げんを後にした。

『ありがとう』

　幽の声が背中を追いかけてきた。雫しずくは振り返らずに歩き続け、尻尾しつぽを立てて答えた。

　別れの挨あい拶さつだった。

　この先、何がどのような結果に終わろうとも、これを最後に、あのチビの姿を見ることはないだろう。

　しかし幽は、最後の最後になって、雫にすべての秘密を明かした。

　せめて最後には、雫にはすべてを話していく。

　それもまた、幽にとっては「やり残した仕事」のうちのひとつだったのではないか。

　そのことに思い至り、雫はふと足を止め、頰ほおヒゲを開いて笑う。

　──そう思いたい。

　おれも、その程度には、あいつの友達でいることができたのかもしれない。
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　双子十六夜。あと二日。




　坊主の目には遠すぎて、どちらがどちらなのかわからない。

　焰ほむらが戻ってきた。気き聯れん坑こうの螺ら旋せん階段を下りてくる二体の巨人の姿は、猫ねこ面づらの視覚を介して初めて、先を歩いているのが月がつ光こうで後に続くのが日につ光こうであると判別できた。焰の白い身体からだが月光の肩に乗っている。両機ともリュックサックを背負い、身長よりもずっと長い金属の棒を手にしている。

　坊主は、街の底から呼ばわった。

『のう！』

　階段の中ほどから、焰が面倒臭そうに答えた。

『何だよ！』

『なんじゃその長いのは!?』

『──槍やりの竿さお！』

　やがて、先に立って歩いていた月がつ光こうが階段を下りきって、待ち受けていた坊主のすぐそばにどかっと座った。日につ光こうもその隣となりに腰を下ろし、床に飛び降りた焰ほむらが大きく背伸びをした。長く肩の上で揺られて、さしもの焰もだいぶ疲れたらしい。

　坊主は猫ねこ面づらのひざの上から首をもたげて、

『槍やりの竿さおじゃと？』

『ああ。あっちこっちのガラクタ回廊をめぐって目星はつけてたんだが、結局これにした。えらく硬いのはいいんだが、おかげで外すのに骨が折れたよ』

　もちろん硬いだろうし、切り取るのに骨も折れたろう。その二本の金属の棒の正体は、大型装甲車両の残ざん骸がいから切り取った50ミリ口径のタングステン砲身バレルなのだから。先端部のマズルブレーキを切り落とし、例の穂ほ先さきを乗せ、反対側にウエイトを仕込めば槍としての体裁は整う。しばらく振り回してみて、バランスが悪いようならさらに加工する。

『──楽な方からやるか』

　焰がそうぶつやき、月光が防ぼう刃じんギアのポケットから密みつ封ぷう缶かん入りの煙草たばこを取り出し、蓋ふたをねじって開けた。それを見た坊主は少し驚おどろき、

『それは……。もしかして、武器に塗るのか？』

　トルクの猫たちの間では、煙草は「毒を染み込ませた紙巻き」と認識されている。煙草を水につけ込み、ニコチンが染み出た茶色の水を毒物として使うのだ。しかし焰は、

『違う。ある程度の量を無理矢理飲ますならともかく、武器に塗るんならよっぽどうまく濃のう縮しゆくしなきゃ大して効かない。使うのは、こっち』

　月光は煙草のフィルターをちぎりとって坊主に見せた。

　リュックサックから取り出した物が次々と床に並ぶ。透明な液体の入った大きな硝子ガラス瓶びん。紙コップ。そして、大きな金属製の注射器が八本。そして日光と月光は、硝子瓶の中身をゆっくりと紙コップにそそぎ、注射器の針に煙草のフィルターを刺して、紙コップの液体をフィルターごしに吸い上げ始めた。

『日光と月光の身体からだの中には色々な種類の機械虫がいて──まあ、おれだってぜんぶの種類を把握しちゃいないが、骨内の血管に住んでる機械虫で、日光月光の神経の反応を加速する成分を作る奴やつがいる。おれは単純に「加速成分」に「加速虫」って呼んでるけどな。この加速虫が加速成分をどばどば作ってくれれば、日光月光の反射速度はめちゃくちゃに速くなる。だけど、実際には加速成分はごく微量しか作られない。理由は簡単で、普通はその量で充分間に合うし、あんまり無茶なことすると神経の方がいかれちまうからだ。虫の活動を抑制する何かの仕組みがあるのさ。けどな、』

　焰が作業を見守りながら、つぶやくように言う。

『骨の中の血を抜けば加速虫は一緒に出てくる。その血を温めた砂さ糖とう水みずに入れてやると、加速虫は糖分を食って、活動を抑制するものがないから加速成分をどんどん作る。糖分がぜんぶなくなったら沸ふつ騰とうさせて、虫を殺して水を飛ばす。高こう濃のう度ど加速剤の出来上がりさ。一度に大量に作ろうとするとなぜかうまくいかないんで、何回も何回も作業を繰くり返してやっとそれだけ集めた』

　焰ほむらはそう言って、透明な液体の入った硝子ガラス瓶びんを尻尾しつぽで指した。よく見れば、透明な液体の底に機械虫の死し骸がいが白く沈殿している。

『針にフィルターをつけるのは、加速虫の死骸とか細かいゴミなんかを濾ろ過かするためだよ。注射器に詰めたらあとは使うだけだ。日につ光こう月がつ光こうの六つある心臓のどれでもいいから、直接針をぶち込んで加速剤を送り込めばいい』

　坊主が、

『待て、量が多すぎると神経がやられるのではなかったか？』

『やられるよ』

　返す言葉もない。

『日光に１ショットだけ試した。真まっ暗くら闇やみの中で、月光が全力でぶん投げた小こ太だ刀ちを二本の指でつかめた』

『それが、八本も必要なのか』

　焰は薄うすく笑って、

『持ってはいくさ。まさかぜんぶ使うことなんかないだろうけどな』

　日光と月光は黙もく々もくと作業を続けている。所定の量をシリンダー内に収めると、吸い上げに使った針を外し、代わりに「棒」と呼んだ方がふさわしいようなぶっとい針を取り付けた。竹たけ槍やりの如ごときその先端から加速剤の飛ひ沫まつを飛ばして、針にコルクの栓を突き刺して１ショットが完成する。

　坊主がため息をつき、いきなり言った。

『──前々から、聞こう聞こうと思ってはおったのだがな。結局、聞けなんだ。しかし、もう先延ばしにはできん』

　焰が怪け訝げんな顔で坊主を見た。坊主は、日光月光のよどみない手の動きを見つめたまま、

『──長槍に薬か。妙よな。いかなる風の吹き回しか』

『何だよ』

『──ぬしは以前、このわしに、スパイラルダイブには作戦などあった試しはないと言った』

　焰からのコマンドが途切れて、日光月光の手の動きが凍った。

『ぬしは、此この度たびの挑戦者を知っておるのだな』

『ああ』

『強敵なのだな』

『ああ』

『ぬしに以前、トルクを地ち球きゆう儀ぎに落とす話を吹き込んだ、あやつか』

　焰ほむらは、一いつ瞬しゆんだけ答えを躊躇ためらった。

『ああ』

『そやつ、黒猫であろう』

　いずれ、この日は来るはずだったのだ。

　坊主からは陰になって見えない日につ光こうの右手が、ゆっくりと腰の小こ太だ刀ちに伸びた。まさか、とは焰も思っている。しかし、話が最悪の転がり方をすれば、行き着くところまで行ってしまう可能性は充分にある。

『つまり、その黒猫は、おそらく──』

　坊主はその先を、ついに言葉にできない。

　沈ちん黙もくがたれ込めた。

　そして、楽かぐらがそのこわばった空気を破は壊かいした。

　螺旋階段のはるかな高みから唸うなりをあげて飛来した「それ」は、焰と坊主の間の２メートル足らずの空間にどかりと落下し、床石のかけらを飛び散らせて半ばめり込んだ。

　焰も坊主も、毛を逆立てることもできなかった。

　床にめり込んだ「それ」は、１メートルほどのロープで結びつけられた、大小ふたつの鉄アレイだった。

　楽の声が下りてきた。

『ねーねー焰ー!!　どっち!?　どっちが先に落ちたー!?』

　焰と坊主は、油のきれたおもちゃのような動きで頭上を見上げた。はるか彼方かなたの螺旋階段のふちから顔をのぞかせた楽が、闇やみに目を薄うす赤あかく輝かがやかせていた。その隣となりで震しん電でんが目をぴかぴかさせている。

　焰が言った。

『し』

　楽と震電が街の底に駆かけ下りてきた。楽は息を弾ませながら鉄アレイに駆け寄り、

『ねえ、焰見た？　見てた？　上からじゃよくわかんなかったの。どっちが先に落ちた？』

　焰が、ようやく言った。

『死ぬかと思ったぞおれは』

　しかし楽は聞いてはいない。焰の身体からだに前足をかけてゆさゆさ揺すり、

『ねえねえ、知ってる？　楽は知ってるよ、重いのと軽いのを一緒に落とすと、一緒に床に落ちるんだよ。焰は知ってた？　だから楽は実験をして、ほんとかどうか確かめようと思ったの。あのねあのね、』

　お構いなしにひとりでどんどん喋しやべる。新しく仕入れた知識を誰だれかに自慢したくて仕方がないのだ。

『普通は重いのが先に落ちるって思うよね。だって重いんだもん。でもね、じゃあね、重いのと軽いのをヒモでしばって落としたら？　重いのが先に落ちるんなら、重いのが先になって、軽いのを引っぱりながら落ちるよね。ちっとも早く落ちてくれない軽いのにじゃまされて、重いのが落ちる速さは、重いのひとつだけで落としたときよりも遅くなるはずだよね』

　聞きながら、焰ほむらも坊主も身を凍りつかせていた。

　互いに望んではいなかったはずの「つきつめて語れば最後には血を見る話題」を、楽かぐらがうまい具合にぶち壊こわしてくれた──と思ったら、今度はこれだ。

　楽が得意げに喋しやべっているこれこそ、「つきつめて語れば最後には血を見る話題」だった。

『でもねでもね、重いのと軽いのとヒモのぜんぶを、ひとつのものって見たら？　重いのと軽いのはヒモでしばってあるんだから、それひとつ丸ごとの重さは？』

　話をじっと聞いていた坊主が、そこで重い口を開いた。

『──つまり、重い物と軽い物とヒモを合わせた全体をひとつの物体と見れば、その重量は重い物単体よりもさらに重くなっておるはずで、今度は重い物単体で落としたときよりも早く落ちねばならん。無論これは、最初にぬしが言ったことと矛盾するわけだ。「ヒモで結びつけられた軽い物は、重い物の落下を遅くもすれば早くもする」ということになってしまう。現実にこんなことが起こるわけはないから、実際には重い物も軽い物も同じ速さで落ちる。ぬしは、それを実際にやって確かめようとした、と──こういうわけじゃな？』

　理解者が現れたことが嬉うれしくて、楽は小さく足踏みをしながら坊主の言葉にひとつひとつうなずいて、最後に『そうっ!!』と叫んだ。

　坊主は、楽を温度の低い目で見つめて、尋ねた。

『──その理屈、どこの誰だれに教わった？』

　楽に聞くな。その話はおれとしろ。

　日につ光こうの右手が小こ太だ刀ちの柄つかを握り、焰はそのコマンドに施していた厳げん重じゆうな迷彩をわざと外した。坊主が気づかないはずはない。あられもない警けい告こくだった。

　まさか、とは焰も思っているのだ。

　それでも坊主は動じない。

　が、楽は、さっきまでの嬉しそうな様子から一転して、びっくりしたような顔で坊主をじっと見ていた。相手がまったく知らない奴やつだということにいま気づいた、という顔だ。焰に、

『──このひと、だれ？』

　そういえば──と焰は思い至る。楽は何度か気き聯れん坑こうに遊びに来ていたが、坊主に会うのはこれが初めてなのだ。話くらいはしなかっただろうか？

『クソ坊主だよ』

　焰は、そう紹介した。楽は坊主を値踏みするように見つめ、

『教わったんじゃないもんっ』

　いきなり怒り出した。

『楽かぐらが考えたんだよ、誰だれかに教わったりしてないよ、楽が自分で考えたんだよ！』

　楽はむきになって言いはった。少し離れたところまで走っていき、そこで怒りの踊りをぶんぶん踊って、丸くなってすねてしまった。坊主は楽をじっと見つめ、不意に大きく笑い、

『──そうか』

　楽に、

『失礼致した。許されよ』

　焰ほむらに、

『しばし出かける。早急に刺しておかねばならん釘くぎが色々とあるでな』

　そう言い置き、猫ねこ面づらの肩にくるりと乗って、その細身の身体からだを立ち上がらせた。緊きん張ちようの糸が途と切ぎれ、焰はその余波に引きずられて、大股で螺ら旋せん階段を登っていく猫面の姿をただ呆ぼう然ぜんと見送った。猫面の姿が闇やみに飲まれる。

　──楽が考えたんだもん。

　ふと、焰はそんな思考を聞いた。振り返れば、楽がまだすねている。

　幽かすかのことは誰にも話すなと、楽にはそう言い聞かせてあった。

　受け売りであることを坊主に見抜かれて怒ったのか、怒ってみせることで得体の知れない坊主の追及をごまかそうとしたのか。焰は後者であると、楽にしては上出来であると思っていた。しかし、坊主が行ってしまった今もこうしてすねているところを見ると、あるいはその両方だったのかもしれない。震しん電でんがすぐそばにしゃがみ込んで、楽の固く丸まった茶色の身体を指でつついている。電波ヒゲから「ぐじゅっ」という感じの思考が漏れる。

『幽と会ってたのか？　どうして黙だまってた？』

『──怒る？』

『何を』

『楽が、幽のとこに遊びに行ってたの黙ってたから、焰は怒る？』

『少しな。危ないことしやがって、とは思ったさ。幽はお尋ね者だし、ヤクザとの付き合いもある。あいつがどんな目にあっても自業自得だが、お前が巻き込まれるのは困る』

　楽は顔を上げた。その表情がだいぶ明るい。

『楽のこと心配してくれたの？』

『まあな』

　そのひと言で楽はあっけなく元気を取り戻し、焰のもとに駆かけ寄ってきた。

『あのね、おみやげのネズミもってきたよ！　いっぱいとってきた！』

　震電が背負っていたリュックサックをひっくり返し、燻いぶしネズミのどっさり入った袋が床に重そうな音を立てて落ちた。楽は遊びにくるたびに、こうして手て土産みやげを持ってくる。

『あ、なにこれなに？』

　楽の目が輝かがやく。日につ光こう月がつ光こうの周りに面白そうな物がいっぱいあることに気づいたのだ。日光も月がつ光こうも「まずい奴やつに目をつけられた」とばかりにさっと視線をそらした。注射器の針は危ないし、周りをうろちょろされたら邪じや魔までかなわない。日につ光こうは楽かぐらに顔をよじ登られ、月光は弱りきった唸うなり声を上げて焰ほむらの助けを求める。

　焰はため息をついた。大はしゃぎしている楽を見つめて思う。

　なんでこいつはここにいるのか。

　幽かすかは、楽が付き合うには危険すぎる相手だ。

　しかし、ヤバさで言ったら自分だって幽に負けてはいない。

　なのに、なんでこいつはここにいるのか。




　転がらない毬まりに、食えないネズミに存在する価値がないように、弱いスパイラルダイバーが息をしていい理由は何もない。

　そう思っていた。

　自分でもずっと不思議だったのだ。弱き戦士は死すべしとまで思っていた自分がなぜ、幽に敗北してなお生き長らえることができたのか。その後もずっと、意外なほど平静でいられたのはなぜか。

　大はしゃぎしている楽を見つめて思う。

　こいつが、そばにいてくれたからなのではないか。

　おかしな奴だった。まるで人気のなかった自分のダイブを、こいつは毎回見に来ていた。多爾[image: こん]ドルゴンとなって街を捨てたら、こいつは荷物をかついで後を追いかけて来た。自分が幽に負けるところをその目で見た後も、こいつはずっと自分の後をついて来た。

　こいつは、負けたおれに価値を認めてくれた。

　大はしゃぎしている楽を見つめて思う。こんなおかしな奴は生まれて初めて見た。思ってもみなかった。転がらない毬や食えないネズミを好きになる奴がいるなどとは。

　ひょっとすると──

　こいつがいてくれれば、自分はもう、戦わなくてもいいのではないか。

　こいつがずっとそばにいてくれれば、自分はもう戦わなくても、普通にやっていけるのではないか。幽に負けた後のあのときのように。もうスパイラルダイブはやめると告げて、こいつがそれでも自分の後をついて来てくれるのなら、自分は、生きていけるのではないか。

　自分はもう、それでいいのではないか。




『楽、あのな、』

　焰のその言葉に月光はくるりと首を回して後ろを向き、頭の上に前後ろ逆さまになってかじりついていた楽の顔がくるりと焰の方を向いた。

『なに？』

　楽かぐらは、頰ほおヒゲを全開にして笑っていた。

　焰ほむらは息を詰めた。

　言った。

『危ない。降りろ』

　バカな考えだ、と思った。

　戦いを間近に控えて気分が高ぶって、ついおかしなことを考えてしまったのだ。

　焰は、螺ら旋せん階段の彼方かなたの闇やみを見上げた。

　覚悟を決めた。

　幽かすかと戦おう。

　檻おりに閉じ込められた天てん使しが、焰の頭の中を見透かしていた。

　幽の挑戦状だった。




　　　　[image: くぎり]




　この時点で、幽の正体を知っている猫は、焰、楽、クソ坊主、岩がん陣じん坑こうの雫しずく、以上の四匹である。ロードランナー風に言えば、「多爾[image: こん]ドルゴン」「ちっぽけな子猫」「霞かすみ坊ぼう」「蒼あお森もり一家総長」ということになる。

　問題。

　前述の四匹のうち、身柄の確保が最も容易で、拷問した場合に最も容易に情報を引き出せ、口封じに殺害した場合に最も後腐れがないのは、誰だれか。




　ずっと後になってからわかったことである。

　焰と坊主は気き聯れん坑こうの街の底で、瓦が礫れきの山や屋台の残ざん骸がいに残置されていた盗聴アンテナ網を発見した。アンテナ網の親ケーブルは床石の継ぎ目に隠され、街の底から六方に延びている回廊のひとつへと続いており、その１００メートルほど奥へいったあたりで切断されていた。焰はダイブの準備のために街を留守にすることがよくあったし、坊主はいることよりもいないことの方が多かった。仕掛けるチャンスは充分にあったのだ。

　ひとつひとつのアンテナ線は発見されないことに重点をおくやり方で設置されていたし、親ケーブルもこの長さでは抵抗が大きい。つまり、盗聴要員は相当のノイズや感度不足に悩まされたはずだが、重要な単語を拾って会話の大まかな内容をつかむことはできただろう。このアンテナ網がいつ設置され、実際にそこからどれだけの情報が漏れ出たのか。その正確なところはもう誰にもわからない。

　ロードランナーは、聞き耳を立てていた。

　ある種の話題は、つきつめて語れば最後には血を見るのだ。




　　　　[image: くぎり]




　双子の十七、決戦前夜。




『へんしんっ！』

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、眩まばゆい閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　そして楽かぐらは目を覚ました。毛布が詰め込まれた柱時計の寝床の中で、うつ伏せになって手足をおっ広げた格好のまま、頭をもたげて眠そうに周囲を見回した。普段と何も変わるところのない、コンテナ牽けん引いん車両のコクピットに張ったテントの中の光景。

　しかし、何かが聞こえたような気がする。

　そのせいで目が覚めたような気がする。

　そのとき、車両の外にいる何者かが、コクピットのサイドハッチに再び小石を投げつけた。

　外に誰だれかいる。

　楽は今度こそ完全に目を覚ました。この牽引車両のコクピットをねぐらとするようになってから今まで、楽を訪ねてきた者など誰もいないのだ。恐怖こそ感じていなかったが、猛烈にどこかに隠れたい気持ちになった。寝床から跳ね起き、隣となりの座席に転がっていたヤカンの中に頭を突っ込み尻しり隠さず、じっと息をひそめた。誰だろう、誰だろう、誰だろう？

　再び小石。

　そして、

『ぼくだよ』

　幽かすかの声。

　驚おどろき慌て、ヤカン踊りをしながら座席の下に転がり落ちたはずみでやっと身体からだが抜けた。楽は防水シートの合わせ目に身体を滑り込ませ、サイドハッチに前足をかけて立ち上がり、ガラスがすっかり砕けて縁ふちだけになった窓からそっと顔をのぞかせた。

　すぐそこに、へんな奴やつがいた。

　よくよく見るまでは、楽にはそのへんな奴がクリスマスだとわからなかった。オーバーサイズのコートを着込み、フードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠していた。小さなリュックサックを背負い、右手には発光細菌ランプ、左手にはピクニック用のバスケットを提げている。小柄な怪人といった風情だ。

『幽？　幽でしょ？　バスケットの中？』

　クリスマスがフードをはねのけ、顔をさらし、楽をまっすぐに見つめて「けっ」という表情をした。これに楽はかなりむっとしたが、そのときクリスマスが手にしていたバスケットがごそりと動いた。クリスマスは「今日はケンカしに来たんじゃねえんだよ」とでも言いたげに眉まゆをしかめ、バスケットを両手で抱えてぽんとフタを開けた。幽かすかが床にぼたりと落ちる。

『楽かぐらはあの子きらいって言ったでしょ。あの子がいるなら楽は遊ばない』

　幽はサイドハッチの窓を見上げて、

『大丈夫だよ、何もしないようにぼくがちゃんとコマンドしてるから』

『楽の居場所がどうしてわかったの？』

　この斜行エレベータドームは幽の縄なわ張ばりの内にあり、幽はここに楽が住んでいることなどはずっと前から知っていた。しかし、幽はそう言う代わりに、

『いきなり来てごめん。でも、大事な用事なんだ。今日中でなきゃだめなんだ』

　楽は、はっとした。

　今日中。

　今日は双子十七夜。明日は双子十八夜。

　まだ少し寝ばけていたのかもしれない。忘れていた。幽は明日、焰ほむらと戦うのだ。

　ならば、幽にはするべきことが色々とあるのではないか。こんなときに何をするべきなのかはよく知らないけれど、飛んだり跳ねたり転がったり、バケツの水に顔を突っ込んだり、身体からだをヒモでしばって高いところから飛び降りたり、きっとそういうことをしていなければいけないと思う。

　なのに、それでも今日中に果たさなければいけない用事とは、一体なんだろう。

『出てきてよ。クリスは押さえてるから』

　楽は少しだけ躊躇ためらい、クリスマスをじろりとにらみ、サイドハッチをよじ登って窓から床へと跳んだ。幽が、ふと気がついたように、

『──震しん電でんは？』

　楽は大人っぽさを気取ってさりげないため息をついて見せ、

『また道に迷っちゃったの。震電はネズミ獲とりが上じよう手ずなんだけど、ばかだからすぐに迷子になっちゃうの。待ってればそのうち戻ってくるかなって楽は思ってたんだけど、また捜しにいかなくちゃだめかも』

　クリスマスがどさりとリュックサックを床に下ろし、その動きに楽は驚おどろいて１メートルも跳び退すさった。ビビっていることを押し隠そうとして大声を出した。

『ねえ、なに!?　なんなの!?　幽の用事ってなんなの!?』

　楽の様子がおかしかったのか、幽の表情が少しだけ和らいだ。

　そして、こう言った。

『魔ま法ほうの粉の使い方を教えてあげる』

　楽は呆あつ気けに取られた。

『──そんなの、匂においをかぐんだよ。魔法の粉はいい匂いがするんだもん。だから魔法の粉なんだもん。幽だって匂いかいだことあるでしょ？　いい匂いがしたでしょ？』

『うん。でもあの粉は、いい匂においがするだけのものじゃないんだ。もっとすごい秘密がある』

　容易には信じられない。なにしろ、あれを見つけてきたのはこの自分なのだという自負が楽にはあった。

『魔ま法ほうの粉を取ってきて』

　しかし、結局は好奇心に負けた。楽かぐらは牽けん引いん車両のコクピットに取って返し、寝床の毛布の中に突っ込んで隠しておいたヒモつきの小袋をくわえて戻ってきた。そのときにはもう、粉の秘密を暴く準備は整っていた。うんこ座りをしているクリスマスの前には、大きな水筒と、浅くて底が平らな金属製の皿があった。そして、皿の隣となりに座っている幽の尻尾しつぽの先には奇妙なものが縛しばりつけられていた。針金で作った、幽かすかの身体からだがすっぽり入りそうな大きさの輪っかである。床に置かれたランプが、そこにあるものすべてを妖あやしく照らしていた。

　クリスマスは楽から小袋を受け取ると、口を開いて中身をぜんぶ皿にあけた。そこに水筒の水をゆっくりと加え、手でかき混ぜる。それを見た楽は途端に失望した。同じ実験を、ずっと昔にやったことがあったのだ。

『──なんだ、楽は知ってるもんそんなの。もっと振ったりかき混ぜたりしないとだめなんだよ。瓶とかに入れてがしゃがしゃ振らないと、ちょびっとしかぶくぶくしないよ。楽は知ってるんだもん』

　幽は、尻尾の先につけた輪っかを皿の「魔法液」に浸した。

『じゃあ、これは知ってる？』

　そして、幽は跳ちよう躍やくした。

　空中で身体をひねり、ふわりと尻尾で弧を描いた。輪っかが通りぬけた空間にトンネルのように大きなシャボン玉が生まれ、ランプの明かりを複雑に反射してきらめいた。シャボン玉はふたつに分かれ、すぐに三つに分かれて宙を漂った。

　楽は魂を抜かれた。

　ただただ、宙に舞うシャボン玉を見つめていた。

　幽は、輪っかを魔法液に浸しては跳躍を繰くり返した。そのたびに、大きなシャボン玉が次々と生まれる。そのひとつが楽の鼻先に漂ってきて、頰ほおヒゲにぽかんと弾はじけた。楽は驚おどろいてひっくり返り、それで緊きん張ちようがとけた。楽は夢中になって幽を追いかけ、幽の真ま似ねをして跳ね、シャボン玉に跳びつこうと前足を振り回した。

　そして、幽の最後のきめ技は、楽の心を奪った。

『思いっきりジャンプして身体を丸めて！』

　幽が叫んだ。楽は何も考えずにその通りにした。太い足で床を蹴けり、これ以上はできないという高さまで跳ねて身体を丸めた。幽は楽の動きに完かん璧ぺきにタイミングを合わせて跳躍し、楽の身体をすくい上げるように輪っかを動かし、空中で身をよじってシャボンのトンネルを切った。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことだった。

　楽かぐらは、大きなシャボン玉の中にいた。

　どんなに目を見開いても楽にはそのことが信じられず、尻尾しつぽの先が触れてシャボン玉が壊こわれてしまってからもまだ信じられず、身体からだを丸めたまま床にべちゃんと落ちてもまだ信じられずに、手足を広げて這はいつくばったまま幽かすかを見つめていた。真ん丸に見開いた目で、幽に尋ねた。

　見た？　楽はほんとにしゃぼんの中に入った？

　幽は得意げに笑って、言った。

『大成功』

　幽と楽の周囲で、宙に残っていたシャボン玉が、ひとつひとつ地に落ちて消えていく。

『やってみる？』

　楽はその場で転げ回っていた。「やりたい」と言いたいのだが、やりたすぎてもう口もきけない。クリスマスが楽をふん捕まえ、尻尾の鈴りん銭せんを外し、幽の尻尾から外した輪っかを縛しばりつける。その間にも楽は走り出したくて、足をばたばたさせている。

『液をあんまりつけ過ぎないで、輪っかをゆっくり動かす。それがコツだよ』

　そんなアドバイスは耳の曲がり角にも入らない。楽は輪っかをばしゃんと皿に突っ込み、いきなり尻尾を振り立てて全力疾走した。輪っかに張っていたシャボンの膜が割れてしまう。すぐさま皿に取って返し、再び輪っかを液に浸してあたりを走り回る。輪っかからシャボン玉が生まれるところが見たくて走りながら身をよじるので、同じところをすごい勢いでぐるぐる回っている。もう少し輪っかをやさしく動かさないとだめだ、と幽は言おうとした。しかし、楽の表情を見て、余計なことを言うのはやめた。ちっともうまくいかないもどかしさがアクセントになった、満面の笑みだった。

　楽の最初のシャボン玉が宙に舞ったのは、はたして、何度目の挑戦のことであったのか。

　幽とクリスマスとランプの光が見つめる中、楽は跳ちよう躍やくし、ふわりと身体を回して尻尾を振った。トンネル型の大きなシャボンが生まれ、それはすぐに三つに分かれた。楽は着地に失敗して床にへばりつき、それでもくるりと背後を振り向いて、そのときにはまだ三つのシャボン玉のうちのひとつが生き残っていた。

　楽は、声を限りに叫んだ。

『できた───────────────────────────────────っ!!』

　その瞬しゆん間かんに、幽のやり残した仕事がまたひとつ終わった。

　楽はコツを飲み込んだ。電波で笑いながら、次々とシャボン玉を作り出しながら、ランプの光の中で喜びの踊りを踊る。クリスマスにそっとコマンドを飛ばし、幽は何度も何度も後ろを振り返りながら、楽の踊る斜行エレベータドームを後にする。夢中になってシャボン玉と踊る楽は、幽とクリスマスがいなくなったことにまだ気づかない。

　幽は、覚悟を決めた。

　焰ほむらと戦おう。

　その結果として、どちらかが死ぬかもしれない。

　結果として誰だれが生き、誰が死ぬのか。明日の今ごろには、その結論はとっくに出ているはずだった。

　幽かすかは最後にもう一度だけ振り返り、シャボン玉と踊る楽かぐらの姿を見つめた。

　それが、最後のスカイウォーカーの見た、楽の最後の姿だ。

　まともな死体が残るほどまともな死に方が、楽にはできなかった。




　楽は、動どう煉れん坑こう駐ちゆう屯とん軍ぐんのロードランナーに殺された。
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　双子の月、十八番目の夜が来た。

　十八匹の腐りネズミが約した、白と黒を決する戦いの日だった。




　　　　[image: くぎり]




　葬式が始まる。全身にネズミの血で化粧を施した蒼あお森もりの戦坊主が三匹、三角形の陣を組み、中心にすえた死体をにらみ、メートル波の勇壮な弔い歌を吼ほえるように歌っている。「戦歌」と呼ばれる十六進念仏だ。三匹は念仏の桁けたがひとつ繰くり上がるたびにワイヤーを巧みに使って身体からだを回転させ、尻尾しつぽの先に吊つるした錨いかり型の斬ざん魔ま刀とうを振りたてて周囲の悪あく霊りようを威圧する。

　幽の身体は身動きひとつしない。

　ずいぶん勇ましい葬式だった。幽の真下にはさらにもう二匹の戦坊主がいて、注し連め縄なわで固定した大きな太鼓を重々しいリズムで叩たたいている。注連縄には無数の札とともに無数の鈴が結び付けられており、太鼓の鼓動に合わせて時雨しぐれのような音を響ひびかせる。

　葬そう儀ぎの間、死人は決して動いてはならない決まりだ。幽かすかは動くまいと努めてはいるが、どうしても尻尾しつぽがぴくぴく動いてしまう。あの太鼓が悪いのだ。太鼓が打ち鳴らされるたびに闇やみが震ふるえ、その振動が尻尾にビリビリと伝わってくる。それがくすぐったくてたまらない。病気になりそうだ。さっき坊主につけてもらったばかりの戒名札のピアスもひどく気になる。焰ほむらの奴やつ、こんなものつけてよく平気でいられるな、と思ってしまう。

　戦坊主というのは本来、斬きり込み隊の猫たちの葬儀を執り行い、勇ましい戦歌で煽あおりに煽って、死をも恐れぬ無敵の戦士に仕立て上げる職人たちだ。大集会の坊主は「死は恐ろしいものではない」と説くが、戦坊主は「お前なら立派に死ねる」と説く。「客層」の差からくる当然の違いと言えるが、方法が違うだけでやっていることは同じだ、と幽は思ったりもする。

　やがて、尻尾のビリビリも止やんだ。

　鼓動と時雨しぐれに縁ふち取どられた坊主たちの歌が、螺旋階段スパイラルの闇やみを渡って消えていった。幽の目隠しが取り去られ、陣を組んで歌っていた三匹が幽に向かって口々に「押お忍す」とつぶやいて挨あい拶さつをし、身を翻ひるがえして去っていく。祭具が手際よく撤てつ収しゆうされ、幽はひとりになった。頭上に浮かぶ四つのシャンデリアの光が、螺旋階段の中にあってはあまりにもちっぽけな幽の身体からだを、実に頼りなく照らし出していた。

　螺旋階段の奥底を見下ろした。

　多湿な気流が流れ込みでもしたのか、螺旋階段の虚空には無数の黴かび玉だまが漂っていた。空気中の塵ちりを核にして成長する球形の黴のコロニーだ。小はうっかりすると口の中に入ってしまいそうなものから、大は直径数メートルに達するものまである。この大きさにまで成長するには何十年もかかると言われ、その間に様々な生物が内部に住みついて、ついにはひとつの独立した生態系を有するまでになる。大きな黴玉は妖よう怪かいの住すみ処かであるとも言われており、中ちゆう心しん柱ちゆうの猫たちは黴玉の群れを運んでくる多湿な気流を嫌い、市場の周囲に大きな風堤を建設したりする。

　そんな黴玉がぶよぶよと漂う闇の奥底で、焰の葬式はまだ続いていた。

　白い身体が遠く浮かび上がっている。その周囲の闇を坊主たちがくるくると踊っている。その背後の闇に四基のカタパルトが沈んでおり、壱いち号と四号の射出レーン上に日につ光こうと月がつ光こうの姿が見えた。呆あきれるほどの、長すぎるくらいの大おお槍やりを手にしている。

　──なるほど。

　微笑ほほえましいくらいに素直で、恐ろしいほど有効な武装の選択だ。いかにも焰だと思う。

　螺旋階段に口を開けた洞をひとつひとつ見ていく。どうやら、少ないながらも見物客はいるらしい。ぼんやりとした発光細菌の明かりを湛たたえている洞がいくつもあった。しかし、そのどれもがランプに覆おおいをかけていると思おぼしき薄うす暗ぐらいもので、いかにもおっかなびっくりという感じがする。客のいる洞は幽の側に多く、焰の側にはまるでなかった。やはり多爾[image: こん]ドルゴンが恐ろしいのか。ときおり洞の口から命知らずが顔をのぞかせ、闇にほの赤く光る目で幽を見つめてくる。無む謀ぼうな挑戦者の面つらを拝んでやろうというのか。

　──楽かぐらは？

　幽かすかは楽の姿を捜してあちこちの洞に視線を走らせた。しかし、それらしい姿は見つからない。遥はるか奥底の、焰ほむらのすぐ近くの洞にいるのかもしれないと思う。焰の側の洞は闇やみ一色だが、楽はランプを持ってきていないというだけかもしれない。たぶんそうだろう。楽がこちらの側に来て、何か言葉をかけてくれるなどと期待するのは無駄なことなのだ。

　空気時計の鐘かねが螺旋階段スパイラルを揺るがせた。

　最後の二分を刻む音が聞こえ始める。洞から見物客たちのざわめきが漏れ聞こえた。闇の底で焰の葬式が終わる。坊主たちが引き上げていく。一秒が刻まれるたびに、頭から尻尾しつぽの先までに震ふるえが走る。

　鎖くさりを蹴けった。

　身体からだを反転させ、壱いち号カタパルトを台座に固定しているワイヤーの一本に尻尾を巻きつけ、くるりと方向を変えて、射出レーンにべちゃりとしがみつく。冷たい鋼こう鉄てつのフレームを蹴り、クリスマスの肩に爪つめを立てた。

　クリスマスが肩の上の幽を振り向き、いつになく不安げな顔で、

「七時をお知らせします六時をお知らせします。午後から各地で天気が崩れ始めます。接近中の熱帯低気圧は用法用量を守って正しくお使いください。五時をお知らせします」

『落ち着いて。大丈夫だよ、ぼくのコマンドの通りに動けばいいんだ。絶対に負けない』

　幽は武者震いを押し隠し、クリスマスの頰ほおに頭をこすりつけた。

　クリスマスの髪は今、無重力に泳いで視界をふさぐことがないようにバンダナでまとめられている。いつもの赤いつなぎを着ているが、要所要所にアーマープレートが太いナイロンのヒモで縫ぬい付けられている。ミューテーションダンパーを背負い、螺ら旋せん状のケーブルを引く脊せき髄ずいプラグは後頭部の付け根に刺し込まれ、ロッドメイスは相手に叩たたかれても簡単に弾はじき飛ばされてしまうことがないように、手首をベルトに通して右手に握られていた。腰のホルダーには予備のメイスも固定されている。

　そして、何をおいても奇妙なのは、射出レーンのシートには巨大なクマのぬいぐるみがハーネスで固定されており、クリスマスは射出方向に背を向けてそのぬいぐるみにしがみついていることだった。

　背中のミューテーションダンパーが邪じや魔まになって、クリスマスはシートに直接は座れないのである。

　スパイラルダイブにはっきりしたルールは何ひとつない。必ずカタパルトで射出されなければいけないという決まりもない。しかし、クリスマスの勝機はスピードにある。カタパルトの初期加速は絶対に欲しい。そうした事情からこの奇策が生まれた。射出シートにどでかいぬいぐるみを乗せ、クリスマスはそのぬいぐるみにしがみついた状態で射出してもらうのだ。あとはぬいぐるみを捨て、ミューテーションダンパーで身体の向きを変えればいい。

　その後に何が起こるのかは、誰だれにもわからない。

　幽かすかはワイヤーブレードのリングに頭を通す。

　輪っかのついたヒモを後足で引いて、リングを首に固定する。

　秒読みが続く。

　幽の身体からだの震ふるえがぶり返す。四つの足と尻尾しつぽがまるで勝手な意思を持っているかのように飛び跳ねる。焰ほむらと初めて戦ったあのときには、こんなに緊きん張ちようはしなかった。

　これが最後だ。

　時報をひたすら繰くり返すクリスマスを尻尾でくすぐって宥なだめた。コマンドを飛ばしてミューテーションダンパーに火を入れる。幽はクリスマスの肩の上でくるりと身体の向きを変え、赤いつなぎに深々と爪つめを立て、螺旋階段スパイラルの底に息を潜ひそめる最強の多爾[image: こん]ドルゴンに金きん色いろの視線を向けた。

　遥はるかな距離を隔てて、焰と目が合った。

　あと三十秒。

　武者震いが止まらない。




　遥かな距離を隔てて、幽と目が合った。

　壱いち号の射出レーン上には月がつ光こうが、四号の射出レーン上には日につ光こうがいる。両機とも防ぼう刃じんギアに身を固め、長大な槍やりを手にしている。分厚い合成皮を無骨に縫ぬい上げて作ったプルブレイク型のホルスターを肩に掛けており、両の脇わきに加速剤の注射器が二本ずつ収められている。槍の穂ほ先さきはシャンデリアの光を受けて鈍い虹にじ色に輝かがやき、タングステンの竿さおの尻しりには４キロ半のウエイトが取りつけられていた。

　焰は月光の肩の上にいる。螺旋階段の底に視線を向けている。

　妖よう怪かいが住む玉が漂う闇やみの奥底の、幽とクリスマスをじっと見つめている。

　──それにしても、なんだありゃ。

　クリスマスが何か奇天烈きてれつな代しろ物ものを背負い、こちらに背を向けて、茶色くて大きな物にしがみついている。たぶんぬいぐるみか何かだ。まるで、ダイブをいやがってぬいぐるみにかじりつくクリスマスを丸ごと引きずってきて、強引に射出シートにくくりつけたかのような有り様だった。あの背中の代物が邪じや魔まになってシートに座れないから、というのがたぶん本当のところなのだろうとは思ったが、問題はあの背中の代物の正体がわからないことだ。何かの機械で、リュックサックのように背負えるようになっていて、三本の長い棒状のものが突き出ており、その先端には厚い皿のようなものが取りつけられている。

　それ以上は、遠目にはわからない。

　疑問を振り払う。戦えばいやでもわかることだ。

　焰はこれが最後のつもりで、あちこちの洞を見回した。楽かぐらと震しん電でんの姿はどこにもない。螺旋階段入りしたときにも楽の姿はなかったし、クソ坊主の葬式が始まって目隠しをされ、葬式が終わって目隠しを外せば、どこかそのへんの洞に楽かぐらと震しん電でんの姿があるはずだと思っていた。あのときのように、闇やみに薄うす赤あかく光る目でこちらをじっと見つめていると思っていた。

　なのに、楽も、震電も、どこにもいない。

　ふと思う。──まさかあいつ、螺旋階段スパイラルのこちらの側ではなくて、幽かすかの側の洞にいるのか？

　まさか、とは思ったが、次第にありそうなことに思えてきた。楽はまだ子供だし、ときどき突拍子もないこともするし。クソ坊主も楽の姿が見えないことを気にしている風だった。葬式を終えると、「どこかそのへんの洞にいるのだろうから捜してくる」と言い置いて、そそくさと立ち去ってしまった。

　あと十秒。

　余計なことをそれ以上考えるのはやめた。その途端に、鋭するどい緊きん張ちようが尻尾しつぽの先までを貫いた。全身の毛が逆立っていく音が聞こえるような気がする。焰はワイヤーブレードのリングを締しめ直し、月光の肩にしがみつき、遅々として進まない秒読みに耐えた。

　最後の五秒だ。

　この五秒間が過ぎたら、あいつと戦っていいのだ。

　もう、何も悩まなくていいのだ。

　顔が笑っているのが自分でもわかる。

　空気時計が時を刻み、焰の脳裏からすべての思考が蒸発し、情けも容赦もなく、最後の一秒がやって来た。




　戦いの始まる鐘かねの音を、クソ坊主は螺旋階段の洞を結ぶ通路の中で聞いた。

　カタパルトの弾はじける振動が空気を震ふるわせ、狭い通路の壁かべに跳ね返って坊主の背中に追いついてきた。坊主はわずかに身を縮ちぢめ、一いつ瞬しゆんだけ足を止めて闇を漂うに任せ、道中の安全を祈願する祈りを短く唱えた。腹に力を込め、顔を上げ、背後に続く猫ねこ面づらにコマンドを食わせて、再び壁を蹴けった。

　いくつもの洞をめぐった。

　ようやく最初の見物客を見つけた。乞食こじきとひと目でわかる風体の、二匹の年老いた猫だった。黴かびでべろべろに酔っ払って、あちこち悪いところがあるらしい身体からだを無様に痙けい攣れんさせて宙に浮かんでいた。辺りにはでたらめな紋様の描き込まれた数枚の安っぽい皿が漂っている。螺旋階段の周辺でよく売られている「力の皿」である。皿に描き込まれた紋様にはダイバーたちの身体からあふれた生気を溜ためる力があり、後にこの皿に水を入れて飲めばどんな病気も怪け我がもたちどころに消え失せる、というやつだ。悪質な詐欺として大集会に売買を禁じられてからも、特に貧民層にはこの皿を鬻ひさぐ怪しげな物売りの姿はなくならなかった。

　こやつらに聞いても無駄だ、と坊主は思った。

　いくつもの洞をめぐった。

　次に見つけた見物客もまた、見るからに栄養の悪そうなチンピラが三匹だった。突然の僧そう正じようの闖ちん入にゆうに驚おどろき、三匹は洞の天てん井じようまで飛びすさった。

『茶ちや虎とらの子猫を見なかったか。名前は楽かぐらと言って、牝めすで、尻尾しつぽに鈴りん銭せんをつけておって、間抜けな木で偶くの坊を相棒に連れておるはずなのだが』

　チンピラ三匹は、そんな奴やつは見ていない、と声をそろえた。と、チンピラの一匹が螺旋階段スパイラルを振りかえって、

『おい見ろよあれ！　あんな距離でちゃんと電波届くのかよ？』

　いくつもの洞をめぐった。

　牝と乳ちち繰くり合っている太った灰色の猫がいた。灰色猫は坊主を追い払おうとしたが、猫ねこ面づらの物ぶつ騒そうな見てくれは充分に物を言った。坊主は尋ねた。茶虎の子猫を見なかったか、と。名前は楽と言って、牝で、尻尾に鈴銭をつけていて、間抜けな木偶の坊を相棒に連れているはずなのだが、と。

　誓ってそんな猫は知らない、と灰色猫は言った。

　いくつもの、いくつもの、いくつもの洞をめぐった。




　震しん電でんは、道に迷うと必ずやることがある。楽の前の主人である「活動のおじい」に習った、正しい帰り道を見つける方法である。

　まず、Ｌ字型に曲げた太くて長い針金を二本用意する。この針金を両手に持って、胸の前に構えて歩く。それだけ。とても簡単。震電にもできる。分かれ道にさしかかると、この針金がひとりでに動いて正しい道を示してくれるのだ。

　だから、昨日ネズミを獲とりに出て、帰り道がすっかりわからなくなってしまっても、震電は少しも慌てなかった。備えがあれば憂うれいはないのだ。これぞビッグの余裕というやつである。震電はＬ字型の針金を取り出し、両手に構え、頭をぐるりと一周させ、何の根拠もなく「たぶんこっちだ」と決めた方角に向かって歩き始めた。分かれ道にさしかかり、左右の針金のどちらかがついっと動いて正しい道を示すたびに、震電は目をぴかぴかさせてその方向に歩いた。

　そして、ほとんど半日がかりで、ついに斜行エレベータドームに帰りつくことができた。

　震電は大喜びした。今回のネズミ獲りはまれに見る大漁だったし、早く楽に自慢したかった。テントが張られている牽けん引いん車両の残ざん骸がいへと駆かけ寄ろうとして、震電はふと足を止めた。

　牽引車両の近くに、これまで見たことのない物が放置されていた。

　透明な液体の入った瓶と、底の平らな金属の皿。皿の中には少し濁にごった感じのする液体が入っており、丸い形に曲げた針金が突っ込んである。すぐそばには魔ま法ほうの粉の小袋が空っぽになって落ちていた。

　震電は小袋を拾い上げて、目をぴかぴかさせた。

　それでも、震電はさして不審には思わなかった。楽が新しい遊びを発明したのかもしれない。牽けん引いん車両にのしのしと歩み寄り、コクピットのサイドハッチを開け、防水シートをめくった。

　楽かぐらは、いなかった。

　中の様子は普段とどこも変わってはいない。あちこちの物陰をのぞいてみたが、楽はどこにもいない。

　どこへ行ったんだろう。

　きゅるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　サイレンを鳴らしてみた。近くにいれば聞こえるはずだ。

　しかし、返事はなかった。しばらく待ってみても、楽が戻ってくることはなかった。

　ぴか。

　震しん電でんは思い出す。

　今日は、双子十八夜ではなかったか。スパイラルダイブの当日ではなかったか。

　震電は拍子抜けした。ならば、楽がここにいるはずはない。中ちゆう心しん柱ちゆうの螺旋階段スパイラルにとっくに出かけてしまったはずだ。ひとりで大丈夫だろうかと震電は少しだけ心配になったが、街にたむろするひと山いくらのジャリどもならいざしらず、楽なら滅めつ多たなことはあるまいという結論を下した。震電は次なる問題に果敢に挑む。さて、では自分はこれからどうしよう？　ダイブを見に行きたい気もするが、せっかくネズミをどっさり獲とってきたのだから、楽が戻ってくる前に腸はらわたを抜いて燻いぶす仕事を済ませておくべきかもしれない。

　そのとき、震電はやっと、それを見つけた。

　楽の鈴りん銭せんが、柱時計の寝床の中に鈍く輝かがやいていた。

　震電は困惑した。

　楽は、鈴銭を外してスパイラルダイブ見物に出かけたということだろうか。楽は鈴銭を自分で外すことはできても、もう一度身につけることはできない。震電にヒモを結んでもらわなくてはならない。どうして楽は鈴銭を外したのだろう。楽のお気に入りなのに。お金なのに。

　お守りなのに。

　寝床の毛布の上に置かれた鈴銭を見つめているうちに、震電の頭の中で何かが起こった。一種のバグだったのかもしれないし、頭の隙すき間まから入り込んだゴキブリの子供が回線に触れてショートを引き起こしたのかもしれない。震電は思うのだ。鈴銭がうっかり外れてしまうことだってあるだろうし、楽は後で震電につけてもらおうと思って、外れてしまった鈴銭をなくさないように寝床の中に入れておいたのかもしれない。ちゃんと説明はつくのだ。

　しかし、震電は、腰に巻きつけた物入れに鈴銭をしまって、牽引車両のコクピットを出て、Ｌ字型の針金を両手に持って、楽を探しに出かけた。

　帰り道を教えてくれる針金だ、と活動のおじいは言っていた。しかし、帰り道がわかるのなら楽の居所だってわかるだろう。そんな気がした。震電は単純にそう考えた。

　震電は針金を手に、斜行エレベータドームの中をうろうろと歩き回った。

　やがて、針金が一本の斜行エレベータ坑の方向についっと動いた。

　震しん電でんは目をぴかぴかさせ、エレベータ坑の床に飛び降りて、遥はるかな奥底へと続いている銀色のレールに沿う階段を降りていく。




　　　　[image: くぎり]




　まず、日につ光こうがカタパルトから射出された。

　生身の猫を肩に乗せていないことに物を言わせた、常軌を逸した大加速での突とつ撃げきだった。長すぎる槍やりに空気が裂けて笛のように鳴り、闇やみに浮かぶ黴かび玉だまが巨体の風圧で弾はじけ飛んだ。焰ほむらは月がつ光こうの肩の上で目を血走らせ、牙きばを砕けそうになるまで嚙かみしめて、ともすれば精度を失ってバラけそうになる膨ぼう大だいな量のコマンドを押さえ込んだ。日光はわずか二秒足らずで螺旋階段スパイラルの三分の二を駆かけ抜け、闇の底から射出されてきたクリスマスと軌道直交ヘツドオンした。

　そのとき、クリスマスがやっとクマのぬいぐるみを蹴けり捨てた。

　まだ焰にも日光にも背を向けている。ただ、肩の上で金きん色いろの目だけが輝かがやいている。

　日光が襲おそいかかる。その視覚を焰が共有している。虚空に浮かぶクリスマスが止まっているように見える。ワイヤーつきのアンカーを七本飛ばしてわざと重心位置をくずし、日光は長大な槍を逆手に構え、自らの運動量すべてを切っ先に込めてクリスマスの後頭部を狙ねらった。

　クリスマスが肩越しに振り向いた。

　その顔に浮かぶ壮絶な笑みを、焰は見た。

　交差は一いつ瞬しゆんだった。

　その一瞬で、クリスマスの身体からだはワイヤーにも足場にも頼らずに、まったくの虚空の中でぐるりと正面を向いた。音に近い速度で迫り来る長大な槍の切っ先をせせら笑い、ロッドメイスを反作用を使って魔ま法ほうのように左半身へと体たいを入れ替え、短く構えたメイスのウエイトに肘ひじを当て、ろくな力も込めずに槍の穂ほ先さきを左に弾はじいた。同時に右の踵かかとで槍の竿さおを蹴って逃げる。

　一瞬が終わった。

　日光はそれでもあがいた。ウエイトの重さを使って槍を振るい、竿を背中に回し、引きずっていたアンカーのワイヤーに足をかけて身体を振り回し、逃げるクリスマスの喉のど笛ぶえを捕らえようとした。穂先の鍵かぎ穴あなが空気を引き裂いて真空を作り、長い長い蒸気の軌跡を引き、しかしクリスマスはその軌跡からも逃げ果せた。

　遠ざかる。

　クリスマスと日光が滅茶苦茶な相対速度で離れていく。焰の共有視覚の中で、クリスマスの赤が吹っ飛ぶように闇に登っていく。

　──なるほど。

　その一瞬の会敵で、焰は納得した。クリスマスは虚空にあって体勢を意のままにした。足場の鎖くさりを蹴けることもなく、ワイヤーの張力を使うこともなく。焰ほむらも一応は驚おどろいている。しかし、それ以上の情動は今の焰の心の中には湧わき起こらない。戦うことだけに心の力のほぼすべてを費やしている。今の焰はたとえ足一本切り落とされても、その痛みを「危険度の量」として丸まる吞のみするだけかもしれない。

　やはりあの背中の機械だ、と焰は思う。

　三本のパイプが突き出たリュックサック。パイプの先に取り付けられた円えん盤ばんにはある程度の重さがあって、あれを回転させたその反作用で身体からだを回しているのだ。三本のパイプは「縦たて」「横」「高さ」の三つの軸であり、その先端にある三つの円盤の回転をうまく組み合わせれば、自由自在に身体を回せる。

　同じ物を見たことがある。ストーリーメイカーの壁へき画がの中で。

　二百年ほど昔に不敗を誇った白はつ忌き丸まるという多爾[image: こん]ドルゴンとその相棒の射ぬ干ば玉たま。射干玉の背に生えていたという「車輪の翼つばさ」。

　頰ほおヒゲが開き、焰の顔が笑った。

　楽しい。

　こんなに楽しいことはない。

　これからだ。初しよ撃げきでカタがつくとは端はなから思っていない。

　焰の顔が高速制御に小さく痙けい攣れんする。クリスマスとすれ違った日につ光こうが減速行動を開始する。日光はアンカーをばら撒まき、足場の鎖を幾本も引きちぎりながら、カタパルトに与えられた巨大な速度を落としていく。その巨体が大きな黴かび玉だまに突っ込み、胞子の爆ばく煙えんが巻き上がり、球形を維持していた菌糸の骨格が砕けて飛び散り、中に巣食っていた星の数ほどの巨大な線虫が一斉に飛び出した。それでも日光の落下は止まらず、反対側のカタパルトの「参さん号」と書かれた八角形のプレートに激突してようやくすべての運動量を殺し切った。

　そして、

　焰を肩に乗せた月がつ光こうは、いまだに壱いち号の射出レーンの上にいた。

　焰には月光を射出するつもりなど、最初からなかったのだ。

　闇やみを駆かけ上ってくるクリスマスの挙動に、一いつ瞬しゆんの迷いが生まれた。

　幽かすかが仕掛けに気づいた。

　その遥はるか背後の闇で日光が蠢うごめく。閉所を求めて防ぼう刃じんギアの中にもぐり込もうとする線虫を払い落としもせず、めくれ上がったプレートの端をつかんでむくりと身を起こす。

　日光と月光が螺旋階段スパイラルの両端に分かれ、飛ひ翔しようを続けるクリスマスを挟んだ。

　──いくか。

　焰がコマンドを放った。

　螺旋階段の両端で、日光と月光が同時にカタパルトの射出レーンを蹴った。クリスマスの背後を取った日光は渾こん身しんの力を込めて、焰を肩に乗せた月光は虚空に歩み出すかのように。両機は長大な槍やりを構え、急速にその包囲を狭める。




　幽かすかの迷いは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　挟まれたと気づいた瞬間、クリスマスから不安げな質問信号が来た。幽もほんの一瞬だけ、ワイヤーを使って速度を殺す誘惑に駆かられた。しかし、幽はコマンドを変えなかった。

　このまま月がつ光こうに突とつ撃げきする。

　幽は背後を振り向き、日につ光こうが追ってくることを確認する。脚力だけの跳ちよう躍やくだ。カタパルトで射出された運動量をほとんどそのまま残しているクリスマスよりは遅い。このまま月光に襲おそいかかって強引に至近距離の乱戦に持ち込み、日光が追いついてくるまでに焰ほむらを倒せればベストだ。焰は防御に重点を置き、日光が追いついてくるまでの時間を稼かせごうとするだろう。

　そうはさせない──そう思ったとき、焰の直接照準が来た。

　意外だった。向こうもこちらを真正面から迎え撃うつ気でいる。電波ヒゲからの電波の反射を月光に受信させ、距離をミリ単位で計測させて、間合いに入った瞬間を叩たたくつもりだ。幽は焰の照準波にゴーストを突っ込んでジャミングしてやろうとした。そのとき、月光が右手を脇わきのホルスターに滑り込ませ、金属製の筒のようなものを取り出した。

　大きな注射器だった。

　月光は注射器を逆手に握り、コルクのついたままの針を左肩の外骨格の隙すき間まに根元まで突き立てた。プランガーを一気に押し込み、針を引き抜きざまに注射器を放り捨て、月光は獰どう猛もうな唸うなり声を漏らし、

　そのとき、クリスマスが月光の槍の間合いに突入した。

　時間が粘性を帯びた。

　月光が光のように動いた。

　槍を水平に振るった。巨大な胴刃が幽の視界の外から跳ね飛んできた。「必ず当たるし必ず死ぬ」という物理法則でもあるかのような刃の動きだった。逃げようのないタイミングを完かん璧ぺきに捉とらえ、残像の軌跡に触れただけでも肉を裂かれそうな速度で、月光はクリスマスの胴を左から狙ねらった。

　それでも幽は逃げた。

　クリスマスはメイスで槍の軌道を斜めから押さえ込むように叩き、その反動で身体からだを上に逃した。あまりの衝しよう撃げきにメイスのグリップから手が離れた。手首のベルトがメイスをどうにか繫つなぎ止めたが、それが仇あだにもなった。右手の中指と薬指にベルトが巻きつき、付け根から折れて真横を向いた。クリスマスからのエラーは無視する。どうせ指だ。こんな状況では何をする暇もない。衝撃で身体にスピンがかかってはいるが、速度が死んだわけではない。槍の間合いのさらに内側に入り込み、メイスのきれいな一発をぶち込めば形勢は一挙に逆転する。

　幽が吼ほえた。

　因いん縁ねんと共に、三本のワイヤーブレードを放った。

　焰ほむらを狙ねらった。一本が本命、二本は逃げ道をふさぐため。しかし、当たるか当たらないかなどは大した問題ではない。右手からベルトを引き抜いて、メイスを左手に持ちかえる時間さえもらえればそれでいい。クリスマスは身体からだのスピンをダンパーで押さえ込み、メイスのグリップに左手をかけ、

　そして、焰も同じことを思ったらしい。

　その三本のワイヤーブレードが当たるか当たらないかなど、大した問題ではない、と。

　焰は、ワイヤーブレードを避さけようともしなかった。月がつ光こうは横ざまに振るった槍やりを頭上で回転させ、目前に迫ったクリスマスめがけて斜めに打ち下ろした。

　槍の尻しりに取り付けられた凶悪なウエイトが、クリスマスの上半身を襲おそった。

　クリスマスはどうにかメイスのグリップでウエイトを受けた。が、角度をつけて受け流す余裕などありはしなかったし、クリスマスの腕力がどうにかできるような一いち撃げきではなかった。クリスマスはメイスのグリップごしに側頭部を打たれ、月光の左後方に弾はじけ飛んだ。

　今度のエラーは洒しや落れにならなかった。

　幽かすかはダンパーの制御をクリスマスの延えん髄ずいから奪い取り、懸けん命めいに身体の回転を止めた。クリスマスはクリスマスで脳内の死んだバスを次々と切り離し、まるで動かなくなった左半身を一秒と少しで復活させた。アンカーを投げ、上半身ぜんぶを使ってワイヤーを引き、壁へき面めんに叩たたきつけられる寸前に身体の流れる方向を変えて、無人の洞に転がり込んだ。ダンパーのＹ翼よくが嫌な角度で床に接触した。軸が歪ゆがんだかもしれない。

　アンカーをもう一本使って、クリスマスの身体はようやく静止した。

　ワイヤーを引いてくるりと身をひねり、床に足をついて立ち上がった。

　幽はクリスマスと共に、洞の外に視線を向けた。

　洞の外、真正面の虚空に、月光がいた。

　漂流をぴたりと止めている。槍を手に、少し首をかしげて幽を見ている。ようやく追いついてきた日につ光こうが、ワイヤーで速度を殺しながら月光の背後を固める位置につく。

　そして、月光の肩の上には、頭の左半分を血に染めた焰がいた。

　身体を伸ばし、投げ下ろすように幽をにらんでいた。

　──強い。

　心の底からそう思う。幽がワイヤーブレードを投げた瞬しゆん間かんに、焰はそれを避けることではなく、捨て身の一撃を放つことを選んだ。あのブレードを受けても自分は死なないが、ウエイトの一撃を受ければ相手は死ぬ。そう判断して。

　幽の顔に笑みが浮かんでいく。頭の中の温度は急速に下がり続け、血や肉がまるで介在していないかのような冷静さで次に打つ手を組み上げているのに、顔だけが笑う。

　ざまあみろ、と思う。

　あんたの必殺の一いち撃げきはしのいだ。あんたの囲みからも逃げ果せた。ダメージは五分だ。

　幽かすかの笑みがコマンド媒介されてクリスマスに伝染した。クリスマスは、折れて真横を向いたままの二本の指を左手でつかみ、力任せに引っぱって元に戻した。骨のこすれ合う音が響ひびく。ウエイトの一撃を受けて赤く染まった側頭部の髪をがしゃがしゃとかきむしり、血がべっとりとついた指で、左右の頰ほおに三本ずつヒゲを描く。

　それを見た焰ほむらの顔にも、凶悪な笑みが浮かんだ。

　メイスを構え、クリスマスが吼ほえた。

「な────────────お────────────う────────────!!」

　呼応するように、幽と焰が吼えた。

　殺シヤ───────────────────────────────────っ!!

　クリスマスは床に身体からだを固定していたワイヤーを切断した。目まぐるしい動きで壁かべを蹴けり、床を蹴り、天てん井じようを蹴って、雨あられと投げ込まれるワイヤーブレードをすべてかわしながら洞の外へと飛び出していく。




　背後の闇やみには、誰だれの姿も見えなかった。しかし、逃げても逃げても、オルゴールの音楽が追いかけてきた。

　楽かぐらは、双腕多脚の工作機械の残ざん骸がいが群れをなす、広くて黴かびだらけのドームにいた。ドームの床には深さ１メートルほどの排水用の溝が十文字を描いており、楽はその中に這はい込み、頭がやっと入るような瓦が礫れきの隙すき間まに隠れて震ふるえていた。音楽は今も聞こえる。しばらく前から近づいてこないが、遠ざかってもくれない。

　活動のおじいがいつも言っていた。

　ソウルセイバーはオルゴールの音楽にのって踊る、と。

　初めてそう教えられたとき、楽はまだ小さくて、ソウルセイバーもオルゴールも知らなかった。オルゴールはおじいが持っていたのですぐに見せてもらえたが、ソウルセイバーが何なのかは、ずっと後になるまでよくわからなかった。

　今は、もちろんよくわかっている。

　おじいの教えは、こうだった。

　ソウルセイバーは、大集会の兵隊。異教徒にお仕置きをする。異教徒というのは、大集会の言うことを聞かないやつのこと。大集会に逆らってばかりいるやつは、そのうちにソウルセイバーがオルゴールの音楽にのってやって来てみんな殺してしまう。

　ソウルセイバーは、天てん使しの面を着けた大きなロボット。姿を現すときは決して一体きりではなく、数十体、ときには数百体が一度にやって来ることもある。主を持たず、自らの意思も持たず、俊敏で力強く、集団で襲おそいかかってあっという間に異教徒を引き裂いてしまう。

　ソウルセイバーは、オルゴールの音楽に乗って踊る。ソウルセイバーを操っているのは、御み厨くりやの一族と呼ばれる大集会の猫たち。その正体は誰だれも知らない。ひとつのオルゴールで、大勢のソウルセイバーを手足のように操ることができる。

　楽かぐらは一度だけ、黴かびの森の奥深くでソウルセイバーの姿を目にしたことがある。そのときに楽は、おじいの教えに何ひとつ間違いはないことを知ったのだ。それからしばらくは悪夢にうなされるようになり、変身して返り討ちにできるようになるまでにはずいぶん時間がかかった。

　だから、その音楽が聞こえ、柱時計の寝床の中で目を覚ましたとき、楽は夢の続きでも見ているのかと思ってしばらくぼんやりとしていた。夢から覚めたのに、オルゴールの音楽がまだ聞こえている。いつまでも聞こえている。

　どんどん近づいてくる。

　楽は恐怖に駆かられ、牽けん引いん車両のコクピットを飛び出して、とにかく音楽が聞こえてくるのと反対の方向へと逃げ出した。このときにはまだ、ソウルセイバーの追いかけているのがまさか自分であるとは思っていなかった。おじいの教えに従ってひとまずは逃げたのだ。オルゴールの音楽が聞こえたらとにかく逃げなくてはいけない、殺しを命じられたソウルセイバーは御み厨くりやのお守りを持つ者以外には見境がなくなるから、異教徒と間違えられて殺されてしまうかもしれないから──おじいはそう教えてくれた。

　しかし、すぐにわかった。

　追われているのは自分だった。

　真っ暗な回廊を逃げても逃げても、オルゴールの音楽は、どこまでも楽を追いかけてきた。

　泣きながら逃げた。泣き声を聞きつけられるかもしれないと思ってはいたが、怖すぎてどうしても我慢できなかった。後ろを振り返るのが恐ろしく、振り返らずにいるのはもっと恐ろしく、楽は何度も何度も回廊の闇やみを振り返った。

　誰の姿も見えなかった。

　しかし、音楽は確実に楽を追ってきた。

　悪あく霊りように追われているような気がした。

　どこをどう走ったのかまるで憶おぼえていない。このドームに迷い込んで、とうとう走り続ける力が尽きた。あとは隠れるしかなかった。絶対に見つからないところ。誰にも絶対に見つけられない隠れ場所。

　溝の中に這はい込んで、瓦が礫れきの隙すき間まに身体からだを押し込んだ。

　そして今、楽は震ふるえている。

　突然、何の前触れもなく、音楽が止んだ。

　楽の安あん堵どは一時だけのものだった。すぐに、沈ちん黙もくの恐ろしさが音楽の恐ろしさに取って代わった。どうしていきなり音楽が止んだのか。ソウルセイバーはどこかに行ってしまったのか、それとも、

　すぐ近くから、声がした。

『見つけた』

　何も考えられなくなった。楽かぐらは隠れていた瓦が礫れきの隙すき間まから飛び出した。

　飛び出して、もう、その場から一歩も動けなかった。

　溝の上は、天てん使しの仮面で埋まっていた。数え切れないほどのソウルセイバーが、四つん這ばいになって溝の上に折り重なり、楽をじっとのぞき込んでいた。

　楽は、悲鳴を上げた。




　震しん電でんは、ぴたりと足を止めた。周囲を見まわして目をぴかぴかさせる。

　いまのは、楽の声ではなかったか。

　震電の足が速まる。両手に持ったＬ字型の針金に導みちびかれて、分かれ道を右へ左へと折れた。針金の動きがはっきりしてきた。やっぱり楽はすぐ近くにいるのだ、と思う。

　そして今度は、楽の叫ぶ声をはっきりと聞いた。

　楽は何も知らない。

　楽は何も悪いことはしていない。

　まともな言葉にはなっていなかったが、楽はそんなことを叫んでいた。

　震電は叫び声が聞こえた方向へと走り出した。通路はやがて、壊こわれて上半分がねじ曲がった大きなハッチに行きついた。その向こう側にはどうやら広い空間があって、複数の猫の放つ電波がわんわんと反はん響きようしているのが感じられた。

　震電は足音を忍ばせ、ねじ曲がったハッチの隙間から向こう側をのぞいてみた。
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　クリスマスがメイスを投げ込む。黴かび玉だまが爆ばく散さんし、胞子の煙が水にこぼした血のように膨ふくれ上がり、うんざりするほど大量の虫が一斉に飛び散る。煙が濃こすぎて目を開けていられない。焰ほむらは月がつ光こうの視覚に乗っかり、その瞬しゆん間かんに、自分の左前足の付け根に幽かすかのワイヤーブレードが突き刺さった音を聞く。突き刺さったブレードの角度から幽の未来位置を勘で逆算し、ブレード四枚を一度に放って反はん撃げきする。幽がさらに反撃、うち一本が、月光の喉のど元もとの装甲の隙間に滑り込んで突き立った。ワイヤーがものすごい力で引かれ、焰は月光の肩に懸けん命めいにしがみついて、刃先の返しが肉を抉えぐって去っていく感触に耐える。

　焰は毒づく。

　煙の中にいるのはマズい。

　あっちのブレードは細刃でこっちのは広刃だ。広刃のブレードは振り回して切り裂いても強いが、目に頼れないこの状況では分ぶが悪い。こっちのブレードは大きくて電波で捕ほ捉そくされやすいのに、あっちのブレードは細くてヒゲでも見えない。

　壁かべに撃うち込んだまま残しておいたアンカーのワイヤーを、月がつ光こうの逞たくましい右腕が力任せに引いた。この胞子の煙から脱出しなくてはならない。煙の切れ目を見つけ、胞子の濃のう度どが急速に薄うすまり、

　読まれていた。予備のメイスを振り上げたクリスマスが頭上から落ちてきた。

　それをさらに焰ほむらは読んでいた。さっきメイスを一発もらってからずっと死んだフリをさせておいた日につ光こうが、クリスマスの背後から槍やりの一いち撃げきを見舞った。幽かすかを狙ねらった。

　かわされた。おまけに浅かった。

　槍の軌道上から幽を守ろうとして、クリスマスは信じがたいような動きで体たいを入れ換えようとした。槍は幽を外し、代わりに背中の翼つばさの本体部分を横から捉とらえ、しかし突き通せずに、クリスマスの軌道をねじ曲げただけに終わった。翼が回転する。ワイヤーを使ってクリスマスが真横に逃げる。

　聞き逃さない。翼の駆く動どう音おんがひとつ足りない。

　三本の翼のうちの一本が死んだのだ。槍が動臓モーターを潰つぶしたらしい。日光がクリスマスに追いすがる。やはり動きが今までと違う。クリスマスはそれでもワイヤーを併用し、身体からだを独こ楽まのように振り回し、メイスのウエイトで日光の突きを凌しのぎに凌ぐ。

　鐘かねが鳴って、戦いが始まって、もうどれくらいたったのか。

　手傷は何度も負った。加速剤もあと二本ずつしか残っていない。記き憶おくは曖あい昧まいだが、あれを立て続けに使ったはずはないから、もう相当の時間が過ぎているはずだ。焰は自分の時間の感覚が信用できず、月光の主心臓が戦打ちした回数を尋ね、その数字から大おお雑ざつ把ぱに計算した。

　ものすごい数字が出た。

　三時間と半分くらいだった。

　──どうだ。

　大したもんだ。十二秒でおれを負かした奴やつを相手に、おれは三時間と半分も戦えている。

　さすがにこんなに長いダイブは初めてだ。

　トルクの歴史上でも初めてのことかもしれない。

　あのロボットも大した奴だ。あの見てくれだから、腹の中に詰まっている中身もきっと軟弱だと思っていた。そう思っていたのに、これだけ勝負が長引いているのに、あいつの筋肉の動きは衰えないし、感覚器が酸素に飢えてブラックアウトする様子もない。

　来る。

　焰は血にまみれた身体を緊きん張ちようさせる。月光が槍を構える。真上。

　幽を肩に乗せて、クリスマスが迫る。日光をまだ振り切っていないくせに、焰めがけてまっすぐに落ちてくる。

　直接照準。

　間合いに入った。

　日につ光こうと月がつ光こうの槍やりが交こう錯さくした。

　長い一いつ瞬しゆんだった。クリスマスは信じられないことをやった。頭を反らし、突き出された槍を抱き込み、落下の勢いを利用して身体からだを振り回し、月光の槍の動きを殺すと同時に、背後から来た日光の槍を紙一重でかわした。

　幽かすかが全身の力を四つ足に込め、クリスマスの肩を蹴けった。

　クリスマスにしがみつかれた槍を月光が蹴りのけ、幽は螺旋階段スパイラルの虚空、焰ほむらの２メートルほど手前に取り残された。幽は身体をゆるく丸め、尻尾しつぽで回転をつけ、残りすべてのワイヤーブレードを先行させ、目前の焰へ一散に襲おそいかかった。焰は因いん縁ねんを放ち、ワイヤーをわざと短く固定したブレードを振りたて、幽との激突コースに投げ出した。

　その瞬間、どちらも相手の心配をした。

　焰は思う。バカ野郎、そっちじゃねえ、それじゃかわせねえぞ!!

　幽は思う。何やってんだのろま、そんなで間に合うわけないだろ!!




　最後の隙すきだった。




　日光と月光が正面衝しよう突とつした。

　焰はさらに、三本のブレードをその身に受けた。

　幽は、焰に体当たりすることにも、月光の身体にしがみつくことにも失敗した。黒くて小さな身体が、跳ちよう躍やくした勢いのまま飛び去ろうとして、がくんと止まった。

　幽は虚空でひとり、苦痛に身をもがく。

　しかし、幽の首に絡みついたワイヤーは外れない。

　焰のブレードのワイヤーだった。

　月光が邪じや魔まな日光の身体を蹴り飛ばし、焰がその身に余した力を振り絞ってワイヤーを引いた。幽の身体は簡単に引き寄せられ、月光の大きな手に捕まった。

　遠くでクリスマスが何か叫んでいる。しかし、焰は幽の顔以外の何も目に入らず、幽のうめき声以外の何も耳に入らない。月光が左手に幽の身体をつかみ、右手にワイヤーを巻きつける。月光が右手を全力で引けば、すべてが終わる。ワイヤーは幽の骨まで届くだろう。

　──それ以降はみんな求愛ダンスみたいなもんさ。

　焰ほむらと幽かすかの目が合った。

　一秒が過ぎ、二秒が過ぎた。

　──作戦も立たなきゃ同情のしようもない、同情のしようがないからどんなことをしてでも相手に勝ちたいと思う、そういう最初の一回目だけが本当の真剣勝負なんだよ。本当におっかないのも、本当に真剣になれるのも、その最初の一回目だけなんだよ。

　幽ではなかったのだと思う。

　許せなかったのは、あの日あのときに、幽に負けた自分だったのだ。

　焰ほむらが咆ほえた。

　コマンドを




　きゅるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる




　幽も焰も、びくりと身を震ふるわせた。

　そのとき、クリスマスが月がつ光こうの左手に身体からだじゅうで飛びつき、口にくわえていた小こ太だ刀ちで幽を捕らえていたワイヤーを切断した。

　だが、幽も焰も、クリスマスに気づいてさえいない。

　螺旋階段スパイラルの壁へき面めんの一角の、さほど遠くない洞に目を奪われている。

　そこには、目をぴかぴかさせ、両手両足をばたばたさせている震しん電でんがいた。

『なんだ、何やってんだ、あいつ──』

　焰が呆ぼう然ぜんとつぶやく。幽はそれに答えない。

　震電は腰の物入れに手を突っ込み、何か小さな物を取り出して、滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームで投げてよこした。震電の身体がその場でぐるぐる回る。焰は軽く跳ちよう躍やくし、その小さな物を口で受け止め、ワイヤーで身体の漂流を止めた。

　楽かぐらの鈴銭だった。
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　楽かぐらの略式審しん問もんは、その場で行われた。

　略式であるところがミソだった。

　虚勢など知れていた。五秒も続かなかった。「黒いドールマスター」の名前も、ねぐらの場所も、その正体が実はスカイウォーカーであることも、楽は何もされないうちから喋しやべった。右前足の先をハンマーで叩たたき潰つぶしても楽の証言は変わらなかったので、確証が高いと見たロードランナーたちはさらに薬と経きよう文もんを使い、黴かびや術による罠わなでないことを確かめようとした。

　過去、愚連隊や盗賊団の中に、実際にそういうことをやった連中がいるのだ。

　殺された仲間の報復などの目的で、志願者の頭に偽の記き憶おくを入れて偽証をさせ、必殺の罠に誘い込むのである。この手に引っかかって多くの大集会の関係者が命を落としている。しかも、楽の口からは「スカイウォーカー」という言葉も出ていた。ロードランナーとて死にたくはなかったのだ、とは言っておく。

　薬は、魚の形をした小さなプラスチック製の容器に入っていた。ネジ式の赤いキャップを外し、注射針を取りつけ、楽の尻しりに薬が注入された。ロードランナーのひとりが経文を唱え、楽の頭の中を反対命題で汚染し、残っていたすべての抵抗要素を破は壊かいした。

　──何も考えるな。

　楽かぐらは、何も考えないでいよう、と考えることもできなくなった。

　──話せ、本当のことを。




　活動のおじいと一緒に、映画を見ていた。

　焰ほむらの映画だった。焰はスクリーンの中で対戦相手のダイバーを次々と倒していく。かっこよかった。楽は歓かん声せいを上げて、夢中で映画に見入った。対戦相手のダイバーが焰の背後に回り込めば「うしろーほむらうしろー!!」と必死になって注意を促し、焰がピンチに陥るとそのへんにある物を尻尾しつぽでつかみ、スクリーンの中の対戦相手にがんがんぶつけて加勢した。

『楽は、焰のことが好きか？』

　活動のおじいが、スクリーンを見つめながら尋ねた。

　楽もまた、スクリーンに向かって飛び跳ねながら、

『うんっ!!』

『楽は、焰のどこが好きだ？』

『かっこいいところっ!!　ねえ、おじいもそう思う!?　おじいも焰のことかっこいいって思う!?』

　活動のおじいは少し考え、やがて深くうなずいた。

『ああ、彼き奴やつは実にかっこええのう』

　楽はその答えが嬉うれしくて、スクリーンから活動のおじいのもとに跳ね戻り、頭をぐりぐり押しつけて喉のどを鳴らした。

『しかしの、楽はそれでよいのか？』

　言われた意味をつかみかね、楽はきょとんとした。

『考えてもみい。楽は焰にあれこれと世話を焼いておるのに、彼奴の方はちっともお前のことをかまってくれんじゃろうが。楽はそれでもよいのか？』

　楽は不思議そうな顔をした。活動のおじいは「もちろんそれではいやだろうから、どうにかすべきなのではないか」と思っているように見えるが、楽にはそもそも活動のおじいがなぜそう思うのかがわからない。仕方がなく、最初に頭に浮かんだ言葉を口にする。

『だって焰だもん』

　活動のおじいはため息をつき、しばらくの間、無言でスクリーンを眺めていた。スクリーンの中で、焰はいよいよ斑まだらに挑戦しようとしていた。

『のう』

　つぶやく、

『もし、この映画の結末を変えられるとしたら、楽ならば何とする？　楽と出会った焰が、もうダイブはやめにして、ずっと楽かぐらと一緒にいてくれるとしたら、そういう結末があり得るとしたら、楽は何とする？』

　楽は一も二もなく、

『うれしいっ!!』

　活動のおじいはスクリーンから目を離し、楽の顔を見下ろして、

『ほれみたことか。ならば、本物の焰ほむらにもそうあってほしいと思わんのか？』

　難しい質問だった。楽はぐるぐると考え込む。

『あのね、』

　楽の中には答えがあるのだ。しかし、それをどう言葉にしていいのかよくわからない。

　それでもどうにか言葉をまとめ、考えながら喋しやべった。

『楽はね、強くてかっこよくて、戦う焰が好きなの。っとね、焰はあんまり楽のことかまってくれないけど、でもたまに遊んでくれたりするし、それでいいの』

『それは、あきらめているということか？』

　また難しいことを聞かれた。楽はさらに考えて、

『だからね、楽にはよくわかんないんだけど、焰はきっとそうなの。そういうのが焰だって楽は思うの。もしね、もしね、おじいが言ったみたいに焰がダイバーをやめにして、楽とずっと一緒にいてくれるって言っても、それはうそだって楽は思うわけ』

『彼き奴やつが本心からそうしたいと思っておったらどうなのだ』

『楽はね、焰は強くてかっこよくて戦う猫だと思うわけ。だから、焰がダイブをやめにするって言っても、本気でそう思っても、それはうそだと思うの。それじゃ焰はうれしくないと思うの。楽は知ってるもん、焰は本気でダイブをやめにしても、いつかまたダイブをするって。楽もその方がうれしい。そういうのが焰だって楽は思うから』

　活動のおじいはまた、あきらめと笑みの入り混じった大きなため息をついた。

『焰がどう思うかなどお構いなしか。楽は勝手だのお』

『絶対そうだもん。楽にはわかるもん』

　楽はスクリーンを振り返った。

　スクリーンの中に、ついに楽が登場した。焰が雷らい祭さい坑こうの街を出て行く。楽は大きなリュックサックにかじりつき、震しん電でんはそのリュックサックをかついで物陰から物陰へと走る。

『やっぱりね、楽はね、ダイブに一いつ生しよう懸けん命めいな焰が好き。楽のことなんか見ない焰が好き』

　焰の後をくっついていく。




　爆ばく音おんが聞こえた。

　全身を頭ず巾きんで覆おおい隠した御み厨くりやの猫が、台車付きのオルゴールの蓋ふたに前足をかけた。

　楽の身体からだは、毛布の上に横たわっていた。

　すでに瞬まばたきの反射すら失われている。毛皮は瑞みず々みずしさがなくなり、色まで褪あせたかのように見える。右の前足には止血が施されている。

　ふと、どこにそんな力が残っていたのか、楽かぐらが頭をもたげた。立ち上がりかけ、右の前足を突こうとして転び、もう一度立ち上がって、もうろくに見えもしない目を周囲に向ける。

　焰ほむらの声を聞いたのだ。

　焰が助けに来てくれた、と思った。

　楽の身体からだがぴくりと震ふるえた。今度ははっきりと聞こえた。すぐそこだ。

　焰はすぐそこまで来ている。

　これが幻聴でない証拠に、ロードランナーたちの動きが急に慌しいものになった。オルゴールの蓋ふたが開けられ、戦の音楽が流れ始め、ソウルセイバーたちが踊り始めた。

　そして楽は、もちろん、御み厨くりやの護ご符ふに守られてなどいなかった。




　苦しまなかったはずである。
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　ドームの周囲には、ロードランナーの先せん鋒ぽうたちがいた。

　焰は猫を狙ねらって斬きった。邪じや魔まをする奴やつはすべて殺した。先行しすぎるなという幽かすかとクソ坊主の叫び声を頭から無視して焰は突き進み、真正面からドームの中へ踏み込んだ。

　そして、床に飛び散っていた、茶ちや虎とらの「それ」を見た。

　五匹のロードランナーの五体の相棒ロボツトたちが抜き放つ得え物ものの輝かがやきも、殺到する二十体のソウルセイバーたちの姿も、もう何も目に入らなかった。ただ、それを見て、

　怪物になろう、と焰は思った。

　戦いは、三十二秒で終わった。

　この三十二秒間は、後に、焰の頭からは消滅してしまった。自分が何をしたのか、どうやって生き延びたのか、焰は何も思い出すことができなかった。

　しかし、その三十二秒間は刃は金がねと装甲よろいの破片かけらを呼吸するような時間だったに違いなく、その間にドームの中に閃ひらめいた斬ざん撃げきの数は五百を決して下るまい。




　遅れてドームにたどり着いた幽と坊主は、ドームの中に入れなかった。

　焰が狂っていた。文字通りの意味で。

　焰は、加速剤の残り二本ずつを一挙に使い果たしていた。日につ光こうと月がつ光こうは発狂状態に陥り、そのフィードバックをもらった焰もまた錯さく乱らんしていた。焰は正気ではとても扱いきれない速度と量のコマンドを吐き散らし、日光と月光はそのコマンドを貪どん欲よくに飲み込み、狂気の焰ほのおに油を注ぐ痙けい攣れんノイズを投げ返して、双方ともに身も心も暴れ狂っていた。焰ほむらは日につ光こうの肩の上にいて、目にうつる物すべてを蹴け散ちらし、耳に届く音すべてを槍やりで切り払おうとし、動く物すべての動きを止めようとしていた。

　猫ねこ面づらとともにハッチの陰に身を隠していたクソ坊主が、ふん、と息を吐いた。

『修行の足らんことよ。どれ、』

　坊主は猫面を無造作に立ち上がらせた。幽かすかが止める間もなかった。猫面は坊主を肩に乗せて、散歩にでも出るかのような足取りでハッチをくぐった。焰と日光と月がつ光こうが同時に振り向く。猫面を立ち止まらせて坊主はにたりと笑い、尻尾しつぽをはたりと動かした。

　日光と月光が疾はしった。

　迫り来る巨人を見据え、坊主は尻尾の大鈴を打ち鳴らす。

　そして、電波ヒゲを焼き、狂気を貫き、心に風穴を開けるほどの、凄すさまじい大喝を放った。




　遠くの回廊で「危ないからここで待て」と言われて待っていた震しん電でんが、ばたんと倒れた。




　意識を白く染められた焰が日光の肩から滑り落ちた。

　日光と月光の制御に辛かろうじて残されていた秩序が消し飛び、その巨体が転倒して床に転がった。危うくその下した敷じきになるところだった焰の身体からだを、猫面が走りぬけざまにすくい上げた。折り重なって倒れた日光と月光が同士討ちを始め、互いにもつれ合い、切れのない動きで殴り合い、やがてその動きも止まる。全身の筋肉から濃こい湯気が立ち昇る。

　猫面はどかりとその場にあぐらをかき、坊主がその肩から床に飛び降りた。大きく身み震ぶるいして顔をしかめる。あれほどの大喝は久しぶりだった。猫面の胸に抱えられたままの焰の身体を見つめ、

『──さすがよな。ぬしのヒゲの感度がよくて助かったわい』

　焰がぽつりと、

『──知るかそんなの』

　ほう、もう目を覚ましよったか──坊主はそういう顔をして、次いで笑顔になって、

『わしも歳としだ』

『それは知ってる』

　焰は猫面の腕に身体をあずけたまま、いつまでも動こうとしない。坊主はそんな焰をじっと見つめ、やがて意を決したように顔を上げ、周囲の惨状と向き合った。

　地獄があった。

　猫の死体もロボットの死体も、原型を留とどめているものはひとつもなかった。

　坊主はそれらひとつひとつに短く経きようを唱えて回った。やがて、とある小さな死体の前で足を止め、しばらくその場に無言で立ち尽くしていた。

　コマンドを受けた猫ねこ面づらが焰ほむらをそっと床に下ろして立ち上がり、すぐそばに落ちていた毛布を拾い上げ、坊主の目の前の死体にかけた。

　毛布は、大した膨ふくらみさえも作らなかった。

　坊主の大喝のあおりをくらってひっくり返っていた幽かすかとクリスマスが、やっとドームの中に入ってきた。幽は坊主の後ろ姿に目を止め、毛布のほんのわずかな膨らみに目を止めて、何もかもが遅すぎたことを知った。クリスマスまでが呆ぼう然ぜんとしていた。

　そのとき、幽の身体からだを衝しよう撃げきが襲おそった。

　焰が幽を蹴けり飛ばした。幽の身体は壁かべ際ぎわまで弾はじけ飛び、仰向けにひっくり返り、焰の太い前足に喉のど笛ぶえを踏み抜かれた。幽の顔には抵抗するだけの気力もなく、焰の双そう眸ぼうは明白な殺意に血走っていた。

『言ってみろ。心の底から答えろ』

　今にも相手を食い殺しそうな目をしていた。

『地ち球きゆう儀ぎに流れ落ちていく光は何の光だ。楽かぐらの魂は、いま、どこで、どうしてる』

　答えられない幽の喉笛を、焰は前足で力任せに踏みにじった。幽が泣き声を上げた。

　焰が絶叫する。

『何とか言えっ!!　答えろっ!!　思ってること言ってみろっ!!』

『やめんかっ!!』

　坊主に一喝され、焰はようやく前足をどけた。焰はその場にぐったりと座り込み、

　泣き始めた。

　幽はのろのろと身を起こし、焰の泣く様を呆然と見つめた。何もかもが現実の出来事とは思えず、唐突に「ダイブの天才の電波は泣き声まできれいだ」と思い、こんなときにそんなことが思い浮かぶ自分の頭を疑った。自分は、頭がおかしくなりかけていると思う。

『──ぬしが、三十七番か』

　坊主が、つぶやいた。

『これでもまだ、ぬしは、地球儀へ行きたいと申すか。ん？』

　幽の呼吸も、身体も震ふるえた。

『──だって、ぼくは、』

『夢を果たそうとしただけ、か？　ここまでの迷惑をかけてもまだ飽きたりんか。あの子の死はぬしのとばっちりであろうが』

　突然、怖くなった。

　その恐怖を押し隠そうとして、幽は大声で坊主に嚙かみついた。

『大集会の僧そう正じようがなに言ってんだ！　こいつらみんなあんたの子分だろ!!　迷惑迷惑って、他人のこと言う前に自分らのやってること少しは反省したらどうなんだよ!?　スカイウォーカーはロケットを作って地球儀に行きたいだけだ!!　こんなひどいことしないぞ!!』

　それを聞いて坊主は大笑した。ひとしきり笑って、突如声を荒げて問うた。




『では聞くがな！　ぬしのロケットは夢やロマンを噴ふん射しやして飛ぶのか!?』




　坊主は言う。

『のう、「黒いドールマスター」よ。燃料には何を使った？　耐熱機構は何を素材にした？　それらを、誰だれから、どうやって手に入れた？　その見返りに何を与えた？　ぬしが与えたその見返りが、どのような事態を引き起こしておったと思う？　知らんとは言わさんぞ。ぬしのエンジンの燃料タンクを満たすために、これまで一体何匹の猫の血を絞ってきた？』

　坊主はさらに言う。

『ぬしだけの話ではない。ぬしらとて大集会と同じことをする。必ずだ。スカイウォーカーが多数派であったらこんなものではすまんさ。わしは、大集会を決して無能な組織であるとは思わん。むしろ、この厳きびしいトルクという世界にあって、良きにつけ悪しきにつけ、かくも多くの民をかくも長きにわたってよくぞ死に絶やさずに導みちびいてきたものだと思っておる。「ロケットを作って地ち球きゆう儀ぎへ行きたいだけ」のぬしらに、同じだけのことができるとは到底思えん。結局は自らの内なる狂信にしか聞く耳を持たんくせに、上っ面つらは理性的で話せばわかり合えるような顔をして言いたいことだけは言いよって。みじめったらしい。異教徒ならもうちっと異教徒らしくせえ。大集会の僧そう正じようなんぞ即刻ロケット様の生贄いけにえにでも捧ささげて話の通じんところ見せてみい。その方がまだ潔いさぎよいわ』

　そこで坊主は、大きくため息をついた。

　つぶやくように、

『夢とは、かくも手前勝手なものだ』

　それは、幽かすかに向けられた言葉だったのか、それとも焰ほむらに向けた言葉だったのか。

『命を奪うはまだいい。誰でもいずれ死ぬ。だが、後に残される者は必ずおる。そうした者たちには信じる物が必要だ。そうは思わんか。ぬしは皆から、それすら奪わねば気がすまんか』

　坊主は腰を上げ、幽の顔をのぞき込んで、最後にこう尋ねた。

『ぬしも、楽の魂が地球儀で平安を得ておると信じたくはないのか』

　幽は、答えない。

　坊主もまた、長く答えを待ちはしなかった。

『ここの死者は、わしが責任を持って手厚く葬る』

　猫ねこ面づらを連れて、ドームを後にした。




　身を震ふるわせている幽の背後で、焰がむくりと立ち上がった。

『気にすんなバカ。坊主の言うことなんかいちいち真に受けてんじゃねえよ』

　焰ほむらは、もう泣いてはいなかった。

　もう、泣くことはないのかもしれなかった。

　振り向きもせず、いきなり言った。

『螺旋階段スパイラルに、明日だ。今度こそケリをつける』

　幽かすかは、果てしのない疲れを感じた。

『──もう勝負はついたろ？』

　やっとそう言った。しかし焰は、

『勝負じゃねえ。ケリをつけるんだ。死ぬか殺すかだ』

　なら、いま殺してもらってもいいような気がした。

　焰は床に折り重なって転がっている日につ光こうと月がつ光こうに歩みより、身体からだの要所要所をざっと眺め、いまいましげに蹴けりを入れた。幽はその様を横目でぼんやりと眺めていた。日光も月光も死んではいない。しかし、焰にどうにかできるような損傷ではないと思ったし、この巨体をここから運び出すだけでも誰だれかの手を借りねばならない。虫が元通りに修復するにまかせたら何ヶ月もかかりそうな大損傷に見えた。

『相棒がそれじゃ無理だろ』

『いまのお前になんざ丸腰でだって全然負ける気はしねえよ。言ったはずだ、こいつは勝負じゃねえって。ゴミ掃除だ。クセえゴミを殺して捨てるのさ』

　焰は再び日光月光をじろじろと眺め、再び蹴りを入れた。歩き、ドームの出口で立ち止まり、はじめて振り返った。

『明日だ。双子の十九。忘れるなよ』

　そこで焰は何か言おうとして躊躇ためらった。もう一度やり直した。

『いいか、おれは明日、螺旋階段でお前を待つ。空気時計の鐘かねが鳴って、一時間してもお前が姿を見せなかったら、おれはお前を捜しに行く。見つかるまで捜す。お前がどこに隠れていようが絶対に見つけ出して殺してやる』

　そして、焰はこう言い残してドックを後にした。

『どこで死ぬかは、お前が決めろ』

　双腕多脚の工作機械の残ざん骸がいが群れをなす、広くて黴かびだらけのドームだった。

　そこには、原形を留とどめないロボットの死体と、原形を留めない猫の死体と、毛布のあまりにも小さな膨ふくらみと、幽とクリスマスがいた。

　幽は毛布に歩み寄り、その膨らみをいつまでも見つめていた。

　クリスマスが毛布に背を向けて床にしゃがみ、怒っているような顔で、ベソをかいていた。
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　楽かぐらが、いなくなった。




　自分が出かけているうちに楽が戻ってくるといけないので、震しん電でんは大漁だったネズミを腸はらわた抜きして燻いぶし、袋に入れてテントの中の目に付くところに置いた。これでよし。持っていく物を床に並べて指差し確認する。魔ま法ほうの粉の小袋。ゴキブリの干物を入れた袋。楽の鈴りん銭せん。Ｌ字型の針金二本。忘れ物なし。

　震電は、楽を捜しに出かけた。

　まずは、心当たりの場所をめぐってみた。楽がお気に入りの遊び場がいくつかある。好みのガラクタや挟まりたい隙すき間まなどがたくさんある場所だ。それらを順にめぐって楽の姿を捜した。ひとつの場所にずいぶん時間がかかった。楽はときどき、狭い場所にもぐり込んで遊んでいるうちにころっと眠ってしまうことがある。ひとつの遊び場にはそんな場所はいくらでもあるので油断ができないのだ。気をつけていないと踏んづけてしまうかもしれない。

　しかし、楽はどこにもいなかった。

　じゃあ、どこにいるのだろう。

　遊び場を捜し終わると、震電は中ちゆう心しん柱ちゆうの螺旋階段スパイラルに行ってみることにした。あそこも楽のお気に入りの場所のひとつだから可能性は高い。楽がよく使っていた回廊をたどって、道々怪しい物陰などがあればチェックしながら進んだ。たどり着いた螺旋階段は空っぽで、誰だれもいないように見えた。しかし震電は、念のためにすべての洞を調べて回った。西さい架か坑こうの市場へも足をのばしてみた。

　しかし、楽はどこにもいなかった。

　じゃあ、どこにいるのだろう。

　ついに震電は最終兵器を投入した。Ｌ字型の針金を両手に構え、震電は中心柱の通路の闇やみをゆっくりと漂い始めた。最初の曲がり角に差しかかったとき、針金がついっと左に動いた。震電は喜んで目をピカピカさせた。最初からこれを使えばよかったと思った。これなら楽を見つけられそうだった。震電は、無重力の通路を右へ左へ上へ下へと折れて進んだ。もう自分がどのあたりにいるのかわからなくなっていたが、震電は二本の針金を信じた。黴かび玉だまのひしめくエレベータ坑をすり抜け、狭いダクトをくぐり、発光細菌に明るく照らされた森を横切った。

　そして震電は、もうここから先へは進めないというところまでたどり着いた。

　展望台だった。

　震電は、浮遊物の間をすり抜けながら展望台の中を横切り、窓に両足をそっと突いて身体からだを止めた。

　窓の外には、地ち球きゆう儀ぎの青があった。

　針金は、窓の外をまっすぐ指し示していた。

　震電は、針金を持った手を右や左に向けてみた。そのつど、針金はついっと地球儀の方向を指した。

　もう間違いはなかった。

　震しん電でんは顔を上げ、目をぴかぴかさせながら、窓の外の地ち球きゆう儀ぎを見つめた。

　本当は、最初からわかっていたのかもしれないと思う。

　焰ほむらは「一緒に来るか？　ガラクタが一台増えたところで大した違いはねえしな」と言った。

　坊主は難しい言葉を並べ、最後に「よい主にめぐりあえることを祈っておる」と言った。

　あのドームの中で、床にかぶせられた毛布の中身だって見たのだ。

　そしていま、ようやく、震電は納得できた。

　楽かぐらはもういないのだ、ということを。

　楽は地球儀に行ったのだ、ということを。




　震電は、幽かすかのねぐらの気密隔かく壁へきをノックした。何度も何度もノックした。

　しかし、幽は姿を見せなかった。

　震電は困った。幽もどこかに出かけているのかもしれない。あの針金で幽も発見できるだろうか──そんなことを考えていたとき、次々とロックが外れる音がして、動臓モーターが唸うなり、隔壁が１メートルほど開いて止まった。

　隔壁の向こうに幽がいた。

　床に座り、上目づかいに震電を見上げ、幽は少し驚おどろいた顔をした。震電が、すべての荷物をまとめた大きなリュックサックを背負っていたからである。

　震電の目には、幽は何だかひどく落ち込んでいるように見えた。

　しかし、これを頼めるのはトルク広しと言えども幽しかいないと思う。

　とても大切なことだ。

　幽はスカイウォーカーだ、と楽は言っていた。

　震電は、両手で大切そうに持っていた魔ま法ほうの粉の箱を、幽に差し出した。

　そして、目をぴかぴかさせて説明した。

　これは魔法の粉です。楽はこの粉の匂においが大好きです。楽はまだ小さいので、ひどくびっくりしたり恐こわい目にあったりすると、すっかり取り乱してしまうことがあるのですが、この粉の匂いをかがせてあげると落ち着くのです。しかし、楽はこの粉を持たずに地球儀へ行ってしまいました。楽はきっと、地球儀に行ってからも、これがないと困ると思うのです。あなたは、スカイウォーカーであると聞きました。スカイウォーカーは生きて地球儀へ行くことのできる猫だと聞きました。わたしに代わって、地球儀にいる楽にこの粉を届けてほしいのです。楽も、きっと喜ぶと思うのです。

　目をぴかぴかさせて、そういう説明をした。楽は、震電のぴかぴかを正確に読み取ってくれた。しかし、幽には通じるかどうかはわからなかった。

　魔ま法ほうの粉の箱を幽かすかの前に置いた。

　幽は、瞳ひとみの金に不思議そうな色を混ぜて震しん電でんを見上げた。その視線を魔法の粉の箱に落とし、ずいぶん長い間見つめていた。

　そして、幽は顔を上げた。

『わかった』

　幽は、そう言った。

『確かに預かった。安心して、必ず届けるから』

　幽は、そう言った。

　震電は安心した。幽なら、きっと届けてくれると思った。

　震電はくるりと頭を一周させ、目をぴかぴかさせて踵きびすを返し、Ｌ字型の針金を両手に構えて持った。この針金で、次の主を見つけられるかどうかはわからない。それでも、震電はやってみようと思う。震電は最初の一歩を踏み出す。

『元気で』

　幽が、そう声をかけた。

　他ほかに言うべき言葉は、なにもなかった。

　震電は振り返り、もう一度くるりと頭を一周させ、目をぴかぴかさせた。

　別れの挨あい拶さつだった。
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　──どこで死ぬかは、お前が決めろ。

　焰ほむらは最後に、そう言った。

　あれを、ぼくの聞いた焰の最後の言葉にしよう。幽かすかは、そう決めた。




　　　　[image: くぎり]




　電気照明の光。古い古い石造りの大きな気門エアロツクの中で、クリスマスが後片付けに走り回っていた。

　膨ぼう大だいなチェック項目はリスト通りに消化された。突入ポッド、減速エンジンともにパワーアップを完了している。燃料の注入も終わり、バルブが閉へい鎖さされ、気門の中に設置されている親親時計と突入ポッドの親時計の時刻合わせも修了した。幽はコクピットの中にいて、最後に気になっているところを片っ端から調べている。

　クリスマスが梯はし子ごを上ってきた。コクピットに身体からだを突っ込み、活性炭と水酸化リチウムを封入したプラスチック製の大きなカートリッジを空調装置のスライドに押し込み、二本の掃除機用のホースを取り付けた。

　作業の邪じや魔まにならないように座席の下に這はい込み、幽かすかは顔を真上に向けてクリスマスを見つめた。頭の傷口に大きなガーゼを当てて包帯を巻いている。折られた二本の指には添え木と包帯、頰ほおには血で描いたヒゲがまだ残っていた。

　クリスマスの血は血液として機能している本物の血だが、赤い色は人為的な着色だ。

　クリスマスが視線に気づいて、シートの下に這いつくばっている幽を見下ろして、にかっと笑った。

　クリスには、ほんとに世話になった、と幽は思う。

　幽は考えることはできるけれど、実際の作業はほとんどすべてクリスマスの手を借りる以外にない。この突入ポッドも減速エンジンも、すべてクリスマスの手で作られた。おまけに、クリスマスはノズル周りには一家言持っており、エンジンを作っているときにはよくケンカをした。幽がこうだと言えば、クリスマスは黒板をチョークで真っ白に埋め尽くすような勢いで反論した。朧おぼろあたりがやったエンジン研究の記き憶おくが何かの拍子にふき出してきたのだろう。クリスマスの書く文字や図形は解読が必要だったけれど、そこからいくつもアイデアをもらった。

　いきなり、クリスマスが何か思い出したように顔を輝かがやかせた。

　クリスマスの上半身が外に引っ込み、すぐに戻ってきた。取り外したコクピットハッチを両手に掲げて見せる。

　ハッチの裏側、閉へい鎖さするとちょうど幽の真上にくるあたりの場所に、赤のクレヨンの、大きな文字がいっぱいに躍おどっていた。

「はれるでしょう」

　さっきから何をごそごそやってるのかと思ったら──幽は、頰ヒゲを大きく開いた。

『最後に確認しておくよ、いい？』

　クリスマスはハッチを下に降ろし、座席の上に座った幽に顔を近づける。

『前に一度、ここの近くの気門エアロツクの減圧をやったら大集会の奴やつらがすっ飛んできたことがある。憶おぼえてる？』

　クリスマスはうなずく。

『たぶん、このへんの気門の動きを監かん視ししてる物見がいるんだと思う。だから、この気門の減圧が始まったら、すぐにドックに戻ること』

　クリスマスはうなずく。

『戻ったら、前にも説明した手順でドックを破は壊かいする。何度も練習したからわかってるよね、起き爆ばく装置の電源を入れて、七本のコードを決まった順番で切るんだ。そうすれば、あの区画の真中にある要かなめ石いしが爆破されて、ドック全体が回りの石の圧力に押されて潰つぶれるはずだ』

　クリスマスはうなずく。

　幽かすかはコクピット前方の親時計に視線を走らせる。

『あと五十八分。あと五十八分で、ぼくはこの気門エアロツクを離れる。そしたらもう、クリスがぼくの相棒でいるのはおしまい。まだ少しやってもらうことがあるから、それまでよろしく頼むね』

　クリスマスはうなずく。

『ありがとう。みんなクリスのおかげだ』

　クリスマスは真ま面じ目めな顔でうなずいて、言った。

「また負け戦だったな。勝ったのは我々ではない。百姓たちだ」

　幽は座席から飛び跳ねて、クリスマスの胸に飛び込んだ。

　クリスマスは幽を抱きしめた。幽はクリスマスの頰ほおに頭をこすりつけて喉のどを鳴らした。結局、クリスマスが何を言っているのかは、何となくしか意味がわからなかった。言っていることがわかれば、もっと色々なことをしてやれたのかもしれない。

「ＪＫＰＢ─ＴＶ、Ｊジユリエツト、Ｋキロ、Ｐバーバ、Ｂブラボー、統一戦線新都安解放軍ブルズアイ海賊放送。各遊ゆう撃げき隊たいのなお一層の奮ふん戦せんを期待してこれで放送を終わります。奮戦を期待して終わりますこれで放送を終わります」

　何となくわかった。

『クリスのこと忘れないから。じゃあ、行くから』

　何となくでよかったのかもしれない。

　言葉などは、何となくで充分だったのかもしれない。

　クリスは、相棒だったのだから。

　眠っていても、離れていても、体温の変動から鼓動の速さまで分かり合える、脳ミソの電線と電線が電波でつながった、たったひとりの相棒だったのだから。




　気門の減圧が終了し、直下の外がい壁へきが開いた。

　狭い。身体からだをベルトで座席に固定されている。座席に抱き着いて、キックペダルに四つの足を乗せている。発光細菌ランプの明かりが揺らめく。空調のファンが回る音がする。

　コクピットの前方を埋めているメーターパネルの左端に、ひときわ大きな時計がある。飛行全体を制御する親時計の文も字じ盤ばんだ。自転針と磁石針が二本に輪っか針が三本。この時計がうまく働いてさえくれれば、計画通りの機動が自動的にトリガーされる仕組みになっている。

　あと三秒。

　幽は最後にもう一度、左右の斜め上にあるとんでもなく分厚い窓に視線を走らせた。大して大きな窓でもないし、その窓からいま見えるのは、どこも面白いところのない気門の壁かべの一角に過ぎない。しかし、その壁が、幽の見る最後のトルク内部の光景になる。斜め下の窓など一度も見なかった。宇宙は、どうせこれから飽きるほど眺めることになるのだから。

　あと二秒。

　身体からだがどうしようもなく震ふるえる。顔の筋肉がぴくぴくしている。誰だれかが見たらびっくりするような顔つきをしていると思う。恐こわいのか嬉うれしいのか自分でもよくわからない。背後を振り返る。急きゆう遽きよ取り付けた丈夫なネットの棚には魔ま法ほうの粉の箱。一緒に突っ込んであるのは「シャボン玉セット」を詰めた小さなバッグ。ハッチを見上げる。

　はれるでしょう。

　一秒。

　クレーン切り離しの衝しよう撃げきとともに、遠心重力がなくなった。

　減速エンジンと突入ポッドが、トルクの気門エアロツクから減速方向に降り飛ばされた。気門から見れば、ポッドとエンジンは外がい壁へきの穴からすとんと宇宙に落下して、すぐにトルクの自転と逆の方向に流されて見えなくなってしまう。ポッドとエンジンから見れば、酸素黴かびの梢こずえをもこもこと生やした巨大な石造りの円筒が、ポッドとエンジンをその場に取り残して急速に宇宙を転がっていってしまうように見えた。

　コクピットの中の幽かすかは、遠ざかっていくトルクを見ようとした。しかし、クレーン切り離し直後から窓をのぞいていたのに、窓はすぐ真っ暗になってしまった。窓が小さすぎたし、角度も悪すぎた。遠ざかっていくトルクなど、ちっとも見えなかった。「突入ごっこ」で楽かぐらに噓うそをついてしまったと思う。自分で勝手にそう思っていただけなのに、幽はひどくだまされたような気がした。

　ついに出発したのだ、という実感がまるで湧わかなかった。

　窓の外が黒くて、重力がないだけ。それ以外は出発前と何も変わった感じがしない。リラックスしているのか、それとも極度の緊きん張ちようの裏返しなのか。ただ、親時計だけは着実に進んでいく。方向転換まであと一秒。

　来た。

　コクピットに振動が走り、横Ｇがすり抜けた。機体を伝わってくる噴ふん射しや音おんが聞こえた。

　一秒。

　もう一度振動、横Ｇ、噴射音。

　メーターパネル横の赤いマーカーが一列すべて、ぱちぱちと倒れた。倒れたマーカーの下には、まだ幾本もの列が並んでいる。これらマーカーのひとつひとつが、予定されているすべての噴射を示している。その噴射が正常に実行されたらマーカーがぱちんと倒れる。まだ実行されていない、あるいは正常に終了しなかった噴射のマーカーは起きたままになっている。マーカーの材料は洗せん濯たくバサミだ。

　ガス噴射で姿勢を制御し、機体は向きを九十度変え、巨砲のような減速エンジンのノズルが秒速５６００の軌道速度を狙ねらった。

　幽はジャイロと親時計に交互に目を走らせる。

　大減速の開始まで、あと五秒。

　楽かぐらは「こんなのへっちゃらだもん」と言い切った。

　果たして自分はどうか。

　今ごろになってやっと、「自分はこれから地ち球きゆう儀ぎに行こうとしているのだ」という感覚が始まった。

　目指すは遥はるか遠き地球儀。

　高度６０００キロ、秒速５６００メートルのスカイウォークだ。

　覚悟は決めた。これから自分は最初の敵と戦う。５６００という悪あく魔まの数字に挑む。

　親時計の輪っか針がかちりと動き、巨大な減速が始まった。

　物がぶれて見えるほどの振動が来た。

　空気が固体に変わったかのような衝しよう撃げきが来た。

　懸けん命めいに耐えた。Ｇの苦痛よりも、機体を伝わってくる轟ごう音おんの方が恐ろしかった。このまま機体が分解しても少しもおかしくない気がした。

　まだか。

　こんな大減速があと何秒続くのか。親時計を見ようとするが、振動がひどすぎて細かく読み取れない。身体からだが座席に押し込まれて、そのうちに座席とくっついて一体になってしまいそうな気がする。こんなものすごいＧが身体の真正面から来るので、これでもまだ機体は前進しているのだということが信じられない。どこかの絶対座標から見れば、機体はいまだに、減速エンジンのノズルが噴ふん射しやしているその方向めがけて、とんでもない速度で前進し続けているのだ。

　唐突に衝撃が消えた。

　振動も去った。しかし轟音だけは去らずに、いつまでも耳の中にわんわんと反はん響きようし続けた。意識はある。しかし、幽かすかは座席にしがみついたまま身動きもしない。大きな噴射マーカーがぱちりと倒れた。その音に幽はわずかに頭をもたげる。

　減速が終了した。

　燃焼を終了した減速エンジンの投棄が始まる。親時計のベルが鳴り、爆ばく音おんが聞こえた。切り離し用炸さく薬やくの爆発音だ。減速エンジンと突入ポッドの連結部がきれいに破は壊かいされ、ポッドが外から小突かれるような揺れを感じた。

　メーターパネルの左、減速エンジンの形の青いマーカーがくるりと裏返って赤になった。

　幽は、三方向の窓をせわしなくのぞいた。そして、今度は見えた。投棄したエンジンが、ポッドを固定していた接合面をこちらに向けて、ゆっくりと遠ざかっていく。

　突入ポッドは巨大なエンジンを捨て、地球儀の青に漂う褐色のちっぽけな円えん錐すいになった。

　ぐっと身体を丸め、座席のリングに後足を引っかけて押しやり、ベルトを緩ゆるめて身体を引き抜いた。窓に取りついて外をうかがった。

　エンジンはもう、かなりの距離まで遠ざかっていた。

　幽は顔を窓に押しつけ、あちこちの方向を見回してトルクの姿を探したが、見つけられなかった。残念だった。遠ざかるトルクを外から眺めてみたかったのに、どうやら果たせずに終わりそうだ。

　残念なことがもうひとつある。

　約束を果たせなかったことだ。

　──生きて地ち球きゆう儀ぎにたどり着いたら、合図を送る。何か方法を考える。

　空そら歩きでべろべろに酔っ払ったあの日、幽かすかは焰ほむらとそう約束した。そして、

　幽は結局、その方法を思いつかなかった。

　──ごめん。焰。

　幽は、トルクがあるはずの宇宙の黒を見つめる。何匹ものスカイウォーカーの正気を飲み込んできたという宇宙の黒だ。その黒を、幽は、いつまでも見つめている。

　地球儀は、夜だった。

　時折、乱雲の中で点々と閃ひらめく雷らい光こうが、遠く遠く輝かがやいて見えた。
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　双子十九夜。




　焰が、無人の螺旋階段スパイラルの虚空に浮かんでいる。

　本当に誰だれもいない。洞に見物客の姿もないし、周囲で坊主たちが躍おどってもいないし、闇やみの底に対戦相手の気配もない。いるとしたら闇に漂う黴かび玉だまの中の虫どもくらいだ。頭上にはシャンデリアの明かりもない。多爾[image: こん]ドルゴンが戦った後の三日間はこうなのだ。血塗られたダイバーである多爾[image: こん]に引かれて悪あく霊りようが集まるので、猫とロボットの立ち入りが禁じられる。螺旋階段へと通じる回廊にはすべて結界が設けられ、無重力の虚空を依り代のひとつも存在しない空間にして、集結した悪霊が散るのを待つのだ。

　そして、そんな決まり事も結界も、焰の知ったことではなかった。

　幽を待っている。

　──どこで死ぬかは、お前が決めろ。

　焰は最後に、そう言った。

　あいつは、来るだろうか。来ないだろうか。

　空気時計の鐘かねが鳴るまでは、まだしばらくはある。

　焰は闇に浮かべた身体からだを縦たてにゆるく丸めている。首にはワイヤーブレードのリングが巻きついている。周囲の闇には盾型のブレードがばら撒まかれたように浮いている。自分の鼻先でゆらゆら動かしている尻尾しつぽの先を眺めている。

　首にはブレードのリングに加えて、幽からもらったスカイウォーカーの懐かい中ちゆう時ど計けいをかけている。空気時計の鐘かねが鳴ってからの一時間を計るためだ。空気時計は一日に二度、戦いの鐘を鳴らすゴングであって、時間を知る手段としてはあまり役に立たないから。

　あいつは、来るだろうか。

　幽かすかとのダイブを戦って、わかったことがある。

　おれが許せなかったのは、あの日あのときに、幽に負けた自分だった。

　そして、

　おれが本当に戦いたかったのは、おれのことなど放って、おれのことなど気にも止めないで、一散に地ち球きゆう儀ぎへ飛び出していってしまう幽だったのだ。

　そういう幽と戦いたかった。

　そういう幽の方が、あのダイブで戦ったあの幽よりも絶対に強いと思う。

　焰ほむらの顔が闇やみに笑った。

　何のことはない。おれは、口ではもう一回やれと迫りながら、そんなつまらない誘いには絶対に乗らない幽と戦いたがっていたのだ。結局、そんな幽は存在しなかったのに。そんな幽が存在したとしても、そいつと戦うことなどできはしないのに。

　おれはいつもそんなことばかり考える。昔からそうだったと思う。あの日あのときに幽に負けた自分が許せなくても、どうにもなりはしないのに。おれが昔から熱望し、捜し求めてきた相手は「あの日のあのとき」にしか存在しなかったのかもしれない。そして、あのときの自分はそいつに負けたのだ。十二秒で。

　確かにそうだ。おれは昔からできもしないことばかり考えていた。

　誰だれよりも強くなりたい、とか。自分よりも強い相手と戦って勝ちたい、とか。

　おれは、結局のところ、できないことにしか興きよう味みがないのだと思う。

　幽も、そうだったのかもしれない。

　生きて地球儀にたどり着きたい、とあいつは言った。

　気持ちはわかる、と思う。それが例えば「自分よりも強い相手と戦って勝ちたい」というおれの衝しよう動どうと同じようなものだとすれば、どんなものか想像することくらいはできると思う。

　おれはあいつのことが、決して嫌いではなかったと思う。

　空気時計の鐘が鳴り、二分間の秒刻みが始まった。

　目の前に差し上げた尻尾しつぽの毛が、秒読みの振動でびりびりと震ふるえた。

　焰が奇妙な感覚を覚えたのは、その秒読みが一分を切ったころのことだった。

　胸の底に、得体の知れない塊が生まれた。その塊に何かが降り積もっていく。一秒ごとに何かが降り積もって、その塊がほんの少しずつ大きくなっていく。

　そんな感覚だ。

　だが、このときの焰はその胸の底の塊のことを大して気にも止めなかった。

　もうすぐ鐘が鳴るからだ。

　あいつが来るかもしれないからだ。

　不意に、妙なことを思いだした。

　今までずっと忘れていた。妙な赤あか黴かびの生えたネズミで酔っ払ったあの日、おれは、あいつとある約束をした。そのあとすぐに酔いつぶれてしまったせいか、今まですっかり忘れていた。

　生きて地ち球きゆう儀ぎにたどり着いたら、合図を送ると。

　今まだその方法を考えつかないが、きっと考えついてみせると。




　そのとき、鐘かねが鳴った。
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　そのとき、目覚し時計のベルが鳴った。

　幽かすかは親時計の配線プラグの一部を少しだけ差し替えて、親時計のベルを目覚まし時計にしていた。幽は毛布の中で目を開けた。息を吸い込むのが辛つらいほどにコクピットの中は冷え切っていた。鉄てつ枕まくらを抱いて毛布に包まることにしたので、バッテリーを節約しようと思って空調器のヒーターを止めたのだ。

　失敗した。

　多少は寒くなるだろうと思っていたが、これほどとは思わなかった。

　狭いコクピットのあらゆる表面に、薄うすく霜しもがついていた。

　どうしよう。

　防水などまるで考えていなかった。下へ手たにヒーターなどつけたら、霜が水になって回線をショートさせるかもしれない。

　幽は毛布を跳ねのけた、その途端に身体からだを押し包んだ冷気に身を震ふるわせた。鳴りっぱなしだった親時計のベルを止め、プラグを通常の位置につなぎ直した。少し考え、必要最低限の部分だけを残して、回路の電源をすべて落とす。ポッドの内部構造を細部まで頭に思い浮かべ、ショートを起こしそうな回線の霜を取り除く作業にかかる。爪、毛布、鉄枕、コンテナの中の工具。使える物は何でも使って、寒さに耐えながら、狭い隙すき間まを這はい回って、かなりの時間をかけて仕事をした。

　危なそうな回線はひと渡り処理した。

　この寒さはたまらなかったけれど、幽は迷った末に、ヒーターの再始動をしないことに決めた。どの道、地球儀への突入が始まればコクピット内の温度は上昇するから、いずれはショートの危険と直面することにはなる。しかし、少しでも危険は減らそうと思った。

　親時計を見る。

　自由になる時間が、あと一時間ほどはある。

　幽かすかはその一時間の大部分をさらに霜しも取りに費やした。ショートの危険のなさそうな所には鉄てつ枕まくらを押しつけ、霜を溶かして毛布でふき取った。細かい場所では鉄枕の代わりに前足の体温を使った。

　一時間は瞬またたく間に過ぎた。

　幽は水を吸って重くなった毛布を、工具入れのコンテナに強引に押し込んだ。座席に戻り、ベルトで身体からだを固定する。

　自分の声が聞こえる。楽かぐらと「突入ごっご」をしていたときの、記き憶おくの声。

　──ついにポッドは、地ち球きゆう儀ぎのすぐ近くまでやって来た。

　──歴代のスカイウォーカーたちの中にも、こんなところまでたどり着いた奴やつは誰だれもいない。

　──いよいよだぞ。

　──ここから先は、まだ誰も足を踏み入れたことのない、伝説の突入回廊ドラゴンフレア・トレイルだ。

　そうだ。

　背後の、ネットの棚の中に入れた、魔ま法ほうの粉の箱を見つめた。

　楽は、見事にやり遂げたんだ。

　ぼくも、楽の後に続こう。魔法の粉をポッドに積んで、歴代のスカイウォーカーたちの誰もが夢見た、突入回廊を行こう。

　ポッドが微かすかに揺れている。軸がゴマすり運動を起こしている。幽はジャイロを見つめながら姿勢制御系のキックペダルを繊せん細さいに操作し、時間をかけて、ゆっくりとポッドの機嫌をなだめる。その間にも、ポッドは地球儀の昇天力に引かれて高度を落としていく。高度が落ちるのと引き換えに、ポッドは増速していく。

　太たい陽よう儀ぎが虚空の星の光をすべて飲み込んでいる。

　太陽儀の光は上層大気を貫いて七色に砕け、地球儀の巨大な弧を藍あい色に描き出す。

　その奥底には、龍りゆうが棲すむ。

　その光景の中にあって、幽の突入ポッドはあまりにも小さかった。

　哀れなほどに小さな突入ポッドが、龍の住すみ処かへと、青黒い上層大気の中へと勇敢に降下していく。

　希き薄はくな空気にポッドが接触し始める。

　そのことが、ポッドの自由な落下を少しずつ妨げていく。コクピットの中に浮かんでいた紙くずや綿わた埃ぼこりが、地球儀の昇天力に捕まってゆっくりと動き始める。
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　あいつは、来ないのかもしれない。

　焰ほむらがようやくそう思い始めたのは、空気時計の鐘かねが鳴ってからもうじきに一時間になろうとするころだった。焰ほむらは螺旋階段スパイラルの闇やみにたったひとり、身体からだを縦たてに丸めて浮かび、尻尾しつぽで懐かい中ちゆう時ど計けいを目の前に掲げる。

　あと、残り六分。

　夢とは、かくも手前勝手なものだ──クソ坊主は、そう言った。

　そうだな、その通りだ──と焰は思う。

　夢というのは、そいつがどんな話の中に生きているか、ということだと思う。

　誰だれでも、子供のころから色々な話を聞く。勇敢な猫が恐ろしい怪物を退治する話とか、醜みにくい怪物が美しい牝めす猫ねこに恋をする話とか。作り話ばっかりじゃない。戦で手柄を立てた兵つわものの話とか、一生を貧乏人や病人のために捧ささげた坊さんの話とか、ダニ熱に効く黴かびを見つけ出したメディスンハンターの話とか。そんな大層な話でなくてもいい。近所の何とかって猫は随分な男前だとか、うちのじいさんはネズミ取りの達人だったとか、知り合いが盗賊にやられて一族全員首を切られた、なんて話でもいい。なんでもいいのだ。

　猫は、話がなくては生きていけないのだと思う。

　猫は、子供のころから話を色々聞いて、最初のうちはただ、面白がって憧あこがれたり驚おどろいたり妬ねたんだり哀れんだりする。そのうちに、猫は自分でも話を作れるようになって、今度は自分自身の話を作り始める。

　これが、夢だと思う。

　おれは行く行くは、こういう奴やつになりたいとか。

　おれは将来、あそこに行ってみたいとか。

　おれはこういう奴なんだから、こんなことはしないとか、してもいいとか。

　そういう話がなければ、猫は一歩も前に進めないのだと思う。ひと息の呼吸もすることはできないのだと思う。

　誰もが自分の話の中では王様で、しかも話の力というのは強力だ。言こと霊だまというやつだ。そいつを本当にすごい奴にしたりもするし、どうしようもない奴にしたりもする。猫は、自分の話が要求するなら、自分の望むように自分の話を完結させるためなら、死ぬことさえできる。

　ただ、

　自分の話は、自分だけのものだ。みんなそれぞれ別々の「自分の話」を持ってる。

　なのに、それぞれの「自分の話」は溢あふれ出す。溢れない奴もいるが、強力な話を持ってる奴は、必ずそれを溢れさせると言っていい。そのうちにみんなこう言い出すのだ。

　おれの話では、お前はそんなことはしないということになってる。

　おれの話では、みんなはこういうことをしてくれるはずだ。

　そしてケンカが始まる。そのうちに戦が始まって、最後には葬式が始まるのだ。

　歴史僧侶ストーリーメイカーの壁へき画がを見ればわかる。猫は昔から、そんなことばっかりしてきた。

　そいつが生きている夢の中から、その猫を救い出すことは、たぶん、誰にもできないのだ。それは「いい」でも「悪い」でもない、「悲しいこと」なのだと思う。

　過去に、そういう奴やつがいたからこそできたことも、そういう奴がいたからこそ行けた場所も、たくさんあったはずだから。

　過去に、そういう奴がいたせいでできなくなってしまったことも、そういう奴がいたせいで行けなくなってしまった場所も、たくさんあったはずだから。

　おれの夢は溢あふれていた。

　幽かすかの夢も溢れていた。

　幽は、どうすればいいのかわからなかった。

　おれも、どうすればいいのかわからなかったんだ。




　焰ほむらの目の前に掲げられていた懐かい中ちゆう時ど計けいが、小さな鐘かねの音を鳴らした。

　焰の胸の中で膨ふくれ上がり続けていた得体の知れない塊が、その鐘の音に割れた。

　──どこで死ぬかは、お前が決めろ。

　おれは、あいつに、そう言った。

　焰は、悟った。

　あいつは、ここへは来ない。
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　龍りゆうに見つかった。

　ポッドは熱に翻ほん弄ろうされた。

　長い長い光の尾を引いて、幽の突入ポッドは龍の息を貫いて落ちていく。

　シリカ硝子ガラスの窓から吹き上がる炎色の光。すでに静寂は破られている。周囲の大気はとっくに、ポッドを叩たたいて音を発するほどの濃のう厚こうさだ。幽は歯を食いしばって恐怖に耐える。これは楽かぐらが行った道だ。自分にそう言い聞かせる。天てん井じようを見上げる。はれるでしょう、の文字。少しだけ勇気が出る。次第に震動が激しくなる。空気がポッドを叩く音は次第に大きくなっていく。いまにもポッドは砕けるかもしれない。音。震動。はれるでしょう。魔ま法ほうの粉。ポッドは燃える。落下していく。激げき震しん。




　親時計が、かちり、と動く音を、幽は轟ごう音おんの中ではっきりと聞いた。




　幽はシールド投棄の安全装置をすべて外す。親時計の針の一本が所定の位置を、指す。芸術的な衝しよう撃げき。マーカーどころか何も見えない。ポッドは耐火煉れん瓦がの盾を捨て去り、コクピット内殻のみとなる。落下。親時計が動く。何も起こらない。幽かすかの心臓が恐怖で死ぬ。

　パラシュートが開かない。

　言葉には言こと霊だまがある、と誰だれかに聞いた。誰だっけ。楽かぐらとやった「突入ごっこ」が本当になった。へんなこと言わなきゃよかった。幽は非常用のパラシュート傘さん開かいトリガーを蹴ける。コンテナハッチ爆ばく破はの衝しよう撃げき。パラシュートは無事に開いたのか。幽は背後の観測窓を振り返ろうとして、コクピット内殻がそれまでとは違う震動に包まれ、弾はじかれたように縦たてに回転し、パラシュートの開き方が異常なのかも、そんな幽の思考、足の下の窓に、遥はるかな高みに青く、




　海が、
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　あいつは、約束を忘れるような奴やつではないと思う。

　おれの中の「自分の話」ではそうだ。

　おれは忘れることもよくあるが、あいつは忘れない。




　焰ほむらが白い矢のように展望台に飛び込んできた。漂流物の渦を蹴け散ちらし、菌糸の枝から菌糸の枝へと跳ね飛んで、展望台の窓にへばりつく。

　窓の外は、地ち球きゆう儀ぎの夜だった。

　焰は懸けん命めいに目を凝こらし、耳をそばだて、ヒゲを研ぎ澄すまし、ありとあらゆる感覚を動員して、幽かすかが送ってくるはずの「何か」を感じ取ろうとした。

　地球儀はひたすらの夜。

　焰は考える。

　何だ？

　幽はどんな合図を考えた？

　あの紙かみ一ひと重えは一体どんなことを考えついた？

　焰は地球儀に少しでも近づこうと顔を冷たい窓に押しつけた。いくら目を凝らしても、いくら耳をそばだてても、いくらヒゲを研ぎ澄ましても、ありとあらゆる感覚を動員しても、焰は幽の合図を見つけることができなかった。それでもあきらめきれず、

　そのとき。

　そこに、光があった。

　地球儀の夜に、遠く、光の膜が踊った。

　ともすれば見失いそうなほど弱々しかった光の膜は、長い時間をかけて、酸素の緑色と窒素の桃色に踊り、次第に広さと明るさを増していく。

　焰はその光が、トルクの軌道からではまず見ることのできないはずの、異常な現象であることを知らない。かつて、天てん使したちがその光を「オーロラ」と呼んでいたことも、その光の膜が花弁のような形になって広がる現象が「コロナ」と呼ばれていたことも、何も知らない。

　──な。おれの言った通りだったろ。お前もこれでわかっただろ。

　ただ、焰は、そう思った。

　──神様はいるんだ。この宇宙は、そういうふうにできてるんだ。

　焰はいつまでも、その光の膜を見ていた。

　幽の行った、地球儀を見ていた。







　エピローグ










　絶対に見つからないようなところに隠せ、と幽かすかは言った。




　だからクリスマスは、ダンボールの中にいる。

　展望台は、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのてっぺんにある大きな球状の部屋だ。半分は蜂はちの巣す状のフレームに切り分けられた一面の窓になっており、壁へき面めんには黴かびの菌糸が獰どう猛もうに生い茂り、空気中の微細な塵ちりを核にして成長する黴玉が無数に漂い、そこかしこに発光細菌のコロニーがあったりして、展望台の夜に頼りない緑色の光を灯ともしていたりする。

　そんな展望台のちょうどまん中のあたり、時速１センチくらいの速度でぼんやりと渦を巻く漂流物の群れの中に、ぴったりとフタの閉ざされたダンボールの箱がある。

　箱には「ひろってください」と書いてある。

　クリスマスは、そのダンボールの中にいる。

　赤いつなぎの作業服を着て、狭苦しいダンボール箱の中で、小さな身体からだぜんぶを使ってリュックサックを抱きしめてうつむき、身動きひとつしない。

　幽かすかは地ち球きゆう儀ぎに行った。

　幽が無事に地球儀までたどり着けたのかは、クリスマスにはわからない。

　でも、それは幽にとってはどちらでもいいことだったのかもしれない。

　幽は、ものすごく地球儀に行きたがっていた。

　幽にはきっと、いる場所がなかったのだとクリスマスは思う。

　このトルクには、幽のいていい場所がどこにもなかったのだと思う。

　幽は、間違ってこのトルクに生まれてきてしまったのかもしれない、という気がクリスマスはしている。




　幽は地球儀に行った。

　本当のことを言うと、クリスマスはそのことが少しさびしい。

　また、ひとりぼっちになってしまったからである。

　しかし、クリスマスは知っている。

　また、きっと、次のスカイウォーカーが現れるのだ。

　幽みたいにずいぶん待たせる奴やつかもしれないけれど、この瓶を大事に守ってずっとこのダンボール箱のなかにいれば、きっと次の誰だれかが捜しにきてくれる。

　そうに決まっているのだ。




　幽は地球儀に行った。

　あれからもうずいぶん時間が経たった。クリスマスは、幽のことを忘れないようにしている。幽と一緒に遊んだことや、幽と一緒にロケットを作ったことを思い出して、幽のことを忘れないようにしている。

　しかし、クリスマスはたいそう頭が悪い。

　左腕の筋肉はうまく動かないことがあるし、右足の指はまるでだめだ。右手の中指と薬指も最近になって動きが鈍くなったし、ときどき頭の左側の感覚がなくなることがある。頭の左側が空っぽになって、いきなり眠り込んでしまって、目が覚めて体内時計を確認したら半年もすぎていた、などということも増えた。

　幽を忘れないようにしようと思う。




　幽は地球儀に行った。

　しかし、クリスマスは、幽というのがどんな猫だったのか、もうはっきりと思い出すことができない。黒い猫だったことは憶おぼえている。身体からだもあまり大きくなかったと思う。しかし、それ以上のことはすべてトルクの霧きりと闇やみに巻かれてしまった。

　それでも、クリスマスが今でも、幽かすかについてたったひとつだけ、何にも増してはっきりと憶おぼえていることがある。

　いつ、どんな状況だったのかはわからない。しかしクリスマスは、幽が「生きて地ち球きゆう儀ぎにたどり着いたら合図を送る」と言っていたのを憶えているのだ。

　クリスマスは思う。

　自分はもう幽のことをあまりはっきりと思い出すことができないけれど、幽の方は自分のことを憶えてくれているかもしれない。合図を送ることもちゃんと憶えていて、いつか、自分に知らせてくれるかもしれない。

　ぼくはここにいるよ、と。




　だからクリスマスは、ダンボールの中にいる。

　展望台は、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのてっぺんにある大きな球状の部屋だ。半分は蜂はちの巣す状のフレームに切り分けられた一面の窓になっており、壁へき面めんには黴かびの菌糸が獰どう猛もうに生い茂り、空気中の微細な塵ちりを核にして成長する黴玉が無数に漂い、そこかしこに発光細菌のコロニーがあったりして、展望台の夜に頼りない緑色の光を灯ともしていたりする。

　そんな展望台のちょうどまん中のあたり、時速１センチくらいの速度でぼんやりと渦を巻く漂流物の群れの中に、ぴったりとフタの閉ざされたダンボールの箱がある。

　箱には「ひろってください」と書いてある。

　しかし、最近少しおかしなことが起こる。

　ときどき、ダンボールの向きが変わるのだ。

「ひろってください」と書かれたダンボール箱の、取っ手の穴のある面が、じっと、展望台の窓の方を見上げていることがあるのだ。




　ダンボールの取っ手の穴の見つめる先、展望台の半球状の窓を埋め尽くして、青い地球儀は、白い乱雲とともにある。













　あとがき







　毎度毎度、あとがきで苦しむわたし。

　もう書くことなくなっちゃった。

　困った。困ったぞ。あとがきなんてものは基本的に思いっきり蛇足なシロモノでありまして、なきゃないで全然かまわないわけです。もちろん蛇足には蛇足なりの芸があるわけですが、内容的に「余計な付け足し」であることには変わりはありません。おまけに、あとがきを書くときの著者というのはたいてい錯乱状態にあって（特にわたしはそう）、えてして「ノーガード全ツッパリ」になりがちです。例えば、んー、作中の登場人物が出てきて著者も交えて対談なんかしちゃったりとか。

　いや、いいんですよ。アリですよ対談。

　登場人物の対談、というのがその作品の性格とバッティングするかしないか、ということはありましょう。しかし人生はバトルロイヤル。基本的には何だってアリですわ。

　ただ、そういうのが「バット大振り」であるのは確かだと思うんです。登場人物の対談を読みたい人というのは「もうその作品にどっぷりハマった人」なわけでしょう、やはり。中にはそうじゃない人だってもちろんいるはずで、そういう人たちからはどうしたって冷ややかな目で見られてしまう。まさに絵に描いたような「イタいあとがき」になってしまう。

　とはいえ。それじゃあ著者の近況とか、そういう当たり障りのないことを書いておればいいのかというと、よく考えてみればこれだって事情は同じなんですな。身近で何かよっぽど面おも白しろい事件が起こったというならともかく、「その作品にどっぷりハマった人」でなければその著者の近況なんてこれっぽっちも知りたくないもんね。ハマれなかった人にとってはまさに蛇足。端はなから情報的に無価値です。「バット大振り」でない分だけ空振りしてもみっともなくない、というだけで。

　む。

　そう考えてみるといっそすがすがしくもありますな。登場人物の対談って。バット大振りこそが漢おとこの生きる道なのかしらん。理屈で考えても、「その作品にどっぷりハマった人」こそが「次の本も買ってくれるかもしれないお客さん」であって、その人たちを相手にしていればいいのであって、ハマれなかった奴やつらのことなんか放っておけ、というのもひとつの考え方でありましょう。

　よっしゃ。ちみっとだけ本文の内容にからんできた。

　登場人物の対談であれ何であれ、バット大振りな、何か「尖とがった」ことをすると、誉ほめてくれる人がいる一方で、貶けなしたり非難したりする人が必ず出てくるのですね。




　本当の本当に本音の部分では、フォン・ブラウンもオッペンハイマーも、「オレって最高ーっ!!」なんて思いながらＶ２ロケットや原子爆弾を作っていたんじゃないか、と思うわたしです。もし仮に、あの後すぐにまた大きな戦争が起こっていたとしたら、研究のためにまた同じことを繰くり返さなければならなくなったとしたら、彼らは何だかんだ言いつつも、何度でも同じことをやったんではないか。

　気象衛星や通信衛星が飛び、原子力がエネルギーを提供するようになれば、理屈を口にして非難してた人もにっこりです。だけど、それらは彼らがやりたかったことの本質じゃ全然なくて、彼らの大振りバットからスピンアウトした技術がたまたま結果オーライで他ひ人と様のお役に立つ形になっているだけにすぎなくって、彼らの本音というのはやっぱり「誰に何と言われようがオレはやりたいことをやりたいようにやる」ということだったんではないかなあ。

　そのへん全部をひっくるめて、いいとか悪いとか言うんでもありません。

　その目的のためなら何でもする。あきらめることなんて死ぬまでできない。

「限界への夢」というのはそのくらい強烈で、業の深いものだと思うです。




　　　　[image: くぎり]




　今回の仕事でも色々な方のお世話になりました。またまたあっちこっちに迷惑をかけまくってしまったわたしでありますが、おかげさまでどうにか完成までこぎつけることができました。ありがとうございました。




　次は──何でしょう？

『Ｅ．Ｇ．Ｆ．』だとしたら（可能性大）、デストロイの季節です。『ヒミツ企画一号』だとしたら（実は順番的にはこれまた可能性大）、ヒミツ企画なのでまだヒミツです。トルクの話の続きだとしたら（ほんとに出るのかそんなもんが）、次は『天てん使し戦争（仮）』。幽かすか・三十七からまた少し時代の下った、四十番台くらいのスカイウォーカーの話、だと思います。

　あるいは、これっきり次の本なんか出ないとか（こういう可能性は常にアリ。怖っ）。




　とにかく、何か次を出せるように、ひたすらがんばるばかりです。
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秋あき山やま瑞みず人ひと

１９７１年生まれ、山梨出身。東京某所在住。主食はＳＦとミステリー。海外産を特に好む。夢はいつかノーベル文学賞を取り、「日本国　秋山瑞人」で手紙が届くようになること。──いやぁ、ノーベル文学賞とってもとってもそれは無理じゃないでしょうか……。
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椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞〈金賞〉受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』シリーズのビジュアルを担当する。座右の銘は「明日があるとは限らない」と「そのうちなんとかなるだろう」
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猫ねこの地ち球きゅう儀ぎその2




幽かすかの章しょう








秋あき山やま瑞みず人ひと
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